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　──あのとき、自分が選択を間違えなければ。もっと早く決断していれば。

　昼も夜も、一人のときも、他愛たわいない会話で笑えたときでさえ。

　ふと心が立ち止まり、そんな自問自答に囚とらわれると、指一本動かせなくなる。

　真ま綿わたでじわじわと首を絞しめられるような、致命傷ではないけれど延えん々えんと長引く息苦しさから、逃のがれることもできない。




　神しん華か国の皇こう都と、常じよう花か。

　箱庭のように建物も緑も水源も計算して整えられた皇こう宮きゆうは、花も草木も眠る夜の漆しつ黒こくに沈んでいる。青白い月明かりは、銀ぎん糸しを織りこんだ布のように建物や樹木の輪りん郭かくをあいまいに縁ふち取どり、夜を徹てつする役目の者を見守りながら照らす。

　その一角──政まつりの中心となる天てん香こう宮きゆうから、真西に外はずれたところにある離宮で、華か天てん狼ろうは今宵こよいも暗い夢に囚われていた。広い寝しん台だいの上で長身がよじれ、眉み間けんにしわが刻きざまれる。

「──！」

　からからの喉のどを声にならない叫びで軋きしませ、その息苦しさゆえに天狼は覚かく醒せいした。

　ぱちりと音がしそうな勢いでまぶたを開く。

　数秒の息詰まる沈ちん黙もく。その間止めていた呼吸を再開すると、思わず軽く咳せきこんだ。

　ふと──

　何かの気配を察したかのように、天狼は上うわ掛がけを払ってゆっくりと身を起こす。

　そうして、疲れのにじむ声を発した。

「……いや、たいしたことはない。昔のことを思い出しただけだ」

　とある理由により、この離宮では、窓辺に吊つった燈とう籠ろうの灯あかりがひと晩中灯ともされている。

　それで今日のように月が雲に隠された夜でも、室内には淡あわい明るさが満たされていた。

　天狼は語りかける。

　燈籠の明るさが届かない、部屋の隅すみを見つめて。

「君の言うとおりだな。明日には客人も来ることだし、もう一度寝直そう」

　闇やみだけが溜たまった、だれもいない空間と話しつづける第一皇おう子じの姿は、真剣そのもの。

　──うなされた声を聞いた気がして扉とびらの外から様子をうかがっていた女によ官かんが、ぞっとするという表情で凍こおりついたのは、無理からぬことだった。
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　神しん華か国は青せい苑えん州州都、海かい豊ほう。劉りゆう家の邸てい宅たく。

　上等な調度の数々によって引きこもり仕様に整えられた一室にて──

「皇こう都とに行くぞ」

「はあ……。いってらっしゃいませ、蒼そう刻こくさん」

　早朝。

　激しく扉とびらを叩たたく音と「開けねえとぶっ殺すぞ！」という借金取りも真まっ青さおな脅おどしで叩き起こされたのが、つい先ほどのこと。朧ろう月げつは帳とばりに四し方ほうを囲まれた寝しん台だいの中、包子パオズのように上うわ掛がけにくるまった状態で、まだ夢見心地ごこちのまま答えてしまう。

　薄い紗しやの向こうに立っている蒼刻が、声にさらなる凄すごみをきかせた。

「俺が『行くぞ』と言ってるのに、なんで引きこもって見送りの体勢になってるんだ、おまえは。ちんまり座って可か愛わいく言っとけば俺がほだされると思うなよ、まあ可愛くないとは言わねぇがそれとこれとは別問題だからな」

「……え？　はい？　いえ、そこまで計算してまきゃああああ」

　帳の隙すき間まから伸びてきた蒼刻の手に、頭を鷲わしづかみにされた上にぐりぐりと揉もまれ、朧月は嫌いやでも目が醒さめた。

　二人の関係を知らない者が見たら、じゃれているのか躾しつけをされているのかどちらだろうと首をひねる光景だが。

「蒼刻と姫は、今日も朝から仲がよいのう」

「お二人は昨夜も仲よしでしたよ～、張ちようさん。最近ははばかることを知りませんねぇ」

「蒼刻の身内が、姫を温かく迎えてくれたのもあるじゃろうな。儂わしもこれでひと安心だ」

「張さん、安心するのは早いっすよ？　あのお二人はこれからなんですから」

「そうじゃのう。儂らも、末永く仲よくしたいのう」

「まあ、張さんったら！」

　彼らの友人である幽ゆう鬼きと白びやつ虎こは、もう慣れっこなので穏おだやかに見守っていた。

　とはいえ、こちらも敷物の上でにゃんにゃんと親密にじゃれ合っているのに、どの口が朧月たちを揶や揄ゆできるのかという状態である。

「…………」

　ただ一人、白しろ衣い裳しようの青年道どう士しの幽鬼だけが、朝日が届かない部屋の隅すみであきれたようにため息をついていた。秀しゆう麗れいな面おもてには、この四人は馬ば鹿かなのだろうかと書いてある。

「おら珍ちん獣じゆう、とっとと出てこい」

「わかりました蒼刻さん、二度寝はあきらめました、起きますッ。ですので、せめて着替えくらいはさせていただきたく……！」

　強引な青年が、今にも帳を開けてしまいそうなので、夜よ着ぎ一枚で髪も乱れたままの朧月は必死で止めた。知らぬ仲ではないのだ、いやだからこそ、このようにひどい姿をさらしたくはない。
















「仕方ねえな。廊ろう下かで百数えて待つから、早くしろよ」

「こらこら蒼刻、女によ人にんの身み支じ度たくを急かすのは無ぶ粋すいの極きわみじゃぞ？　儂や張ちよう角かくどのと世間話でもして待とうではないか」

　白虎の身なれど、蒼刻よりはるかに物慣れた張さんは、年若い友人の腰に軽く頭ず突つきをして、廊下に出るようにうながした。張角も「私をくだらぬことに巻きこむな」と冷たく斬り捨てながらも、二人に続いて部屋を後にする。

　それを見送った朧月は、友人である幽鬼・星せい彩さいの手を借りて、いつものように身支度を開始した。

　淡うす紅べに色いろの長なが上じよう衣い、差し色に薄い萌もえ黄ぎ色いろをあしらった裙くん子ず、自みずから縫ぬった小さな鞋くつ。

　衣裳櫃びつから取り出したのは、お気に入りのものばかりだ。髪に飾る絹きぬ花ばなは、鏡きよう台だいの前に置いてある。

　それにしても、いろいろと唐とう突とつで、理解が追いつかなかったが──

「たしか蒼刻さん……皇都、と仰おつしやっていたわよね？」

「ええ。またぞろ皇都で、幽鬼がらみの問題でもあったんすかね？　まあ、武官さんが妙みように荒々しかったのは、昨夜あんなに朧月ちゃんを甘あまやかした反動で、今さら照れちゃってるんだろうなって感じでしたけど」

　長い黒髪へと丹たん念ねんに杏子あんず油を擦すりこんでくれていた星彩に、さらりと違う方向に水を向けられて、朧月はむせた。

「み、……見てたの星彩？」

「ちょこっとだけですよぅ。お邪じや魔ましたら悪いので、すぐに退散しましたからね♪」

　追い討うちをかけるように、撫子なでしこ色いろの髪の美女から意味ありげに微笑ほほえみかけられたので、朧月はとうとう櫛くしをとり落とす。

（ちょこっと……って、どのあたりを!?）

　心の中で、声にならない絶ぜつ叫きようがほとばしる。──昨夜はひと仕事終えた解放感で、いつもより大だい胆たんに蒼刻にふれてしまった気がするのに！

　詳細を思い出すともう何も手につかなくなりそうだったので、朧月はやりすぎなくらい頭かぶりを振って自分の意識をそらせた。

　とにかく身支度を整えるのに集中し、猛もう然ぜんと着替えその他を終える。

「どうした？　顔が妙に赤いぞ」

　だというのに、蒼刻たちを再び室内に招き入れると、目ざとい青年からさっくり指摘されてしまった。泣きたい。

　滅めつ多たに使わない白粉おしろいでもはたいておけばよかったと朧月は後こう悔かいした。

「ね、寝起きはこうなるのです」

「そうか？　以前に添い寝してやったときは、別に赤くはなってなかっただろ」

「…………お願いですので、蒼刻さんまで朝から追い討ちかけないでください」

　過去の恥はずかしい記憶まで想そう起きさせられて、朧月はくたりと床ゆかにうずくまった。

　出で逢あいからこの方、蒼刻との思い出は、よく考えなくても簞たん笥すの中に隠れて悶もん絶ぜつしたくなるものが多い。

　だというのに、同時に心が温まってしまうのが不思議かもしれなかった。

（でも……蒼刻さんがわたしと一緒にいてくださること自体が、奇き蹟せきのようなものだし）

　一度無理やり引き離される経験をしたせいか、以前にも増して強く、そう思う。

　当然のように名を呼び、おはようと言い合えるこの日常だって、ふと泣けてくることがあるのだ。

「まあいい。来いよ珍獣、とりあえず食事だ」

　朧月を待つ間に、家人に頼んでおいたらしい。蒼刻は二人分の朝あさ餉げを載せた盆ぼんを運んでくると、窓辺の卓たく子しに置いてくれた。

　ここ海豊は、他国との交易が盛さかんな海辺の城じよう市しである。朝餉には定番の粥かゆに、ほのかに香こう辛しん料りようの薫かおる蒸むした白身魚がついてきた。州特産の心を落ち着かせる香りの青あお茶ちやも、硝子ガラスの茶器でたっぷり用意されている。

　小さい見た目に反して意外と食い意地の張っている朧月は、あっさり頰ほおをゆるませた。

「今日もおいしそうですねぇ」

「食べたら早急に出かける支度をしろ。皇帝陛へい下かがおまえをご所しよ望もうだそうだ」

「──皇帝陛下が!?」

　さっくりと告げられた本題に、さすがに手が止まる。

　そして、日頃から決して明るくはない表情を、緊張と不安でどんより曇くもらせた。

「もしや、皇宮でまた、幽鬼がらみの何かがあったのですか……？」

「詳細はまだ俺も聞かされてない。皇宮に行ったら説明されるそうだ」

「えー……そのように焦じらさずとも」

「同感だ」

　眉まゆ尻じりを下げた娘むすめにうなずき、蒼刻も難しい顔で頰ほお杖づえをつく。

　……鋭するどい目つきと愛あい想そのなさのせいで、普通にしていても怒っているように見える青年だが、短くはない時間をともに過ごした朧月にはわかる。

　武官らしく、四しの五ごの言わずに勅ちよく命めいに従うように動いてはいても、彼もなんらかの懸け念ねんを抱かかえているのだと。

「紅こう梅ばい宮きゆうでまた何かがあった……とかではないですよね」

「たしか紅梅宮は、あの事件の後に、来らい将軍が結けつ界かいから魔ま除よけから全部見直しさせられたって聞いたぞ。直接の血のつながりはなくとも、湘しよう雲うん公こう主しゆは亡なき皇こう后ごうさまの娘で、皇帝陛下の大切な家族だからな。ぬかりはないはずだ」

「では、天てん祥しようさまの気まぐれで呼ばれたとか」

「そんなのんきな内容を、わざわざ護ご花か七しち将しよう軍ぐんに伝言させると思うか？」

「ええ～？」

　絨じゆう毯たんの上で恋人の白虎とくっついていた星彩が、驚いて顔を上げた。

「あら、護花七将軍の方がいらしてたんすか？」

「昨夜な。先に皇都に戻ったが」

「武官さんのその様子じゃ、来将軍や呂りよ将軍ではないんすね？」

　普段の軽いノリとは違う、勘かん働ばたらきの鋭い女の顔になって星彩が言う。

　指摘は正解だったようで、蒼刻はつかのま思案顔になった。

「言われてみれば、あんたや朧月はまだ逢ったことがない方だな」

「え」

　今度は朧月が声を上げた。ひとさじ分の粥を吞のみこみ、複雑そうに眉をひそめる。

「お逢い──……してみたかったような、やはりやめておきたいような……」

「想像だけで引くな。曹そう将軍は、来将軍みたいな暴走体質じゃねえよ」

「曹家の護花七将軍さまですか？　ではたしか、流りゆう霞かさまと仰る女性の方ですよね？」

「護花七将軍の紅こう一点、曹家の変わり種だ。よく知ってたな」

　世間知らずの引きこもりのくせに、と言げん外がいにつつかれているのを察し、朧月は小さく肩をすくめた。

「曹家が治める紅こう英えい州は、わたしの故郷である黒こく烏う州のお隣ですゆえ。曹家の噂うわさ話は、ときどき耳にする機会があります。主おもに星彩が」

「おまえじゃないのかよ」

「わたしは、生きている友達がほとんどいない引きこもりですので……」

「それ、おまえの事情を知らないやつが聞いたら、どんな苛か酷こくな人生を送ってるんだと勘違いされそうだな」

　今さらだが。つぶやいて、蒼刻は向かいの席に座した朧月の、翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみを見つめる。

　狸たぬき顔がおという印象を与えるその円まるい瞳で、朧月は、普通の人には見えない幽ゆう明めいの境──死者の魂こん魄ぱくである幽鬼を見ることができるのだ。

　朧月と身体からだの一部が接していれば、ほかの者も彼女と同様に幽鬼が見られるし、蒼刻のように長くそばにいると、影響を受けて幽鬼を認識する感覚が強くなり、彼女にふれなくとも幽鬼を知覚できるようになる。

　朧月が幼おさない頃に世話になった道士が名づけて曰いわく、『双そう界かいの瞳』。

　幽界と明界、あるいは冥めい界かいと人界。

　双ふたつの表ひよう裏り一体の世界を、どちらも見守ることのできる不思議な力。そういう意味がこめられた呼び名である。

「朝早くに失礼いたします、黒烏州の姫さま」

　そのとき扉が叩かれ、劉家に長く仕えている老ろう執しつ事じが顔を出した。

「黒烏州刺し史しさまより、お手紙が届きました。お受けとりください」

「静せい心しん兄さまから……？」

　今日は朝から驚かされることばかりだなと思いながら、朧月は封書を受けとる。

　それから空からになった食器を執事に渡して、再び扉を閉じた蒼刻へと言う。

「あの……兄さまには一日以内にお返事をしないと、何かあったのかと不安にさせてしまうのか即行で第二第三の手紙が飛んでくるので、皇都に行く支度は、一筆書いた後でもよろしいでしょうか？」

　仕方ねえな、と蒼刻はうなずいた。

「玄げん静心はあいかわらず過か保ほ護ごだな。そのうち手紙を届ける時間を惜しんで、矢文でも打ちこんでくるんじゃないか？」

「……それはもしや、蒼刻さんの脳天を狙ねらって？」

「きっと百発百中だろうな。って怖こわいこと言ってる場合か、さっさと読んで書いちまえ」

　はい、とうなずいて明るい窓辺で封を切った朧月は、内容を読み進めるにつれて、情なさけなく眉尻を下げていった。

　彼女の姉のような友人である星彩が、首をかしげた。

「どうしました朧月ちゃん」

「……兄さまの手紙の内容も、皇帝陛下についてのことだったの。兄さまの許もとにも内密の伝令が来て、わたしを皇宮に招いてしばらく滞たい在ざいさせる予定だからそのつもりでいるように、という趣しゆ旨しのことを言われたんですって」

「あらまあ、刺史さんにまで？　何やら念入りですねぇ」

「本来なら姫にだけ勅命を伝えれば十分なところを、わざわざ静心どのにも話を通したのはおそらく、家族にむやみに心配をかけないようにという陛下なりの配慮じゃな。あの御お方かたにはそういうところがある」

　星彩と張さんで、両りよう脇わきから朧月の手元をのぞきこみ、それぞれに感想を口にする。

「引きこもり一人を呼びつけるのに、ずいぶんと大がかりだなおい」

　茶化すような言い方だが、国軍に所属する蒼刻は、朧月などよりも事の重大さを察しているはずだ。その証拠に、彼女の名を呼んだ声は水すい晶しようの刃やいばのように硬質だった。

「朧月」

「はい。……わたしを皇都に連れていってください、蒼刻さん」

　朧月は静かにうなずいた。

　逃げられないことは嫌でも理解できる。

　それに蒼刻の故郷で、彼の家族と出逢ったことで生まれた、新たな想いもあるのだ。

「おそらく幽鬼がらみの問題だと思いますし……。わたしにできることを、しようと思います」

　まるで似合わないし見慣れない前向きな表情で、朧月はそう言った。

　──紅梅宮の事件の際、行きたくないとぐずるわ渋しぶるわ逃げ回るわで、誘ゆう拐かいも同然のやり方で蒼刻に連行されたときとは大違いである。

　彼女の飼かい主ぬしと友人とその恋人である白虎は、なんとなく微笑ましい気持ちになって視線を交かわしたのだった。
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　そうして青せい苑えん州を発たった一週間後──

「……やっぱり一度、幽ゆう鬼き院いんに帰りたくなりました」

「ここまで来て何言ってんだ、おまえは。皇都はもう目と鼻の先だぞ」

「だからこそです、蒼そう刻こくさん。今ならまだ方向転換できますよ」

「そんなに躾されてぇのか？」

　紅こう梅ばい宮きゆうのときとは大違いだと思ったが、残念ながら錯さつ覚かくだったようだ。

　感動めいたものをぶち壊しにされた気分になった蒼刻は半はん眼がんで、鞍くらの前に乗せて運んでいる娘をにらむ。あいもかわらず性しよう根ねはぐだぐだの引きこもりは、飼い主さまの冷ややかな視線に縮ちぢこまりながらも言い張った。

「ここから西方を見ると、水平線のあたりに黒こく烏う州の大だい蜜みつ原げんが見えるのです。それゆえ、こう……おうちに帰りたい気持ちがむくむくと」

「ふくらませるな。しまっとけ」

「たしか一日半も西に行けば、黒烏州に入れるくらいでしたよね……」

「昼過ぎには皇都に着くって言っただろうが珍獣。着いたら新味の桃ももまんでも花はな茶ちやでもなんでも奢おごってやるから、おとなしく抱かれてろよ」

「ま、……またおいしそうな餌えさでわたしを釣つろうとしていますね？　くう、卑ひ怯きような」

「くう、じゃねえよ」

　適当にあしらわれた朧ろう月げつは本気で悔くやしがるが、何度も桃まんに釣られた過去があるから利用されているという事実は、その顔から抜け落ちている。

「それはそれとして……今のは少し言い方がいやらしかったですよ、蒼刻さん」

「いやらしい？　何がだ」

　……この人は抱かれてろなどという科白せりふを無意識に言えてしまうのかと、朧月は軽く眩暈めまいを覚えた。

（蒼刻さんの無意識の誑たぶらかしと意識してるときの攻め方の差って、わかりにくい……）

　自分が過か敏びんなのかもしれないけれど、蒼刻のように存在自体が罪つみな人に構かまわれて、平常心でいられるわけがないのに。

　いつも振り回されている気がするし、それが少しも嫌ではないのも厄やつ介かいだ。

（……わたしも蒼刻さんのそんな罪作りなところが、いつのまにか癖くせになってしまっている気がするし）

　悶もん々もんとする思考が惚のろ気けに発展しかけたとき、朧月ははたと気がついた。

　彼女の身体を支えるために回された蒼刻の腕に、いつからか力がこめられて、今までよりも強く彼の胸に密着させられていることに。

　ついでに蒼刻は上体を器用にかがめ、朧月の頭にちょんと顎あごまで乗せてくる。

（え？）

　速度を上げたわけでも、道が悪いわけでもない──皇都の近くともなれば、鏝こてで押し固めたように街道の整備は行き届いている──ので、この密着は鈍どんくさい朧月がずり落ちるのを防ぐ目的ではないと思われる。

　試しに身じろぎしてみたが、蒼刻に腕をゆるめる気はないようで、朧月は妙に焦あせった。

　顔がじわじわ熱くなる。初夏の風のさわやかさや涼しさを忘れるほどの温ぬくもりで腰こし砕くだけになりかけながら、おずおずと訊たずねた。

「あの、蒼刻さん……何をなさっているので？」

「なんかおまえが一人で悶絶してるのを見てたら、構いたくなった」

「！　こ、このような場所でからかわないでください……ッ」

「どこならいいんだよ。人目につかない場所や二人きりのときにこんなことしたら、それこそ意味深すぎるだろ」

「ですが……その、さすがにこういう悪ふざけは、馬にも迷惑になると思います」

　そこで初めて、馬と並んで歩いていた白虎がこそっと口を挟んできた。

「姫、安心するがよい。蒼刻の馬は『もう慣れちまいましたよ』と言っておるぞ」

「って、俺の馬と勝手に会話するなよ張ちようさん」

「『鞍の上で接せつ吻ぷんとかおっ始ぱじめなければ、やつがれは一向に構いませんぜ』だそうだ」

「何話してんだよ、ほんとに!?」

　蒼刻がたまらず叫ぶ。

　虚こ空くうを舞まいながら友人たちを見守っていた星せい彩さいが、お腹なかを抱えて笑いだした。

「張さんの動物とお話しできる特技って、うらやましいですよねぇ。あたしも真ま似ねできたらいいのに」

「万能というわけではないがな。動物の中でも、それなりに知性のある存在としか言葉は通じない。たとえば鳥は種類によって、意思が通じたり通じなかったりする」

「ふぅん。それって、白虎の身体になってから得た能力なんすか？」

「──この男には、昔からそういうところがあった」

　ふいの声に、思わず全員で振り向いてしまった。

　張ちよう角かくだ。

　いつもは滅多に雑談に参加することなく、白い影のように後をついてくる幽鬼なので、ただ普通に話をされただけでも驚かされる。

　四人分の視線をいっせいに浴あびて、張角は訝いぶかしげに顔をしかめた。

「どうした」

「いえ、特には……。この男というのは、張さんの話ですよね？」

　ほかの三名と一緒になって、朧月は首を横に振った。

　張角は淡たん々たんと「そうだ」とうなずく。

「この男は月げつ蝕しよく領りようの民にしては稀まれなことに、鳥や獣けものになつかれやすい体質だ」

「どうして稀なんだ？」

　と、これは蒼刻。

　張角は、思考を読ませない硬質な琥こ珀はくの瞳で、街道を歩む白虎を見やった。生前は配下であった男を。

「あの地は何百年も続けた儀ぎ式しきのせいで、封印が破れる以前から陰の気がやたらと強くなっていたから、鳥獣の類たぐいがあまり寄りつかなかった。おかげで貴重な田畑や山の恵みを食い荒らされる被害はなかったが、狩りには難なん儀ぎする土地柄でな。それでもどうしても肉が入用なときがあると、この男が獲物を手に入れてくれたんだ。不思議なことに、これは動物からあまり警けい戒かいされない体質らしい」

「…………」

　とある化け生しようの封印を守って国の平安のために尽つくしていた一族のことは、あまり彼の口から語られることがない。

　思わず、皆で神妙な顔をしてしまったが──

「動物だけじゃなくって、女性にも警戒されませんよねぇ、あたしの白虎さまは？」

　星彩の明るい声で、しゃぼん玉がはじけるように、硬くなっていた空気が溶とけた。

「生前から狩りが得意で貢こう献けんしてきた張さんだなんて、惚ほれ直すしかないっすよ。あたしのことも狩っていただきたいかも～？」

「おやおや。我わが姫は、紳しん士しよりも野獣の性がお好みか？　……ではお望みどおり、逃さず追い詰めて甘あま嚙がみをしてさしあげようか」

「まあ張さんったら！　まだ昼間なのに、何を言いだすんですかもう」

「よいではないか。儂の魅力がこの白銀の毛並みだけではないことを示さねばな」

「…………」

　余計な話をするんじゃなかったという顔で、美女と神しん獣じゆうがべたべたする様から顔をそむけた張角を見て、朧月と蒼刻は笑いをこらえるのに非常に苦労したのだった。
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　皇都・常じよう花かは、神しん華か国でもっとも歴史の古い城市にして、もっとも規模の大きい要よう塞さい都市でもある。

　それだけで一個の城市のように広大な皇宮を中心として、色とりどりの顔がん料りようを絞しぼり出す小さな尻気がついた絵皿のように居住区などが区画され、そのすべてが長城にも等しい手のこんだ造りの城壁に包まれている。

　独特のやわらかな灰はい緑みどり色いろをした城壁は、単に切り出した石を積み上げたのではなく、石壁と石壁の間にみっしりと砂さ礫れきなどを詰めて強度を増したものだ。生なま半はん可かな攻城兵器では穴ひとつ開けられない強度は、何百年もの間、皇都の民に安あん寧ねいをもたらしている。

　目指すは九く還かん門もん──

　九回生きて還かえってくる、という祈いのりを冠かんした最大の城門だ。九は縁えん起ぎのいい陽数で、無限という意味も秘められている。

　鞍の前にしがみつく手はそのままに、朧ろう月げつはちょっとだけ首を伸ばした。

「あれは……門前市ですか？」

「そうだ。時には検問を待つだけでも数刻かかるからな」

　巨大な門の前には、たしかに検問待ちの行列が長く続いており、市の天幕は道の両脇に色とりどりのきのこのように群れている。

　きちんと許可をもらい、しかるべき税を払って開いた店かどうかを見回る、兵士の姿も見えた。彼らは武官の戦せん袍ぽうをまとった蒼そう刻こくを見かけると、一様に敬礼をしてきた。

　その様子に朧月がひそかに感動していると、蒼刻がひょいと馬から下りた。

　鈍くさい連れは鞍に乗せたままで、彼は馬ま子ごのように轡くつわを引きながら、周囲を見渡す。

「たしか城壁の周辺で、来らい将軍が部下と一緒に仕事しているはずなんだが──それらしい姿は見えないな」

「儂の視界にも、それらしい姿はないのう」

　張ちようさんが淡あわい青の瞳の瞳どう孔こうを、糸のように細く絞りながら視線をめぐらせて言う。

「来将軍はお元気でしょうか？」

「あの人は少し元気をなくしたくらいのほうが相手しやすい」

「……容よう赦しやないですね、蒼刻さん」

「まじめに受けとるなよ。冗じよう談だんだ」

　陽光で白っぽく光る城壁を興味深そうに眺ながめていた張ちよう角かくが、ふと口を開いた。

「来煌こう言げんの今日の仕事はさしずめ、城壁にほどこされた魔除けの結界の修復か」

「わかるのか？」

「これでも道士のはしくれだ、気脈の流れくらいは読める。来煌言はいい仕事をしているようだな。月げつ蝕しよく領りようでは空気の読めない変態にしか見えなかったが、本来は細やかな性格の持ち主なのだろう。丁てい寧ねいな作業で長持ちはしそうだが、その分、時間がかかる──」

　そこで動きを止め、張角が門前市へと顔を振り向けた。つられて見れば、天幕の混雑から離れた人影がこちらに近づいてくる。

　武官の戦袍をまとった、背の高い男性だ。腰に佩はいた大剣の武ぶ骨こつさが目を惹ひく。

　蒼刻が目をみはった。

「守しゆ翼よくどのだ」

　守翼どの？　と首をひねっているうちに、こちらからも近づいていったことで、相手の顔がはっきりと見えるようになった。

　無駄な装飾を削そぎ落とした実用一いつ辺ぺん倒とうの剣を思わせる青年武官だ。

　結ゆえないくらい短く切り下げた黒髪が、彫ほりの深い顔立ちにはよく似合う。

（あ──この方は）

　通った鼻筋をまっすぐに横切る刀傷を目まの当たりにして、朧月もようやく思い出した。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんの一人である、来煌言の副官だ。たしか、名は趙ちよう守翼。

　煌言は優すぐれた道士だが、白はく兵へい戦せんでは他の将しよう帥すいよりも劣おとるので、乳ち兄弟きようだいである守翼が補佐とともに護ご衛えいの任にもついているのだ。

　普段は影のように煌言と一緒なので、守翼一人だとだいぶ印象が違って見える。

　まっすぐな眉や鍛きたえられた厚みのある体たい軀くから受ける猛も者さらしい印象に反して、思いのほかやさしげな目元をしていた。

「ええと……その、お久しぶりです」

　鞍の上からでは格かつ好こうがつかないが、身軽に飛び降りるような芸当もできないので、朧月は代わりにできるだけ深くお辞じ儀ぎをする。

　守翼は意外そうに瞬まばたくと、それまで特に表情を浮かべていなかった顔をわずかに和なごませてくれた。

（初めて逢ったときの蒼刻さんよりは、愛想のよい方かも……？）

　頭の中でたいへん失礼な比較をしている朧月をよそに、蒼刻が守翼に質問した。

「守翼どの。来将軍はご一緒じゃないんですか？」

　守翼はかぶりを振り、口元を小さく動かす。だというのに返事も何も聞こえなかったせいで戸惑い、朧月が首をひねったときだ。

　手た綱づなを白虎に預けた蒼刻が、やたらと自然な動作で彼女を鞍から抱き上げた。

　そのまま当然のように、守翼の前まで連れていかれて面食らう。

（え？　……え？）

　万が一にもずり落ちないよう蒼刻の肩にしがみつきながら、朧月は目を泳がせた。

　珍獣持参で来た年下の武官に、守翼はなんとも言えない表情になった。そりゃそうだ。

「蒼刻」

　今度こそ守翼の声が聴こえる。歳としのわりに渋みや苦みが強い気もする、わずかにかすれた低い声だ。ただし声量がひどく小さく、ともすれば後方の市の喧けん噪そうでかき消されそうだ。

「うちの将軍ならともかく、俺にまで見せつける必要はなかろう」

「見せつける？　なんの話ですか」

「……なんの、と来たか。彼女を抱えてくる必要があるのかと不思議に思ったんだが」

「ああ、この珍獣は気にしないでください。俺のものだから常に持ち歩きたいだけです」

「!!」

　さらっと答える蒼刻に、朧月は頭の中で、何かが破裂する音を聞いた気がした。

　一瞬で血が熱湯に入れ替わったかのように、首から上が火ほ照てってたまらない。

（蒼刻さん、こ、こんなところでこんな方にいきなり何を……!?）

　寡か黙もくで任務に忠実な武人といった印象の相手だけに、余計にいたたまれなかった。

　直視する勇気もないが、守翼はきっと困惑しているはずだ。

「仲よしか」

　が。一瞬の沈黙を挟んだだけで、守翼はあっさりとうなずいた。

　いつも煌言のとめどないおしゃべりに、そうやってあいづちを打っているのだろうなと想像させる、簡潔だが冷たくはない言い方である。どうやら懐ふところの大きい方のようだ。

　守翼とあいさつや近況を手短に伝え合うと、蒼刻は星せい彩さいたちを振り返った。

「来将軍は、城壁のそばで休きゆう憩けいしてるそうだ。一応あいさつしていこう」

「はぁ～い。で、武官さん。あの守翼さんってお人は、声出すの苦手なんすか？」

　城壁へと先導してくれる守翼の背を見やりながら、星彩が質問する。

「大きな声を出すと顔の古傷が引きつるから、普段は声を抑えているだけだ。いざとなれば怒ど鳴なりも雄お叫たけびもする。もしかして、あんた好みの声だったのか？」

「まあ、張さんの前でなんてこと言うんすか武官さん！　あたしと張さんじゃなかったら軽く修しゆ羅ら場ばですよ？」

「修羅場に軽いも重いもあるのかよ──いてッ！」

　あきれ返ったように頰をふくらませ、星彩は容赦なく蒼刻の後頭部に鉄てつ拳けんを決めた。

　後で聞いたところによると、下へ手たな兵士に棍こんで殴なぐられるよりもずっと痛かったという。
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　名門劉りゆう家の御おん曹ぞう司しにして国軍の武官でもある蒼そう刻こくのおかげで、検問に時間を喰くわれることなく、兵士専用の小ぶりな通用門から皇都に入れた。

　昼でも洞どう窟くつのように暗い城壁の内側を進んでいくと、やがて大おお路じの雑ざつ踏とうが視界に飛びこんでくる。あいかわらずのにぎわいに、朧ろう月げつは目ま深ぶかにかぶった被ひ布ふの陰で額ひたいを押さえた。

「開放感も人ごみも苦手なので、心の休まる暇ひまがないですね……」

「耐たえろ」

　馬から下りたとたん、引きこもりがこぼした弱よわ音ねに、蒼刻はにべもない。彼は右手で馬の手綱、左手で朧月の手を当然のように握にぎって歩きだした。朧月のほうも気を抜かずに飼い主さまを追いかけたが、急に蒼刻が立ち止まったので、彼の背中にぶつかってしまった。

「どうなさいました？　蒼刻さん」

「いや……」

　時には年上にも容赦なくつっこみを入れるほど切れ味が鋭い蒼刻らしくない。

　彼の視線が一点から離れないようなので、朧月もそちらに顔を向けてみた。

（……男の人？）

　貴族か大商人じみた風ふう貌ぼうなのに、馬車や轎きようを使わず鹿か毛げの馬に騎き乗じようしている男だった。

「武官さんってば、男なんか見つめちゃって。浮気の心配がないとも言いますけど、あいかわらず色気がないっすねぇ」

　傍かたわらで星せい彩さいが肩をすくめる。年下の青年をからかう内容に反して、口く調ちようがあまり浮かれていないのは、蒼刻が信じられないという表情で凝ぎよう視しする男が、ちょっと油断のならない雰ふん囲い気きを持っているせいだろう。

　──武官のように背が高く、肩幅もある男だ。年の頃は守翼と大差ない、二は十た歳ちをいくつか越えた程度だろう。

　黒髪を組くみ紐ひもでゆるく束たばね、遠目にも仕立てのよさや素材の上等さがわかる旅装しよう束ぞくをまとっている。丁寧になめされた革の外がい套とうは、異国渡りの逸いつ品ぴんだと思われた。見慣れない意い匠しようのものをごく自然に着こなすあたり、洒落しやれ者ものなのかもしれない。

（西から絲し路ろを経へて黒こく烏う州に運ばれる品とは、毛色が違うなあ）

　男の背中が吞みこまれるようにして雑踏の中に消えると、朧月は蒼刻の上衣の袖そでをちょいちょいと引いてみた。

「蒼刻さんのお知り合いの方ですか？」

「一応な。あいつが皇都に来るとはめずらしい」

　だれですか？　とそのまま訊きき返せなかったのは、蒼刻の様子が、先ほど守翼に逢ったときとはまるで違ったせいだ。

（敵かたきを見るような、と言ったら言いすぎかもしれないけれど）

　きっと仲も相性もよくない相手なのだろうと、鈍にぶい朧月でも直感した。

　そこで、番兵に何か質問されていた守しゆ翼よくが戻ってきた。妙に硬い空気に首をひねる。

「何かあったのか？」

「いえ、特には」

　かぶりを振る蒼刻を見て、守翼は何か察したように目をすがめたが、それ以上踏ふみこんではこなかった。

　城壁は途方もなく分厚い。

　防衛のための強度を維い持じする目的以上に、門兵が寝泊まりや休憩をする建物や武器庫などが、城壁の間に挟むようにして作られているせいだ。皇都に限らず大きな城市では、見張りが巡じゆん回かいする城壁の上の通路でさえ、馬車が通れるほどの幅がある。

「あそこだ」

　と守翼が示したのは、門兵の休憩所と思われる場所だ。中の空気を入れ替えるためか、石壁に作りつけた頑がん丈じような扉は開け放たれている。その扉の近くに、まるで茶さ楼ろうのように卓子と椅い子すが用意されており、二人の人間が親しげに話をしていた。

「やっぱり変装ってお肌はだに負担かかっちゃうんだねー。走そう影えいくんは、普段はどんなお手入れをしてるの？」

「別にめずらしいものは使っていませんよ。香油でしっかりと丁寧に変装用の化け粧しようを落とした後は、糸瓜へちま水すいをたっぷり使ってあげて。どんなに多忙でも、肌の手入れは欠かさないですね。肌が荒れると変装用の白粉がうまく乗らなくて難なん儀ぎしますから」

　…………。

　……………………。

　予想外の組み合わせと話の内容だったので、朧月たちは思わず固まってしまう。

　煌こう言げんはともかく、差し向かいで茶を飲む相手は、太たい子しの側近である青年・走影だ。

「白粉は何を愛用してるのー？」

「ああ、それは基本的には私の一族秘伝の配合で作ったものですね。急ぎのときは玉ぎよく簪しん花か棒ぼうを買ってしまうこともありますが」

「ああ、玉簪花棒はいいよねー。薄塗りにも厚塗りにも向いてるし」

「雪ゆき茉まつ莉り花かの種を挽ひいたものですからね。よく伸びるし肌をしっとりさせる働きもある」

　糸目以外にこれといった特徴のない走影と、戦袍に自ら装飾品をつけたり頭の横に季節の花を飾ったりと妙に派は手でな煌言のとり合わせは、控えめに言っても珍妙だ。

「保湿は気になるよねー。僕も徹夜が続くと、温かく蒸らした布と『桃とう花か粧しよう』の薔ば薇ら水すいのお世話になりっぱなしだよ。走影くん、ほかに何かいいの知らない？」

「市販のものだと、目の下の隈くまを隠すには、最近『鏡きよう花か縁えん』から出た艶えん友ゆう清せい露ろと玉簪花棒の併へい用ようが効きくらしいですよ。私よりも妹が気を使ってあれこれ買ってきてくれるので、今度訊いておきましょうか」

「え！　走影くんって妹いたのー？　それは是ぜ非ひ逢ってみたいなあ」

「構いませんが、あれは軟なん派ぱな男を嫌きらうので、無言でひねり潰つぶされても知りませんよ」

「僕はそんなに軟派じゃないよー。昔から乙女おとめ心と乙女文化に興味があるだけだもん」

　──だれが軟派ではないって？

　その場にいた全員が同じことを思ったが、話が盛り上がりすぎていて口を挟みづらい。

　圧倒されて口をぽかんと開ける朧月の隣で、蒼刻が眉をしかめた。

「俺にはまるで理解できない単語が飛び交ってるんだが」

「すごいですよね……。お二人とも、最先端のお化粧品に詳しいご様子で」

「化粧品の話だったのかよ。玉なんとかというのが、そうなのか？」

「はい。たしか星彩によれば、玉簪花のつぼみに似せた棒状に練り固められた白粉です」

「桃とか鏡ってのもか」

「『桃花粧』と『鏡花縁』は、お店の名前っすね。化粧品商戦の二大巨頭ですよ～」

　朧月も星彩も当然のように即答するのに、蒼刻は「ついていけない」と言わんばかりの白けた顔をした。

「朧月も意外だが、なんで星彩まで詳しいんだよ。幽鬼には化粧も美容もいらないだろ」

「何を仰いますか！　女は死んでも、お化粧とお洒落は手放しちゃ駄だ目めなんすよ」

　恋人が豊かな胸をそらして主張するのに、張ちようさんが同意する。

「ま、蒼刻にはまだ早いかもしれんな。女人があれこれ着飾る過程を飽あかず眺める楽しみを知ってこそ、一人前の男じゃ」

「張さんそれ、一人前の助すけ平べえの間違いじゃねえのか」

「──君たちは、放置しておくと永遠に脱線しつづける生き物なのか？」

　それまで静観していた張ちよう角かくに、あきれを隠さない冷めた声こわ音ねでつっこまれて、四人とも一瞬動きを止める。

　それからはっとして、煌言の副官である守翼を同時に振り向いた。

「…………」

　いきなり視線を集めた守翼は、無言のまま首を横に振り、小さく肩をそびやかした。

　日頃は嫌な顔もせず煌言のおしゃべりに付き合い、そつなくあいづちを打つ彼でも、やはりあのノリにはついていけないらしい。妙に安心してしまう。

「煌言。蒼刻たちが来たぞ」

「──うん？　蒼刻くん？」

　あれほどにぎやかに話していても、副官が背後から近づいてごく小さい声で呼びかけたのを聞きとれるのが不思議だ。

　守翼に言われるまま、煌言はくるりと器用に椅子ごと振り返り──

「わぁい、僕の心のうるおい補給～！」

　蒼刻の陰に隠れるようにしていた朧月へと、まっすぐに突進してきた。

「ふぉう!?」

「久しぶりでそれかよ、あんたはもう！」

　こんなときだけ歴戦の武官でも即応できない俊しゆん敏びんさを発はつ揮きし、朧月に抱きつき頰ずりをしはじめた煌言を、蒼刻は容赦なく引きはがす。

　ぺいっと放り投げられた煌言は、彼の副官が慣れた手つきで受け止めた。日頃の守翼の面倒見のよさが想像できる。

　さっさと立ち直った煌言は、栗くり色いろの髪を飾る花の位置を直しながら、子供のように頰をふくらませた。
















「蒼刻くん痛いよー。これでも月げつ蝕しよく領りようではうるおい補給をしなかっただけ、僕としては空気読んでたのに」

「空気は常に読んでください人として。……月蝕領の一件については──」

　訊いてもいいものか迷った様子で、蒼刻が言葉を濁にごす。

　朧月はちらりと張角の様子をうかがったが、後方にいる彼は無表情で、動揺らしきものを見せていない。

　むしろ張さんのほうが、微妙な表情がわかりづらい白虎であるにもかかわらず、故郷である月蝕領の話題に複雑そうに視線を落としていて、星彩に気き遣づかいがちに撫なでられていた。

「──その話は、中でしようか？」

　さしもの煌言もこの話題には表情を改めた。一同を城壁の内側に招き入れると、目顔で副官に扉をきっちり閉めさせる。

　昼でも薄暗い城壁内部の小部屋で、煌言は明るい栗色の瞳に複雑な感情を宿し、別人のように落ち着いた口調で説明してくれた。

「黄こう巾きん賊ぞくの二人の処しよ遇ぐうについては、まだ沙さ汰たは下されてないよ。……というか黄こう魔まの存在が皇宮で保管される歴史書から抹まつ消しようされていたせいで、話がややこしくなっててねー。今日の御ご前ぜん会議でも相当揉もめたんだって」

「抹消？　……人の手でわざと消されていた、ということですか？」

　みだりに踏みこめない機密だということは、雰囲気でもわかる。

　だが、その黄巾賊の関係者を憑つかせている朧月としては、訊き返さずにはいられなかった。手違いで文書が紛ふん失しつしてしまった、という──もちろん許せる話ではないがめずらしくもない──事情なら「抹消」とは言わないはずだ。

　煌言は「朧月ちゃんは聡さといね」と褒ほめるように言うと、つかのま、やさしげな微笑みを浮かべてみせた。

　だがそれはすぐに、明めい朗ろう闊かつ達たつな彼には似合わない渋い表情に上うわ書がきされてしまう。

「僕や部下も調査を手伝ってるけど、どうも消され方が不自然な気がしてねー。杞き憂ゆうならいいんだけど、なんだか隠された事情がありそうな予感がして仕方ないよ。といっても、三国時代かその後くらいの時代の書類管理なんて杜ず撰さんなものだから、ただ紛失しただけという可能性も高いんだけど」

「…………」

「我われらが双そう璧へきと護花七将軍筆頭の東とう方ほう将軍は、連日連夜、御前会議で丞じよう相しようとかとやり合ってるから、早いとここちらに有利な材料をそろえたいんだけどねー。そうそう、だから最近の国軍では、孫そん将軍が元げん帥すい代行みたいになってるよー。蒼刻くん気をつけてね」

「孫将軍……。わかりました、気をつけます」

（孫将軍？　──気をつけて？）

　渋い表情になった蒼刻の横で、朧月は瞬まばたく。

　先日は蒼刻の実家で、孫家の強烈な末姫・綺き羅ら姫ひめとお近づきになる機会があった。

　護花七将軍は今のところ名門出の武人ばかりで固められているので、孫将軍もおそらく綺羅姫の親しん戚せきだろう。

（あの綺羅姫さまのご親戚……って想像すると……うーん）

　どうにも奇き天て烈れつで独特な人物像しか浮かばず、星彩と顔を見合わせてしまう。

　気がかりな張角がいっこうに反応を見せないので、朧月はひとまず彼の件は置いておくことにした。

「天てん狼ろうさまと天てん祥しようさま──第一皇おう子じ殿でん下かと太子殿下は、お元気ですか？」

「お元気ですよ。状況はいろいろと厄介ですがね」

　そこで初めて、走影が愚痴の延長みたいな言い方で答えてくれた。大おお仰ぎようにため息をつきながら言う。

「状況……とは？」

「皇位継承権のある人間が複数いるだけで起こるあれこれですよ。おかげで私も面倒くさい雑用が増えて、やれやれです」

「あんた、そんなノリでよくクビにならないな……」

　たしかに太子殿下の影かげ武む者しやとも思えない、他ひ人と事ごとのような態度だ。

　蒼刻に半眼で見られても、走影は平然として肩をそびやかす。

「天祥さまたちの詳しい事情は、どうか皇宮で聞いてください。こんな場所では少々どころでなく、はばかりがありますから」
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　走そう影えいに案内されたのは、黄こう華か宮きゆうという、天てん香こう宮きゆうから西に歩いて半刻もかからない場所にある離宮だった。

　正門付きの老武官にとり次ぎを頼み、しばし門前で待つ。

「第一皇子殿下は、なにゆえにこちらに……？」

「あの御方は昔から、太子宮である綺き霞か宮きゆうではなく黄華宮を愛用していたんだ。こちらのほうが落ち着くし、警護の人員も少なくて済むからいいそうだ」

「天てん狼ろうさまにとっては、なつかしくて落ち着く場所なのですね」

　蒼そう刻こくの答えに、朧ろう月げつは少しだけ安心した。

　六年前は太子の座には華か天狼が立っていたが、彼が行方ゆくえ不明になった後は、その肩書は同どう母ぼ弟ていの天てん祥しようへと譲ゆずられている。

　月げつ蝕しよく領りようでの騒動後に別れる際には、天狼は弟が太子位についたこと自体には別になんの憂うれいもない様子だったが、そのために自身が皇都に帰還して、無用の波風を立ててしまうことは案じていた。

「おまえを黒こく烏う州に送り届けた後、天狼さまが『やはり私は死んだことにして、どこぞに隠いん棲せいしたほうがいいのだろうか』と言いだしたのを、俺や張ちようさんや来らい将軍たちで思いとどまらせたりもしたな」

「えッ。そんな大変なことがあったのですか？」

「あの方はきまじめだからな。昔のままの性格で、ある意味安心もしたが」

（似たような……いや、もっと突き抜けた人が、最近わたしの身近にもいるような）

　解放されれば間違いなく神しん華か国に波乱をもたらす黄魔を封じるために、自分の命さえあっさり擲なげうった張ちよう角かくのことである。

　朧月はなにげなく後方を振り返り──

　いつもの位置に、白衣裳の青年が浮かんでいないことに、初めて気がついた。

（？　……どこに？）

　白しろ漆しつ喰くいの壁にもたれていた走影に、蒼刻が声をかける。

「ところで、なんであんたが俺たちを案内してくれたんだ？」

「物のついでってやつですよ。うちの殿下に、来将軍へのお使いと、第一皇子殿下の様子を見てくるよう頼まれてしまいましてね」

　やれやれと、走影はやけに大きく肩を上下させて、ため息をついてみせる。

「私たち皇統守護の一族は、基本的に朝昼晩年中無休なんで。たまにはお守りから解放されたいときもあるんですよ」

「つまり俺たちは、あんたが堂々と仕事をサボる名目にされたわけか」

　もはや蒼刻は非難するでもなく、一周回って逆に感心してしまったような口調だ。

「ま、天祥さまなら笑って受け流すじゃろう」

「ですね」

　張さんの言葉に朧月は星せい彩さいと顔を並べてうなずいた。

　破われ鍋なべに綴とじ蓋ぶたというと失敬だが、いちいち嚙み合わないように見えて実はそうでもないのが、この変姿術の達人と太子殿下との主従関係なのだ。

「走影さん。……その様子ですと、二人の皇子殿下の関係は悪くはないのですね？」

「あのお二人が喧けん嘩かするよりは、地面から雨が降る確率のほうがまだしも高いですよ」

「天祥さまのお話から察するに、仲がよろしい御兄弟だったとか」

「ええ。天狼さまは昔から風か邪ぜひとつ引かない壮そう健けんで文武両道の皇子殿下で、天祥さまはご自分とは対照的な性格の兄君に敬意を持っていました。どちらを太子にするかで揉めてるのは、今も昔も周囲だけです」

「うらやましい兄弟関係だよな」

　実の兄を「一度ぶん殴って蹴けり飛ばして埋めたい」と語ったことのある蒼刻が口にすると、なかなか重い科白である。

　先ほどとり次ぎを頼んだ老武官が戻ってきた。

「一の皇子殿下は、秋しゆう灯とう榭しやにて姫君と御曹司どのをお待ちでございます」

　眼光の鋭い武官に頭から被布をかぶった娘に神獣という、さっぱり統一感のないとり合わせにも動じず、老武官は正門を開けた。

　上のほうは念入りにみがきこんだ筒つつ型がたの瓦かわらでまるく葺ふかれ、欄らん干かんには凝こった彫りものがなされた門を抜けると、すぐに視界が影壁にさえぎられる。回り道をさせて庭園をじっくり鑑賞させる目的と、魔除けの意味を兼ね備えたものだ。

　左手に折れて中庭に入ると、瑞みず々みずしい木々の緑と、猛獣を思わせる白い石を主役にした景色けしきが広がる。さらに二の門をくぐると、離宮の中心である広大な庭園が見えた。

　黄華とは菊の別名。

　初夏の今でも涼やかさで目を惹く花と緑にあふれ、白い石で造られた欄干や石橋によってめぐらされた池や小川が見事だが──

「晩ばん秋しゆうに菊が盛りを迎える頃が、もっともこの離宮ならではの魅力を満まん喫きつできる設計になっておるそうじゃ」

「菊ですか……。第一皇子殿下にはお似合いという気がします」

　風流を解する白虎の説明に、なるほどと朧月はうなずく。

　霜しもの降りる季節にあっても、凜り々りしく咲き誇ほこる清雅な菊の花──

「……あ。秋に来たら、菊をふんだんに使った花料理をいただけたのかも？」

「ときめくな」

　皇都の菊きつ花か餅もちはおいしいらしいので思わずそわそわしたら、蒼刻にこづかれた。

　あたりを見渡していた走影が、何かに納なつ得とくしたようにうなずき、こちらを振り返る。

「では、私はここで失礼しますよ」

「は？　あんた、天祥さまのために第一皇子殿下の様子を見るはずだろ」

「だって実際にお逢いしようとすると、あいさつとか超級面倒くさいじゃないですか」

「…………」

「ここまで来れば、気脈の流れでだいたいの察しはつきますよ。──ああそうだ、御曹司さまに朧月さま。近いうちに、天祥さまの住まわれる綺霞宮にも顔を出していただけませんかね？　うちの殿下ときたらあなた方に逢いたくてたまらないようで、最近お相手をするのが輪をかけて面倒くさいんです」

「はあ。ごあいさつは、わたしも是非したいと思っておりますが……」

　朧月はちらりと蒼刻を見やる。

　同い年の太子殿下を嫌っているわけではないが、逢えば必ず疲れ果てるほど構い倒されるせいか、蒼刻が返答するまでにはしばしの間があった。

「わかった。いつ頃なら太子殿下の都合がいい？」

「何事もなければ、明日の午ご后ごから日没前まではお暇ひまな予定です。あの方は悪趣味だから暇だとろくなことしないんで助けてください」

「……おう」

　最後までこの国の未来の皇帝陛下に向けているとは思えない雑ぞう言ごんばかり言い放ち、走影はさっさと黄華宮を去る。

　風変わりな影武者を見送って、張さんがやけにしみじみと言った。

「儂は男の愚痴はどうも好きになれんのだが、あそこまで堂々と公言されると、一周回って逆に清すが々すがしささえ感じるのう」

「あの人、ある意味では得な性格をしてらっしゃいますよね～」

　うらやましがる星彩に、蒼刻が「あんたも似たようなもんだぞ」と言ったせいで、若じやつ干かん揉めそうになったときだ。

　鳶とび茶ちや色いろのお仕着せをまとった老武官が、気遣わしげな顔をして戻ってきた。

「秋灯榭はこちらなのですが──何か問題でもございましたか？」

「たいへん失礼しました」

　四人分の声が重なった。完全に足が止まっていたのである。

　敷き詰められた小石が作る道を進み、正せい殿でんからはやや離れた場所にある池へ。

　水面に、渡り廊で岸と結びつけられた屋おく舎しや──秋灯榭が浮かべられている。

　岸で待つと言う老武官とは別れて、金茶色の欄干に菊の葉の模様が刻まれた水上の渡り廊を行く。象ぞう牙げ色いろの壁の四面は大きな格こう子し窓まど、残る一面には簡素な扉を作りつけた五角形の屋舎は、こぢんまりとした飾り箱のようで雰囲気がよい。

「水の上で涼しい風をとり入れながら引きこもれる、優れものですね……」

「たぶんそういう目的では作られてねぇからな？」

　感心する朧月につっこみを入れ、蒼刻が「皇子殿下。お呼びに従い、馳はせ参じました」と声をかけてから扉に手を置いた。

　すぐに天狼の声で「入ってくれ」と聞こえたので、扉を開けると──

「よく来てくれたな。朧月、蒼刻、そして神獣どの」　

「天狼。そんな硬い顔で出迎えては台無しだろう」

「残念ながらこれは私の地顔です、父上」

「!?」

　建物内にあまりにも予想外の人物を見つけてしまい、朧月たちは棒立ちになった。

　天狼はいい。彼は平服と思われる彩度は低いが仕立てのよい衣裳を、物差しで整えたかのようにきっちり着こみ、屋舎の中央にある円卓で茶を喫きつしている。

（……ご病気ではないみたい？）

　月蝕領ではぱさついて見えた濃い色合いの金きん髪ぱつは艶つやを取り戻し、きちんと櫛も通されている。彫りの深い目鼻立ちを強調していた目の下の隈も、以前よりも薄くはなっているようだ。きまじめそうな話し方や落ち着いた表情は変わっていない。

　ひとまず安心したが──問題は、天狼と向かい合って座っている人物だ。

　神華国は一の皇子、華天狼を気安く呼び捨てにできる、世にも稀な存在。

　硬直していた蒼刻が、ようやく声を絞り出した。

「皇帝陛下──！」

「ああ、跪き礼れいはやめてもらえるかな。それをされると仕事を思い出して気が滅め入いる。今の私は休憩中だからね」

「ッ……」

　礼をとるのを禁じられたら、どうやってこの御方に向き合えばいいのかわからない。

　すでに素早く跪礼の姿勢をとった蒼刻はよかったが、朧月は中途半端な姿勢で固まってしまう。冷や汗がこめかみに浮かんだ。

「また急に呼んでしまって、すまなかったね」

「は、はい」

　返事をするだけなのに、もつれる舌を嚙みそうになった。

（皇帝陛下がどうしてこちらに……？　しかもこの御方は──）

　星彩が朧月の隣で「あらまあ、あのときの美び丈じよう夫ふさん」と口を開けている。

　以前に天祥からの依頼で、寵ちよう姫きのふりなんぞをして太子殿下の後宮である桃とう花か宮きゆうに滞たい在ざいしていたときだ。この、星彩曰く「美丈夫さん」がふっと現れ、名乗ることなく、籠かごに山盛りの新鮮な生野菜をくださったのは。

　現在の皇帝陛下・華陽よう炯けいはそのときと同じように、黒髪を気楽そうにまとめ、商人の平服じみた飾りのない衣裳をまとっている。

「……蒼刻さん。こういうときは、何をどうしたらよいのでしょう」

「俺だってこんな状況は初めてだよ」

　半歩前で立ち尽くす蒼刻の袖を引っぱり、朧月が震ふるえる声で問うと、彼は頭痛をこらえるような表情で嘆たん息そくした。まあ、普通は皇帝陛下の謁えつ見けんを頂ちよう戴だいするには手間がかかる。
















　それでも、脆ぜい弱じやくな引きこもりが混乱したあげく気絶するのを防ぐには、自分が動かなくてはいけないと腹をくくったらしい。

　覚かく悟ごを決めた蒼刻が、一歩前に出て──

「これは皇帝陛下、お久しゅう。午ご后ごのお散歩ですかな？」

「……張さん!?」

　何か言う前に、張さんがやたらと気さくに皇帝陛下に接近していってしまった。

　思わず、朧月と蒼刻で呼ぶ声が重なった。──皇宮では神獣扱いだからといって、なんて大胆なんだ！

　固まった朧月たちを後しり目めに、白虎は陽炯の前に行ぎよう儀ぎよく座りこんだ。

「お散歩というよりは、お見舞いかな。張さんはあいかわらず男前だね。撫でても？」

「如い何か様ようにでも。陛下におかれましては、ご機き嫌げんうるわしゅう」

「君も男前が上がった気がするな。天狼のことも、この見事な縞しま模も様ようでよろしく頼むよ」

「儂の縞模様でできることなら、なんなりと。もふもふ」

　──片や渋い重低音の美声、片や上品でどこか甘い美声。

　いい声での対決は耳には蜜みつだが、会話が微妙に謎なぞな上に、妙にはらはらさせられる。

　蒼刻のこわばった顔には、頭がおかしくなりそうだぜと書いてある気がした。非常に共感する。

　白虎をもふもふと撫でながら、陽炯がこちらに顔を向けた。

　彼はおっとり微笑むと、螺ら鈿でんの細さい工くがほどこされた円卓にはやや不似合いである、素そ朴ぼくなこしらえの蒸むし籠かごを手で示した。

「君たち、昼ごはんはまだなのかな？　私は野菜あんしか作れないのだけれど、よければ温かいうちにどうぞ」

「ありがたき幸せ。──……ですが陛下、問題はそこではなく」

　手料理まで勧すすめられてしまい、蒼刻が額を押さえる。

　陽炯は、今度は緊張のせいで膠にかわで固められたかのように動けずにいる朧月を見た。

　目が合ってしまった朧月は、身を投げ出す勢いで頭を下げた。

「いつぞやは、たいへんなご無礼を……！」

「そうかな？　君は一生懸命で礼節のあるお嬢じようさんだったと私は記憶しているよ」

「……こ、光栄です」

「あのときの野菜はお口に合っただろうか」

「はい──瑞々しくて、とても美び味みでした。ありがとうございました」

　今度はよどみなく答えられたのは、朧月の手柄ではない。すぐそばで星彩が耳打ちしてくれた内容を、たしかにおいしかったなと思い出しながら繰り返しただけだ。

　陽炯は朧月たちを座らせると、天狼に頼んで、野菜あんのまんじゅうを一つずつ、二人の皿に載せさせた。異様に贅ぜい沢たくな状況だが、楽しいかというと何かが違う。

「何もしないから、くつろいでくれ。そう、私のことも『陛下』というあだ名のおじさんとでも思ってもらえれば」

「陛下。空前絶後の無茶ぶりです」

　たまりかねたように蒼刻がうめいても、今上帝はどこ吹く風だ。

「私が個人的に所有する牧草地には、『老ろう王おう』という名の羊もいるのだが」

「羊と皇帝陛下を同じように扱える者は、神華国中を探してもいないかと思われます」

「では君が最初の一人になればいい。簡単な話だ」

「…………」

　無茶ぶりの連発に、そろそろ胃を痛めそうな渋じゆう面めんになっている蒼刻の傍らで、

（この御方……たしかに、天祥さまのお父上かも）

　朧月は妙に納得してしまった。対して一見、天狼のほうとは容姿も性格も印象が異なるが、天狼の泰たい然ぜんとしていて気どりがないところは父親に似たのではと思う。

「陛下──もとい、父上。茶話のために彼らを呼んだわけではありませんし、どうかほどほどに。それにそろそろお時間では？」

　どうにもこうにもならない窮きゆう地ちを救ってくれたのは、天狼だった。

「外がい朝ちように戻る頃合いか……。天狼、例の件は君が自分で説明するかい？」

「そうさせていただけますか。皇帝陛下に貴重なお時間を割さいていただくほどのことではありません」

「私にとっては大事なのだが、君がそこまで言うのならまかせよう。──では天狼、また様子見に来るから、ゆっくり養生していなさい」

　朧月たちがいなければ頭でも撫でていたかもしれないと思わせるような、穏やかな声音だった。そんな父に慣れているのか、お待ちしていますと、天狼は慇いん懃ぎんに拱きよう手しゆする。

「君たちも休暇の最中に呼びつけてすまないが、よろしく頼む」

「全ぜん霊れいを尽くします」

　蒼刻と並んで、朧月も拱手する。叩こう頭とうまではしなかったのは、休憩中だと繰り返す陽炯の気持ちを慮おもんぱかってのことだ。

　そして──

「ああ。陛下、お戻りで？」

　池の上にある建物だというのに、いつのまにそこに来ていたのか。

　陽炯が開けた扉のすぐ先にいて、朧月たちを驚かせたのは、若くはないが年齢不詳の男だ。毛先の跳はねた黒髪に、無ぶ精しよう髭ひげ。身動きしやすそうな衣裳はほぼ黒一色で、武官とはまた違った戦い方に長たけていそうな印象を受ける。

　──左手に、かじりかけの胡瓜きゆうりを握っていなければ。

（あれはもしかしなくても、皇帝陛下が育てた胡瓜……）

　星彩がぷっと噴き出したのにつられそうになり、朧月は息を止めて耐えた。幽鬼はこういうときに自由でうらやましい。

　ばりばりと残りの胡瓜を嚙み砕きながら、男は今上帝に従って去っていった。

　張さんが縞模様のしっぽを、ぱたりと振る。

「あの男、走影と同じ皇統守護の一族の者じゃな」

「え。……ということは、走影さんの御親戚ですか？」

　皇統の方々に対しても妙に自由なところは、あの糸目の青年によく似ている。

「兄弟や親子のように近い関係ではないはずじゃ。特殊な一族だからのう。湘しよう雲うんさまにもあの一族が護衛についておるぞ」

　言われてふと、朧月は美しく聡そう明めいな公主さまに想いを馳せた。

　血のつながらない兄皇子が四年ぶりに帰還して、彼女はどうしているのだろうかと。
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　女官に冷めた茶や空になったまんじゅうの取り皿などを片づけてもらった後で、天てん狼ろうは改めて朧ろう月げつたちに向き直った。

「驚かせてしまったようだな。すまない」

「……たいへん予想外ではありました」

　朧月はあいまいな表情で答えた。

　今こうして円卓を囲んで向き合ったこの方も、神しん華か国の第一皇子という雲の上の御方であり、普段の朧月なら目が合っただけで眩暈がしてもおかしくない存在なのだが。先ほどの皇帝陛下の衝しよう撃げきのせいで、一周回って奇妙に冷静になってしまっている

「まさか同じ時間に鉢はち合あわせするとは私も予想外だった。……まあ二人とも、元気そうで何より──」

　決まり悪げに髪をかき乱していた天狼が、ふと言葉を途切れさせる。

「否いな、あまり顔色がよくないな。先ほどのまんじゅうに当たったか」

「まんじゅうをくださった御方に当てられた気はします」

「陛下か」

　うめくような蒼そう刻こくの返答に、天狼は困り果てたふうに眉尻を下げた。

　今は「父上」と呼ばないのは、天狼なりのけじめなのだろうか。まじめで冗談も言わなさそうな雰囲気が、そんな想像をさせる。

「私の記憶では、陛下も六年前はもっと冷厳というか、張り詰めた空気の持ち主だったのだが……息子むすこに先立たれたと思ったせいで、何か悟さとってしまわれたのかもしれないな。昔から帰農の心というか、土いじりは好んでおられたが……うん」

　皇帝陛下の威厳を損なわない言葉を選ぶのが苦しくなってきたのか、天狼はややぎこちなく話題を変えた。

「そう、月げつ蝕しよく領りようでは世話になったな。改めて礼を言わせてくれ」

「ありがとうございます。殿下も──」

「ここは私的な場だ。天狼で構わない」

　それならと言い直そうとしたとき、朧月は呼ばれた気がした。

　何が？　だれが？　と戸惑うより先に、反射的に振り向いたのは、それが朧月にとってめずらしいことではなかったからだ。

　こういう感覚を覚えたときは、たいてい幽鬼が近くにいる。

（……子供？）

　案あんの定じよう、十歳ばかりの子供の幽鬼が、窓辺に置かれた書机の陰からこちらを見ていた。

　大粒の瞳にたたえた深い青の色とは対照的に、肩に届かぬ長さで切りそろえた髪は灰かい白はく色しよく。氷の柱を刻んで作られた人形のように、寒気がするほど美しい少年で、陽ひの当たる場所に連れ出したらたちまち溶け消えてしまいそうな儚はかなさがある。

　着ているのが青い繻しゆ子すで作られた広袖の上衣、つまり明らかな男服でなかったら、内気な姫君だと勘違いしていたかもしれない。

「あら、はじめまして。あなた、お名前はなんですか？」

　星せい彩さいが声をかけた瞬間、りん──という鈴すずの音が響いた。

　子供の幽鬼はびくっと肩を跳ねさせると、壁をすり抜けてどこかに行ってしまった。

　星彩や張ちよう角かくとは違い、存在感が靄もやのように希薄な幽鬼なので、気配が追えなくなるのは早かった。だが魂魄が消滅したり冥府に降りてしまったわけではないと判断し、朧月は天狼へと視線を戻した。

　彼女の傍はた目めには不ふ審しんな挙動から、幽鬼を発見したのだと察したらしい。天狼もまたこちらを見ていた。

「今、子供の幽鬼がいましたが……天狼さまもご存知なのですか？」

「私が彼を見つけたのは、ここで再び寝起きをするようになって、すぐのことだ」

「憑かれておいでなのでしょうか」

「私には幽鬼に憑かれている状態がどういうものかがわからないので、是ぜとも非ひとも答えづらいな。だが、あの幽鬼がしばしば私の前に現れるのは事実だ」

　月蝕領で幽閉状態にあったときは、幽鬼はいるわ瘴しよう気きも感じるわという場所に留とどまることを余よ儀ぎなくされていたせいなのか。子供の幽鬼を恐おそれる様子もなく、天狼は答える。

　そうして、先ほどまで子供の幽鬼がいた位置からはずいぶん外れたところを見つめながら、言葉を継ついだ。

「会話も何度かしているが、彼は己の名を覚えていないそうだ。私は便べん宜ぎ上じよう、瞳の色から連想して瑠る璃りと呼んでいる」

「畏おそれながら、天狼さま……。彼は、もうどこかに行ってしまったのですが」

「そうなのか」

「ふむ。──存在は感知できるものの、姿は見えない、といった状態なのですかな？」

　睡すい蓮れん模様の敷物に腹ばいになっていた張ちようさんが、淡い青の瞳で、気遣わしげに第一皇子を見上げる。

「おおむね神獣どのの言うとおりだ。ただ、瑠璃と初めて逢ったときだけは姿もはっきりと見えた。草木も眠る時刻に、ふと目を覚ました私の枕まくら元もとに立っていたのだが、そのときは心配そうな顔をしてくれていた。なんとなくだが悪い存在ではない気がしている」

「……たしかに瑠璃からは、生者に危害を加えてしまうようになった幽鬼の大半が持つ、強い未練や怨うらみ辛つらみといったものは感じられませんでした」

　生きている子供について語るように天狼が説明してくれるのに、朧月も瑠璃の様子を思い出しつつ言う。

「なので別に瑠璃がここにいること自体は構わないのだが、基本的には声しか聞こえないのが難だ。実際にこの目で瑠璃を見るまでは、幻げん聴ちようでも始まったかと思い、医い生せいに相談してしまったことがある。結果的には来らい将軍まで巻きこんで、あのときは迷惑をかけた」

「来将軍……ですか？」

「彼や彼の部下は、皇都にいる者ではもっとも多くの分野の道術の知識に通じているからな。私の様子がどうも通常の病やまいとは違うようだから、呪じゆ詛そでも受けたものかと医生が心配して来将軍を呼び寄せたわけだ。──まあそのおかげで、私はときどき幽界や冥界に属するものに反応してしまう体質になったのだと判明したが」

「！」

　朧月は思わず動きを止めた。敷物の上で話を聞いていた張さんと星彩も、息を詰める。

　そして、三人ともが蒼刻を見た。天狼と似た経験を持つ、銀髪の青年武官を。

「その際に来将軍から聞いた。蒼刻──君も黄魔の呪詛の後こう遺い症しようで、幽鬼の声が聞けるようになってしまったのだとか」

　目上の相手にだけ見せる、普段の気の強さを抑よく制せいした表情で蒼刻がうなずく。

「当時来将軍から、通常の道術の呪詛では、俺のような後遺症は残らないと説明されました。天狼さまも俺も、黄魔か月蝕領の影響を受けてそうなったのかもしれませんね」

「なるほど。──では仕方ないか。私も君のように慣れるよう、努めることにする」

「え」

　じわじわと頭上から氷の塊かたまりを押しつけられるように重たくなりつつあった空気が、天狼の異常なほどあっさりした声で霧む散さんする。かくんと首をこけさせた星彩が「仕方ない、だけでいいんすか……？」とぼやくが、朧月もまったく同じ感想だ。

　つかのま話が途と絶だえたのを察したかのように、白しら髪がまじりの女官が現れ、新しい茶と茶ちや菓が子しを用意してくれた。何か複雑そうにこちらを気にしていたのは、皇子殿下の客人にしては珍妙な顔ぶれだと思われたのかもしれない。

　女官が去ってもまだ拍ひよう子し抜ぬけしている一同を後目に、天狼が悠ゆう然ぜんと茶ちや杯はいに口をつける。

　どう話を続けるか迷った朧月も茶杯を手にとり、思いがけない茶の種類に気づいた。

（めずらしい。……八はつ宝ぽう茶ちやだわ）

　紅茶のように発はつ酵こうさせた茶葉に、乾燥させた菊花や銀ぎん耳じといった健康によい素材を七種類混ぜ、独特な薬味を氷砂糖のさらりとした甘みで和らげている。配合が難しいため、安物だと砂糖の味ばかり悪目立ちしてしまいやすい。

（さすがに内府御ご用よう達たしのお品。甘みと薬味が程よく溶け合っている……）

　皇都の人間の多さには毎度げっそりしつつも、おいしいものが口にできるのは皇宮のよいところだと朧月は認めているが。

「……もしや天狼さまは、体調が思わしくないのでしょうか？」

　八宝茶は養生茶。

　主おもに体調が思わしくないときや、老人が日々の健康を維持するために吞むものだ。

　朧月も昔、風邪の引きはじめや貧血ぎみのときに飲まされことが数回ある。

　走そう影えいの言葉を思い出す。

　──『天狼さまは小さい頃から風邪ひとつ引かない壮健で文武両道の皇子殿下で』

　隈の残る目元に、やつれてこそいないが精力的とは言いがたい翳かげりをただよわせ、天狼は肯こう定ていした。

「夜にうまく眠れないことが多い。加えて、気力喪そう失しつのような状態でもある」

「気力喪失？」

「この黄こう華か宮きゆうから出る気が起きない」

「それは──」

　反射的に「引きこもりですか」とつっこみかけたに違いない。蒼刻がはっとしたように己の口元を手で押さえた。

　一方、星彩が「あら朧月ちゃんとおそろいっすね」と言うのを聞いてしまった朧月は、噴き出すのを我慢するのに苦労した。どうして人間は、笑ってはいけないときほど簡単に決壊しそうになるのだろう。

「そう、言うなれば引きこもりだ」

「……天狼さま。御自分であっさり言ってしまわないでください」

　せっかく皆で明言を避けたのにと、蒼刻がこめかみを押さえる。

　が、天狼はさして彼らの反応を気にすることなく、さらりとした口調で続けた。

「というのは冗談だが」

　冗談だったのか、わかりにくい……。と、その場にいる天狼以外の全員が思った。

「皇宮では今、六年ぶりに帰還した私についての噂や憶おく測そくで持ち切りだ。それ自体は想定していたし仕方のない反応だと理解しているが、瑠璃とのことであらぬ誤解を受けてしまっているのが、少々悩みだ」

「──幽鬼の声に答えているところでも、見られてしまいましたか？」

　己のかつての苦い体験を思い返してしまったのか、蒼刻の表情は渋く、しかし声はいたわりに満ちている。

　天狼は先ほど子供の幽鬼がいたあたりに、視線を投げかけた。

「そのとおりだ。私は瑠璃に気づいて返事をしただけなのだが、傍はたから見れば、何もない空間と会話をする異常な状態だったというわけだ。──おかげで、黄こう巾きん賊ぞくに長く囚とらわれていたせいで精神に少々異常をきたしたのではないかと思う者が少なくない。ある意味利用できないこともない誤解だが、そのせいで陛下や天てん祥しように迷惑をかけては元も子もない」

　自分のことはどこまでも淡々と語っていた天狼が、そこで初めて不満らしきものを声ににじませる。

　その程度で崩ほう壊かいするほど惰だ弱じやくではない。弱いと思われるのは皇統を侮あなどられるようで不ふ愉ゆ快かいだと──秘めたる矜きよう持じが、嵐の夜を思わせる暗い青色の瞳につかのま火を灯ともした。

　そうでありながら、天狼はまじめさが災わざわいしてか、溜めた憤ふん懣まんをだれかにぶつけたことはないようだった。

　疲れが表情の端々からうかがえるのは、そのせいかと、朧月は沈痛な気持ちになる。

（……張角は、どこに行ってしまったのかしら）

　反応が気になって見回しても、申し訳なさそうにうつむく張さんとその肩を撫ぜる星彩しか見当たらない。朧月は今さらながら、落ち着かない心地になる。

　たしかに天狼とは顔を合わせづらいかもしれないが、骨のある人柄なので、そのうち合流するだろうと高をくくっていたのに。

　途方に暮れる朧月をよそに、蒼刻が天狼と話を続ける。

「殿下ほど深刻ではないのですが……俺も朧月と逢う以前に、国軍で同じような経験をしたことがあります。幽鬼の声に気づくようになってしまったせいで、不気味がられたり妙に誤解されたりして、気づけば張さん以外に人が寄りつかなくなっていました」

「誤解を解ときたくても、大半の人間には幽鬼が見えないから、ままならないものだな」

「仰るとおりです」

　同じ境遇の者と話せただけでも多少ほっとしたらしく、天狼がわずかに表情をゆるめたように見える。

　気の毒どくな二人の話を聞きながら、朧月は与えられた情報を頭の中で整理した。

「では、そのあらぬ誤解を解くために、わたしをお求めになられたのですか？」

「陛下はそのおつもりだ」

　茶杯を卓子に置くと、天狼は少女の翡翠の瞳を見つめた。

「紅こう梅ばい宮きゆうで幽鬼がらみの事件が起きた際に、君が──湘しよう雲うんを救ってくれたそうだな。そのときのように、幽鬼とふれ合える力と経験で、私が月蝕領で受けた苦悩を癒いやした、ということにしてほしい」

　──義妹いもうとである公主の名を口にする直前、天狼がぎこちない間を置いたのに、このとき朧月は気づかなかった。

「ということにしてほしい、と仰いますと……根こん治じする必要はないのですか？」

「ああ。私が幽鬼の声を認識してしまうのは、無理に治さずともよい。不眠その他の体調不良も、侍じ医いがいるし私も原因はわかっている。あの砂漠の果てのような異世界から六年ぶりに皇都に戻れば、環境の激変に身体がなじまないこともあるだろう。その程度の問題だから、あまり大げさにしたくない」

　それに──と天狼は、あくまでも冷静に続けた。

「蒼刻の例を見るに、たとえ君でも根治させられるわけではないのだろう？」

「……はい。むしろ、わたしをおそばに置かれると、却かえって幽鬼を感じとる力が高まってしまうでしょう」

　ずばり逆効果だとうつむく朧月に、天狼がやや焦りぎみに「別に君を責めているわけではないから落ちこまないでくれ」と言葉を足すと。

「天狼さま。こいつは何もなくても一年中稲いな穂ほのようにうつむき加減なので、あまり気にしないでください」

「蒼刻さん……実にそのとおりですが、身も蓋ふたもなさすぎです」

　珍獣の扱いに慣れた飼い主がすかさずとりなしてくれたので、気まずい空気にはなかった。

　天狼は腕組みをした。

「私としては、中途半端に声だけ聴けてしまうよりも、いっそ明めい瞭りように瑠璃のような幽鬼を認識できたほうが対応しやすい気がするのだが。蒼刻、君は経験者としてどう思う？」

「そう──ですね」

　先ほどから礼を失さない程度に簡潔に答えていた蒼刻が、そこで初めて、言葉に迷うそぶりを見せた。

　なぜか一瞬だけ朧月を気にしてから、天狼の視線に答える。

「殿下の仰るとおりです。俺は朧月といた影響で、幽鬼の姿までだんだん認識できるようになってからは、以前のように傍目にはおかしな行動をとらずに、見えてしまったモノをあしらえるようにはなりました」

　そうかとうなずき、天狼は興味深そうに蒼刻を眺める。

「では蒼刻。朧月だけではなく、君にも助言などを求めてもいいだろうか」

「俺の経験でよろしければ、いくらでもお話しさせていただきます」

「君を借り受けるには、国軍の『双璧』に話を通せばいいのか？」

「そうしていただけると、後で面倒が少なくなるはずです。俺の直接の上官は、袁えん元帥のほうですが」

　双璧というのは、国軍を率いる元帥とその軍師のことを呼びならわす名だ。蒼刻の役儀の話に何度も出てきたことがある。

　天狼が再びこちらに視線を向けたので、朧月ははっきりとうなずいてみせた。

「紅梅宮の件はわたし一人の手柄ではなく、蒼刻さんや星彩、張さん、そして太子殿下に助けていただいた結果ですが……精せい一いつ杯ぱい、努めさせていただきます」

　頼りにはならないかもしれませんが、と頭こうべを垂たれると、天狼はかすかに苦笑いした。

「月蝕領の一件が落着して間もないのに、このような私事に巻きこんですまないな」

「天狼さまお一人の問題ではありませんので」

　加えて、朧月も善意だけで来たわけではない。

　腹に一いち物もつくらいはある。

　……が、皆の前で言うのは少々恥ずかしくもある理由なので、口には出さなかった。
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　こうして朧ろう月げつは、第一皇おう子じ殿でん下かの話し相手として、特に期限を切らずに黄こう華か宮きゆうに滞たい在ざいする運びとなった。

　天てん狼ろうに従って秋しゆう灯とう榭しやから引き揚げ、正せい殿でんへ。

　菊きくの花や葉が持つ重厚な存在感との相性を考えてか、主おもだった建物には朱しゆだの胡ご粉ふんだのといった華はなやかな塗と装そうはほとんど使われていなかった。

　蔓つる草くさ模も様ようが彫ほられた石段を上って正殿に入ると、内部は思ったよりも広かった。壁で区切られた何間もの部屋には、それぞれに異なる意い匠しようの格こう子し窓まどや調度が用意されているが、実際に使用しているのはごく一部らしい。部屋数のわりには女によ官かんや護ご衛えいらしき武官の姿もまばらで、閑かん散さんとしていた。

「朧月、君の部屋はすでに用意させてある。蒼そう刻こくの分もすぐに手配させるので、旅の疲れを癒いやしてくれ」

「ありがとうございます。天狼さまには、午ご后ごのご予定は……？」

「侍じ医いに午睡ひるねを勧すすめられている」

　たいして眠そうには見えない顔つきで、天狼は答えた。

「正午の三刻に、半刻ほど仮眠をとるのが、疲労回復にもっとも効果的だそうだ。適当な時刻に私を起こすよう、あらかじめ女官に頼んであるから、君たちは気にしなくていい」

（お昼寝まで、まじめになさっているのね）

　同じ引きこもりでも、朧月とは全然違う。

　幽ゆう鬼き院いんで昼下がりの眠気に誘われるまま、「適当に起こしてね星せい彩さい」などとのたまって簞たん笥すの中でまるくなる、自じ堕だ落らくな午睡を思い出してしまうと、だいぶ肩身が狭い。まじめな天狼の場合は、午睡もまた規則正しい生活習慣の一部なのだろう。

「では──俺は一度、鋼こう鉄てつ宮きゆうに顔を出してきてもよろしいでしょうか？」

　蒼刻が率直に切り出す。

　鋼鉄宮とは、皇こう宮きゆうにおける国軍の活動拠きよ点てんだ。朧月は、併へい設せつされた碧へき血けつ館かんにある蒼刻の部屋にまでお邪じや魔ましたことがある。

「構かまわない。蒼刻、君は朧月とは違って武官なのだし、本来の役目の合間に顔を出してくれるだけで十分だ」

「ありがとうございます。──ですが、お言葉に甘あまえるわけには参りません」

　天狼に頭こうべを垂たれながら、蒼刻はなぜか一瞬だけ朧月を見た。見られた朧月のほうは、きょとんとするばかりだったが。

　奥の一番広い部屋へと下がった天狼を見送ると、朧月たちはいったん庭園に出た。

　話をするのに選んだのは、池のほとり。

　あたりに女官などの姿がないことを、己おのれだけでなく白びやつ虎この五感や星彩の目も使って用心深く確かめてから、蒼刻は口を開いた。

「さっきの話、おまえはどう思った？」

「そうですね……」

　池のほとりに立ち連なる枝し垂だれ柳やなぎを見上げながら、朧月はしばし考えた。

「まず、驚きました。わたしの知らないうちに、引きこもりの流行の波が皇宮にまで来ていたなんて」

「また一番どうでもいいところから来やがったな。というか、天狼さまは別に流行だから引きこもってるわけじゃねえよ」

「わたしが引きこもりから進化するよりも、引きこもるのが世間様の常識になったほうが早いのではないか、という希望を抱いだいてみたりみなかったり……」

「むしろ絶望だろ。世の中が引きこもりだらけになったら国が滅ほろぶわ」

「人は、いずれ死んだら棺ひつぎに引きこもるのですよ」

「真理に到達しましたみたいな顔して何言ってんだ、おまえは」

　最終的には額ひたいをこづかれた。

　やれやれと肩をそびやかし、蒼刻は仕切り直す。

「訊きき方を変えるか。──おまえはほとんど何もしなくていいと言われたも同然だが、どうするつもりだ？」

「何もせずによいのなら、余計なことはいたしません……と言いたいところですが、我が慢まんして」

「言いたくなるだけでも結構あれだが、まあいい、で？」

「天狼さまの体調不良に、瑠る璃りの存在が本当に影響していないかどうか──それは念のために確かめておきたいと思います」

　今すぐに怪かい奇き現象を起こすような、重苦しい情念を抱かかえた幽鬼には見えなかった。

　しかしこれまでの経験上、子供だから、無害そうだからという見た目の印象で油断していると、手痛いしっぺ返しを喰くらう可能性もあるのだと知っている。

　その幽鬼に危害を加えるつもりがなくても、霊れい体たいという生者よりもだいぶ不安定な状態にあるせいで、思いがけない影響を現世に及ぼしてしまうことがあるのだ。

　星彩がうんうんとうなずいた。

「あたしはそんな朧月ちゃんに協力したいですね。張ちようさんはどうします？」

「儂わしは蒼刻の守護幽鬼になる予定なので、一緒に行動するつもりだ。というわけで蒼刻、おぬしはどうする？」

「伝言遊びみたいなことすんな」

　軽くつっこみを入れてから、蒼刻はまなざしを離宮の外へと向ける。

「さっきも言ったとおり、俺は鋼鉄宮に顔を出してくる。賜し暇かを途中で切り上げたばかりだから、さすがに急ぎの仕事は回されないだろうが……気になることがあるからな」

　──黄こう巾きん賊ぞくの件か。

　ぼかされた続きを察し、朧月は無意識のうちに息をのんだ。

　常に泰たい然ぜんとしている白虎も、己の生前に絡からむ問題にはさすがに神しん妙みような面おも持もちになる。

「先刻から張ちよう角かくどのの姿が見当たらぬが……どこに行ってしまったのやら」

「わたしの感覚が正しければ、一応、黄華宮の周辺にはいるようです。絶たえず移動しているので、どこにいる、という特定は難しいのですが……少なくとも、何も言わずにわたしたちの前から消えることはないと思います」

　朧月も声をひそめて請うけ合った。

「あの人のことは、わたしと星彩でなんとかします」

「へえ。おまえにしちゃあ、やる気じゃねえか」

　若じやつ干かんおもしろがるような口く調ちようで蒼刻が言う。朧月はうなずいた。

「張さんよりも、部外者のわたしのほうが、あの人に遠えん慮りよなく接することができそうですし……。いざとなれば、わたしが引きこもって何もせずに星彩とへらへら遊んでみせれば万ばん事じ解決すると思いますから」

「あ？　どういうことだ」

「わたしが全力で怠なまけているのに気づいて、あの人が『私が与えた課題もやらずに何をしているんだ馬ば鹿か弟で子し！』と怒いかりのあまり登場するという作戦です」

「まあ、朧月ちゃんってば策士ぃ～」

「なるほど。姫たちのほうが、儂よりもあの方を操そう縦じゆうできそうじゃな」

　それこそ張角が聞いたら怒ど気きをまとって突撃してきそうな会話をする朧月たちに、蒼刻が半はん眼がんでぼやく。

「その作戦、張角より先に俺が『ダレすぎだ珍ちん獣じゆう！』って殴なぐりこみかけたくなるんだが」

「あくまでも引きこもるフリですので、殴りこみは勘かん弁べんしていたただきたく……」

「おまえがフリだけで終わるのかよ」

「…………」

「視線をそらすな。ったく、心配するのが阿あ呆ほらしくなってきたぜ」

「え？　心配……ですか？」

　と朧月は首をひねり、蒼刻の拗すねたような面持ちを見上げた。

「たしかに今の第一皇子殿下のおそばに、胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりしかいないのは不安だと思いますが……」

「惜おしいが違う」

　舌打ちをした蒼刻が身をかがめ、小柄な朧月へと顔を寄せた。

「俺はな──いくら相手がまじめな第一皇子殿下とはいえ、おまえをほかの男のそばに置きたいわけがあるか、と言いたいんだが？」

　彼女の頰ほおをやんわりとつまみ、追い詰めるような声こわ音ねで蒼刻がささやく。

　遠回しに示された独占欲に気づくよりも先に、青く燃える瞳ひとみに射い抜ぬかれただけでも朧月の鼓こ動どうは勝手にはね上がった。

　身体の芯しんを熱い手で握にぎられたような感覚が、心臓から指先にまで広がる。

　髪のひと筋さえ他人に譲ゆずりたくないという意思のこめられた眼光に、どうやって応こたえればいいのだろう。この人にはただでさえ満たされすぎて、溺おぼれてしまいそうなのに。

　つねるのはすぐにやめてくれたが、蒼刻の指先は朧月の頰にくっついたかのように置かれたままだ。

　彼の言葉ひとつで、どれほど体温が上がってしまったかが把は握あくされているのだと思うと無性に恥はずかしくて、朧月は臆おく病びような仔こ犬いぬのように目を伏せた。

「き──杞き憂ゆうですよ蒼刻さん……星彩も憑ついていてくれますので、大丈夫です」

「そういう問題じゃねえし、おまえの『大丈夫です』はアテにならん」

「ごもっともです」

「即座に納なつ得とくするなよ。そこは少しは意地を張れ。──ったく、妙にやる気を出したかと思ったら、あいかわらずズレてやがるな」

　やれやれと息をついて、額を指で軽くつつかれる。

　青い瞳の奥に閉じこめられそうな空気がほどけたのを、身勝手にも少し残念に思ってしまいつつ、朧月はそっと肩の力を抜いた。自然と、頰がゆるむ。

「いえいえ、こう見えても、わたしなりにやる気はあるんですよ？」

「ほんとかよ」

　朧月が握った小さなこぶしを疑わしげに見下ろしていた蒼刻は、何か思い出した様子で言った。

「おまえ、俺が以前にやった首飾りはどうしてる？」

「唐とう突とつですね。それでしたら、こちらに……」

　朧月は上じよう衣いの隠しから、自分で作った巾きん着ちやくの香こう袋ぶくろをとり出した。青い布に小さく蘭らんの花を刺し繡しゆうしたのは、自分なりに蒼刻の雰ふん囲い気きを再現したつもりだ。

　中には、以前に蒼刻がくれた九きゆう華か石せきの首飾りを入れている。朧月にとっては何にも勝まさる護ご符ふのような宝物だ。

「今度は縁ふちのところに、綺き羅ら姫ひめさまにいただいた彩さい糸し華かを縫ぬいつけてみてもよいかなと」

「袋に凝こってどうする。親の形見でもないのに厳重にしまいこみすぎだろ」

「つけたら減ってしまいそうで」

「阿呆か、いっそすり減るくらい使えよ。おまえ専用の首輪だって言ったじゃねえか」

「もったいないので首輪は心につけておきます」

「首につけろ首に」

　押し問もん答どうになりかけたところで、二人を見守っていた星彩がふとつぶやいた。

「ていうか朧月ちゃん、その香袋、武官さんに贈るために作ってたものですよね。結局、あげないで小物入れにしちゃったんですか？」

「！」

　朧月は固まった。

　張さんが恋人を見上げ、大きな口の端を愉たのしげにゆがめる。

「姫は儂の知らぬところで、そんな微笑ほほえましいことをしておったのか」

「珠しゆ児じの色選びをしたのは、あたしですよぅ。朧月ちゃん、内職で縫い物には慣れてますからねぇ。あたしも張さんに何かお作りしたくなったものです」

「儂に？　ほほう、さては首輪かな？」

「あらやだ、それじゃ武官さんとあたしが同類みたいじゃないですか」

　──頰ずりするみたいに親密にお話をしている、美女と神しん獣じゆうはいいとして。

　思いがけず友人に暴ばく露ろされた朧月は、はっと我われに返ると大急ぎで青い香袋を懐ふところに押しこもうとしたが、その寸前で蒼刻の手に奪われてしまった。

「か、返してください蒼刻さん──……ひゃ！」

「落ち着け」

　蒼刻が目の高さまで掲かかげた香袋を、ぴょんぴょんと飛び跳ねながらとり返そうとするが運動神経がないのであえなく裙くん子ずの裾すそにつまずいてコケそうになった朧月である。

　間抜けな珍獣の襟えり首くびを、空あいた手でつかんで地面に激突しないように助けてやりながら、蒼刻はしみじみと香袋を眺ながめて言った。

「言われてみれば、蘭は劉りゆう家の花だが」

「……あまり、まじまじと見ないでください。本当は銀ぎん糸しでいろいろと刺繡などもしたかったのですが、黒こく烏う州では値上がりしていて手に入れられなかったので、中途半端な状態で仕上げてしまったものですから……」

　穴があったら一生こもりたい気持ちで朧月はうめく。

　襟首をつかんでいなかったら即座に逃げ出していそうな穴あな熊ぐま娘むすめと香袋を交互に見て、蒼刻は理解しかねるというように眉まゆをひそめた。

「俺には別に、悪い出来には見えないぞ」

「いえ、劉家の蒼の若様が持つにはとてもふさわしくない試作品ですから……」

「その呼び方はよせ」

　蒼刻にはいつも助けられてばかりだから、お礼に何か作れないかなと思いつき、試しに作ったものに過ぎない香袋だ。

　大事にしていた西方産の硝子ガラスの珠児など、材料は心をこめて選んだが、黒糸だけで刺繡したのでなんとも華やぎに欠けるのが朧月には不満なのである。

「というかおまえ、皇宮や国軍からの依頼で幽鬼がらみの事件を解決したときに褒ほう美びをもらったはずだろ。それはどうしたんだ」

「兄さまに、黒烏州の借金を返済するために使ってくださいとお渡ししました」

「全額をか。欲のないやつだな」

「いえいえ。欲は人並みにありますが、おおむね満たされておりますゆえ」

「もう少し欲張っても罰は当たらねぇと思うけどな」

　ぽんと朧月の頭を軽く撫なぜ、蒼刻はかすかに苦笑いした。

「銀糸が必要なのか？」

「へ。あ、はい……。今のところ、手に入らない材料はそのくらいです」

「わかった。今度調達してきてやる」

「……はい？」

　恥ずかしさや遠慮よりも戸惑いが上うわ回まわり、朧月は目をぱちくりさせた。

「蒼刻さんは、縫い物の道具に詳しいのですか？」

「そうでもないが、来らい将軍と──まあ、詳しい人間は知っている。特に来将軍は着き道どう楽らくというか、自分で帯や香袋や練ねり香こうを作るのが趣味のひとつだからな」

「なんとまあ」

　まさに乙女おとめ将軍だと改めて感心する朧月を見下ろして、蒼刻はさらりと付け加えた。

「じゃ、俺はこの香袋を担たん保ぽに預かっておくぞ」

「担保？　なんの担保ですか？」

「俺に香袋を贈るつもりだったんだろ？　それを作ったら、引き換えにこの試作品とやらを返してやってもいい」

「えええええ」

　そんな殺せつ生しようなと繰り返し訴うつたえても、意地悪く目を細めた青年は許してはくれず、朧月はとうとううなだれた。

「躾しつけに加えて質までとるなんて、兇きよう悪あくすぎませんか飼かい主ぬしさま……」

「離れられない関係性が増えるのは、悪くないと思うがな」

「ッ……」

　さらりとした表情から察するに、彼は特に意識せずにこういうことを言っているに違いない。そうして朧月をほだしているのだから、この人は強敵だ。

　──ともあれ、香袋を質にとったことで蒼刻もなんとなく気が晴れたらしい。

　朧月を置いていきたくなくて不本意そうだったのが、鋭するどい印象の青年なりに安らいだ顔になって白虎を連れていく。

「いってらっしゃいませ」

「寝ないで待ってろよ」

　門をくぐり鋼鉄宮へと向かう二人を見送ると、朧月はなにげなく黄華宮を振り返った。

　華か美びすぎず落ち着いた空気をたたえた離宮は、引きこもるのに適てきした雰囲気だし、滞在を許されるだけでも名誉であるが。……やはりもう少し、蒼刻のご実家で彼との休暇を堪たん能のうしたかったなと、今さらながら残念に思い返す。

「さぁて朧月ちゃん、がんばりませんとね？」

「そうね。……せ、星彩、もう笑わないでほしいのだけど」

「笑ってなんていませんよぅ。微笑ましいなって思ってるだけです♪」

　ひどい寝言を聞かれたときよりも気まずい心地ここちで、朧月はにやにやと笑っている星彩を連れて正殿へと戻っていった。
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　綿わた飴あめに包まれた心地で蒼そう刻こくといったん別れた朧ろう月げつだが、ほの温かい余よ韻いんにはあまり浸ひたっていられなかった。

「あら。どこ行ってたんすか道どう士しさん」

「検分だ。おい不ふ肖しようの弟子」

「なんという呼び方……。実際そのとおりですけど、どうなさいました？　お師さま」

　顔を合わせたら言いたいことが結構あったはずなのに、つい相手に流されてしまう。

　正殿の入り口に忽こつ然ぜんと現れた張ちよう角かくは、奥の間へと顎あごをしゃくった。

「華か天てん狼ろうが妙に苦しそうだ。女官たちはまだ気づいていない」

「……え!?」

　あまりにも簡かん潔けつに言われたので、理解するまで一いつ拍ぱくかかってしまった。

　転びそうな勢いで天狼の寝室へと向かい、扉とびらを開けると、りん──とかすかに鈴の音が響ひびいた。直感が命じるままに、壁かべ際ぎわに寄せられた衝つい立たてのほうを見れば、初対面のときよりは輪りん郭かくがはっきりと見える幽鬼が一人。

（瑠る璃り）

　虚うつろに凍こおりついた表情で立ち尽つくしている子供と、朧月の視線が、かちりと音さえしそうな勢いで交まじわった。

　異国では天と冥めい府ふを司つかさどる神の象しよう徴ちようとされる玉ぎよく石せきが持つ、濃密な青。底知れぬ海と似た瞳に吞みこまれそうな感覚を覚えたとき、それは一気に朧月の意識へと雪崩なだれれこんできた。

　──『わたしの仔こ猫ねこさん。きっとあなたをこの狭い箱庭から出してあげるわ』

　声。

　温めた蜂はち蜜みつを連想させる、とろりと甘くやさしい声が、頭に直接響いてきた。

　と同時に、視界に薄暗い室内が映し出される。その中央にいるのは、灰かい白はく色しよくの長い髪を丁てい寧ねいに結ゆい上げた佳か人じんだ。銀色の月のように美しい面差しは、鏡の中の姿のように瑠璃とよく似ている。

　大粒の青い瞳を熱く濃密な愛情で潤うるませた佳人は、細い指でしきりにこちらの頰をまさぐりながら、怖こわくなるほど強烈な想いを感じさせるささやきを繰り返す。

　──『あなたには、もっと別の世界を見せてあげたいの』

　──『決して決して、籠かごの中で飼い慣らされる猫では終わらせたくないの……』

　純粋すぎる愛情のみで紡つむがれる言葉が、ずしりと胸を重たくする。

　身を硬くすると、水面に石を投げこんだかのように、灰白色の佳人の姿が揺ゆらぎ霞かすみながら消えていった。

　薄暗い視界の中で次に聴こえてきたのは、大人おとなだと勘かん違ちがいしてしまいそうなほどに落ち着いた、少年の声だ。

　──『ここにいるんだ』

　──『君は、頭上に糸で刃やいばが吊つられているような場所で生きるべきではない』

　息が詰まりそうなほど近くにいた先ほどの佳人とは異なり、その少年はこちらを見ていなかった。並んで窓辺に立って、少年の横顔を見上げているかのような距離感だ。

　真しん鍮ちゆう色の髪は後ろで濃緑の巾きんを使ってまとめられている。すっと鼻筋の通った横顔からは鋼のような冷静さと、何か覚かく悟ごを決めたような痛ましい気負いがうかがえた。

　と、少年がこちらを振り向いた。

　照れながら微笑んだ顔は、それまでとは違って年相応に見えた。大人びているが、実際は十四歳にもならないくらいだろう。

　歳のわりに堅くしっかりとしたてのひらで、少年はこちらの頭をそっと撫でてくる。

　愛情の感じられる温度に浸っていると、どこかで陶とう器きがいくつも割れるような不吉で激しい音が響き──

「──朧月ちゃん、大丈夫ですかッ？」

　焦あせったような友人の声で、朧月は唐突に、幻げん視しの世界から戻ってきた。

「今のは……ッ──」

　ぼんやりと瞬まばたきをした刹せつ那な、こめかみに疼うずくような痛みを感じ、朧月はとっさに手で頭を押さえた。

　そんな彼女を見た瑠璃が、さっと顔色を変える。ただでさえ生者に怯おびえていた弱気な表情に、はっきりとした絶望の翳かげがさした。

　彼は身をひるがえすと、呼び止める間もなく壁をすり抜け、どこかに行ってしまった。

（……やっぱりあれは、瑠璃の記憶だったの？）

　幽鬼や彼らの情念がこめられたものに近づくと、朧月はこうして断片的な過去の情景や声などを幻視することがある。

　自分の知識が確かなら、今見た佳人や少年の衣い裳しようはあまり当世風ではなかった。

　──瑠璃は、思いのほか古い時代の幽鬼なのかもしれない。

　深い呼吸で、まだうるさい鼓動を鎮しずめながら、幻視したものを頭の中に刻きざみこむ。

　そんな朧月の背に、星せい彩さいがそっと優美な手を添えた。

「朧月ちゃん、いつも以上に顔が暗いですよ？　大丈夫っすか？」

「……大丈夫。少し頭痛はしたけれど、もう消えたみたい。それよりも星彩──」

　紫むらさき水ずい晶しようの瞳を見上げると、聡さとい幽鬼は説明するまでもなく理解してくれた。

「あたしはあの子を追いかけてきます。朧月ちゃんは、第一皇子殿下をお願いしますね」

「わかったわ。星彩もよろしくね」

　朧月がうなずくのを見届けるのもそこそこに、星彩は壁をすり抜けていった。

（天狼さまは……？）

　朧月は、昼の陽ひ射ざしをさえぎるために衝立で囲まれた一角へと向かう。

　薄暗い中で寝ね椅い子すに横たわっていた天狼は、痛みに耐えるかのように眉をきつく寄せている。額にはわずかに汗が浮き、長くはない前髪が貼はりつきそうになっていた。

　苦しいのに夢の世界から自力で醒さめることができない、という状態に見えたので、朧月は思い切って声をかけた。

「天狼さま。どうか起きてください、天狼さま……」

　武人としての鍛たん錬れんも積まれた御ご仁じんなのに、朧月がほてほてと近づき呼びかけても、微み塵じんも気づく様子がない。

　意を決して朧月が手を伸ばし、第一皇子殿下の肩を揺すろうとした瞬間だ。

　視界の外で動いた天狼の手が、彼女の手首をきつく握ったのは。

「え。っと、わ……！」

　とっさに身を引こうとしたが、天狼の力が強いせいで離れられず、足がもつれて尻もちをつきそうになったところを、逆に引き寄せられる。溺れた者が木切れにすがりつくかのように強い力だ。

　そのまま天狼の胸に突つっ伏ぷすように倒れこみ──

「──……君、だったのか」

　頭上から、かすれた声が聴こえた。

　ゆっくりと顔を上げると、やや茫ぼう然ぜんとした表情の天狼がこちらを見ていた。

　顔色はよくないが目め醒ざめてくれたことに安あん堵どする朧月に、天狼が気まずげに言った。

「嫁よめ入いり前の女性に、すまない」

「いえ……」

　弟の天てん祥しようさまなら、今のついでに頰ずりをしてくる程度には自由な方ですよ。

　と言いたい衝動にかられたが、どう考えても冗じよう談だんの許される空気ではないので、そっと控えた。

「……魘うなされておいででしたが、大丈夫ですか？」

「大事ない」

　身を起こした天狼が、朧月の言葉尻にかぶさりそうな速さで即答する。

「少々夢見が悪かっただけだ」

（『少々』だとは、とても……）

　思えない。

　加えて、第一声の「君だったのか」という言い方も気がかりだ。

　ふと、天狼が顔をこわばらせた。自分がまだ朧月の手を握っていたことに、そのとき初めて気づいたようだ。

　木の上から地面に仔猫を下ろしてやるかのような慎しん重ちようさで、ゆっくりと手を離す。

「何もしなくていいと言っておいて、早々に迷惑をかけてしまったな」

「迷惑などと……。存在自体がご迷惑かもしれないわたしに比べれば、何ほどのことでもないと思います」

「君は唐突にさらっと凄すさまじい自じ虐ぎやくに走るんだな」

　世間話の口調で、後ろ向きにも程があることを言いだした娘に、天狼は毒どく気けを抜かれたように瞬く。

　いけない、つい蒼刻と不ふ謹きん慎しんな冗談を言い合うときのように気をゆるめていた。

　咳せき払ばらいの真ま似ね事ごとをして、朧月は仕切り直した。

「その……わたしのことはさておき、この程度のことでしたら、迷惑のうちにも入らないと思います。ですが、もしこれが天狼さまの物差しでは『迷惑』に入るのでしたら、どんどん迷惑をかけてくださって結構です。そうしていただけたほうが、わたしも引きこもるのをあきらめて、こちらに来た甲か斐いがあるというものです」

　励はげますのも何か違う気がしたし、天狼に遠慮させないような言葉を探し探し紡いだものだが、言い終えると、これでよいのだろうかという想いにかられる。

「…………」

　天狼は一時、朧月をじっと見つめていた。嵐あらしの夜を思わせる深い青の瞳には、らしからぬ戸惑いのようなものがあった。

　こもりたい帰りたいだれかもっと頼りになる人来てください、と朧月が思い詰めすぎて破裂する寸前を狙ねらったような頃合いで、天狼が口を開く。

「私は劉りゆう蒼刻のことは、あの戴たい青せいの弟で直じき弟子、天祥のこんにゃくのような性格にも律りち儀ぎに付き合ってくれる、人のいい少年だと思っていた。月げつ蝕しよく領りようで久しぶりに逢あったときは、成長したものだと感心したのだが──」

　彼は、苦い顔でかすかに笑った。

「女性の趣味もよかったようだな」

　実の弟を真顔でこんにゃく呼ばわりする第一皇子殿下に、噴き出すのを必死でこらえていた朧月は、しみじみと続けられた言葉で頰が染まるのを止められなかった。不意打ちにも程がある。

「まあ……それだけに、君を私のそばに留め置くことに罪悪感があるが」

「天狼さま……」

　人をからかう趣味をお持ちの方ではないだけに、反応に困ってしまう。

　しかし天狼の短いため息を機に、色いろ惚ぼけしている場合ではないことを思い出した。

「あの……先ほどは、どのような夢をご覧になったのですか？」

「夢か」

　進んで言いたくはなさそうだったが、相手に心配をかけた代だい償しようとして、そのくらいは説明するべきだと天狼は結論づけたようだった。

「まあ──詮せんない夢だ。過去の経験が、私の個人的な感情と結びついて顕あらわれた、という意味では、ごく普通の夢だとも言える」

　つかのまの沈ちん黙もく。天狼は静かに続けた。

「六年前のことだ」

　六年前。

　思わず、朧月は息をのんだ。それは──天狼にとってそのときは……。

「私は千の兵を率いて黄こう巾きん賊ぞくの鎮ちん圧あつに向かった先で、黄巾族の力で異界に吞みこまれた。その場にいた者はすべて命を落としたのに、私一人がなぜか死を免まぬがれ、気がついたときには見たこともない荒涼とした風景の場所にいた。……周囲には、炭のようになった黒くろ焦こげの骸むくろが転がっていた。私が率いた兵と、きっちり同じ数だ」

「……！」

「黄巾族の恐おそろしい力や逃のがれることのできない異様な状況よりも、一人も救えずに無む駄だ死じにさせた事実と、世界にたった一人で残されたような感覚のほうが恐ろしかった。……あそこでもし霊れい珊さんに出逢わなかったら、自害していたかもしれない。情なさけない話だが」

　霊珊とは女性の幽鬼で、異界で幽閉状態にあった彼にとって貴重な話し相手だった。

　今はもう冥府に降りた彼女の名を口にするときだけ、天狼のいつも冷静すぎるほど静かな声に、やさしい響きが宿るのが感じられた。

「それは、少しも情けなくないと思いますが……」

「ありがとう。そう言ってもらえると、救われる」

　天狼はさらりとうなずいているが、彼が本当に朧月の言葉だけで、胸に重く溜ためたものを解消したわけではないのは明らかだった。

　年下の頼りない娘に心配をかけるのも、これ以上弱みをさらすのも許容できないから、話を断ち切っただけ。

　そこまで察していても、彼の苦悩を解決する言葉がわからなくて食い下がれなかった。

「女官を呼んでもらえるだろうか？　寝汗をかいてしまったので、布が欲しいんだ」

「……畏かしこまりました」

　遠ざけられているのだと直感したが、さりとて彼の頼みを断れる理由もなく、朧月は仕方なしに部屋を後にした。

　──一人になると、全身の骨が崩れていきそうな長いため息が出た。

　先ほどの白髪まじりの女官を探しながら、喉のどに貼りついた無力感という名の苦い味を嚙かみしめる。

（わたしがのんびりまったり蒼刻さんのご実家で過ごしているときも、天狼さまはお一人で悩まれていたのか……）

　現太たい子しと元太子、兄弟の間で何かややこしいことになるかもしれないとか、六年間も幽閉状態にあったのだから元の暮らしに戻るのはたいへんではないかとか──その手の心配はしていたが、これは想定外だった。

（……張角が未いまだにここに現れないのも、そういうこと？）

　勅ちよく命めいで、天狼に引き合わされる。そうと察した直後に姿を隠したわけだ。万が一にも天狼の目に映ることを避けるために。

（また隠れてしまったけれど、さっきは姿を現したのを見ると……あの人なりに天狼さまを心配している、と考えてもいいのかな）

　天狼は六年前に、国を乱す黄巾賊を鎮圧する作戦に参加した。

　張角は父である先代頭首に従い、一族の義務のため──神しん華か国の平安を守るためにした選択で、結果的には多くの人間を死なせ、天狼の心にもとり返しのつかない悲しみを刻みつけることになった。

　張角は理性的な人だから、生前の選択そのものは後こう悔かいしていないだろう。

　──けれども、天狼の苦しみについて、彼なりに責任を感じているのだとすれば。

（お師さまはたぶん、自分で思っているよりも非情になれない人だから）

　どうしたらいいのだろうと、朧月は途と方ほうに暮れた。

　天狼と張角。どちらの選んだ道も、それぞれの立場から見れば間違ってはいないのが、余計に複雑にさせる。

（瑠璃のことも気がかりなのに）

　あのいとけない幽鬼が天狼の前に現れたのが、単なる偶然だと思えないのは、幻視に現れた真鍮色の髪の少年が、どことなく天狼を彷ほう彿ふつとさせるからだ。

　しかも皇宮にいると紅こう梅ばい宮きゆうでの事件を嫌いやでも思い出してしまうせいで、朧月はどんどん深くうつむいてしまう。……胡乱で脆弱で粗忽で弱腰で陰気で愚鈍で阿呆で田舎者の引きこもりの、小さくて貧弱な手には余る状況だ。

　もう一度ため息をついてしまいながら、蒼刻の顔が見たいと、切に思った。
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　鋼こう鉄てつ宮きゆう、碧へき血けつ館かん。

　やはりまだ双そう璧へきは戻っていないそうなので、蒼そう刻こくは白虎を伴ともなって、やむなく孫そん将軍の執しつ務む室しつを目指していた。

　黄こう華か宮きゆうも離宮の中では飾りけのないほうだが、国軍の本拠地である鋼鉄宮はさらに削そぎ落としたように無ぶ骨こつな雰囲気だ。飾り立てることに予算を回していないのと、もうひとつの理由のために。

　最上階の突き当たり近くにある部屋の前に立ち、つかのま扉を叩たたくのをためらう。

　──蒼刻にとって孫将軍は、来らい将軍とは違った意味で苦手な人種なのだ。

　が、飼い馴ならしている珍獣とは違い、彼は割り切るのも早かった。

「張ちようさん。後で呼ぶから、しばらくここで待っててくれるか」

「あいわかった。ま、鋼鉄宮でも儂は人気者じゃ。ここで握手会やなでなで会でもしていれば退屈することもないじゃろう」

「こんなところで抱きつきたい男第一位の実力を発はつ揮きすんなよ」

「では暇ひま潰しに、おぬしと姫の仲のよさを吹ふい聴ちようしておくか」

「頼むからおとなしく置物のフリでもしててくれ」

「つまらんのう」

　友人にくどくどと釘くぎをさされた白虎は、廊ろうの窓際に生まれている陽だまりへと移動し、悠ゆう然ぜんと腹ばいになる。

　大きな肉球を見せてひらひらと前まえ肢あしを振る張さんにうなずき、蒼刻は扉に向き直った。

　こんこんと扉を叩いてから名乗れば、すぐに低い男の声が返ってくる。

「いいぞ。入室を許可する」

「失礼します」

　中に入って扉を閉めると、視界の隅で、孫将軍が執務机から立ち上がっていた。

　孫将軍──孫伯はく牙が。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんの中では古参だが、それでもまだ三十代半なかばだ。七尺しやく近い長ちよう軀くの上、広い肩幅に長い脚という非常に形のよい体格なので、見ていて不思議な安定感がある。彼と同じくらいの背せ丈たけの武人には、大おお猩しよう猩じようや後肢で立った猪いのししのようなむさ苦しい男がほとんどなのを考えると、それだけで独特だ。

　茶色みを帯びた金髪は、ひと筋のほつれもなく綾あや紐ひもできっちり束たばねている。彫りが深く頰のやや削げ落ちた顔立ちのため、武人の荒々しさよりも、知的で鋭い印象が勝つ。

　射抜くような目で、伯牙は蒼刻を眺めた。

「そこに座れ」

　──やっぱり来たか、と思いながら、蒼刻は指示されたとおり、執務机の前にぽつんと置かれた丸椅子に腰を下ろす。

　黒を基調とした戦せん袍ぽうをびしっと着こなした伯牙は、どことなく気どった仕草に男らしい色気をちらつかせるのが得意だ。ゆったりと腕を組むだけで、妙に濃厚な空気になる。

　伯牙はじっくりと値踏みする視線で、蒼刻を上から下まで眺めると──

「不合格」

　色気が台なしになる舌打ちをして、急に声を大きくした。

「悪人面づらがちょっぴり改善されたのは結構だが、なんだなんだその髪は！」

「ぶッ」

　身構えていたにもかかわらず、背骨がズレそうな威い力りよくで肩を張り飛ばされ、蒼刻は思わずむせた。それを後しり目めに、伯牙は大げさな身振りで頭を抱えてみせる。

「おまえさん、まぁた自分で適当に髪をぶった切りやがりましたわね？　いくら若いからって、適当な手入れでも男前に見られるのには限度があると、俺は以前にも言ったよな？　おまえさんはただでさえ目つきと口が悪くて愛あい想そ笑いが壊かい滅めつ的てきに似合わないんだから、みがくのをあきらめたらそこで男終了ですよ」

「…………」

　普通に男っぽい口調から妙になよついた語尾まで気まぐれに混ぜるのが、変人ぶりで来将軍と競きそえる孫将軍の話し方だ。

（黙だまっていれば男前なのにな……）

　などと失礼なことを考えていたら、背後に回った伯牙に、編んだ銀髪をまとめていた紐をぐいっと引っ張ってほどかれた。地味に痛い。

「何するんですかッ」

「決まってんだろ？　久しぶりに俺が直々に手て繕づくろいしてやるから、じっとしてやがれ」

「やっぱりするんですか……」

　嫌そうな顔を隠しもしない蒼刻のすぐ後ろに、壁際から適当な椅子を運んできて腰を下ろすと、伯牙はどこからともなく櫛くしや鋏はさみをとり出した。

「って、ここで切ったりするんですか？　そんなことしたらゴミが」

「後始末はまかせろ。得意だ」

　切れそうな鋏をしゃきんと鳴らし、伯牙は熟練の髪結いのように慣れた手つきで、蒼刻のやや不ぞろいだった毛先を整えていく。

「あ～、もう、枝毛があったぞ！　賜暇で休めたんなら、自分の髪と爪つめくらい構う時間はあったでしょうがよ」

「んなこと言われても、急に皇宮に来いという勅命が来たんで」

「皇宮に来るんなら、余計に身だしなみをがんばらなきゃ噓うそだろ？　劉りゆう武官」

　今度は後頭部になかなか痛い手しゆ刀とうを入れられた。この伯牙、つっこみに容よう赦しやがない。

「美ってのは毎日の積み重ねだぜ？　毎日気を使ってないと身につかないの。野良猫だって毛繕いするんだから、人間を名乗りたいなら言い訳せずに努力しなさい」

「……身だしなみを整えないと、人間失格ってことですか」

「あったりまえだろ。俺がこの世で一番許せないのは、持って生まれた素材を活いかさない若造だ。もうしばらく座ってな、ついでだから眉も整えてくれる」

「…………」

　改造講座が本格的に始まってしまった、と蒼刻は口の端を引きつらせた。

　見るからに軟なん派ぱそうな来将軍とは対照的に、武人らしく突き放すような雰囲気を持ち合わせている容姿に反して、伯牙は下へ手たな女官よりもはるかに身だしなみにうるさい。蒼刻は初対面のときから何度も、「目つきが暗い悪い愛想がない」だの「可か愛わいげが見えない」だのと駄だ目め出だしをされている。

（あの珍獣も、俺が躾してるときはこんな気分なのか）

　背筋を伸ばせと、襟首をつかんでやるときの感覚を思い出した。

　──とはいえ伯牙が国軍の者の立ち居ふるまいにあれこれ口出しをするのは、彼の趣味以上の理由がある。

　孫家が治める黄こう芽が州にいた頃から、劇や音楽公演の演出に感性を発揮していた彼に、双璧は国軍の広報をまかせている。清せい廉れんで民衆からも信頼される国軍、などという好印象を維い持じするために。

「そういえば言うの忘れてたな。久しぶり。ご飯はちゃんと食べてるか？」

「本当に遅いな！　食べてますけど」

　悪い言い方をすれば「人気とり」だが、それもこれも、四年前に双璧の手に改革がゆだねられるまでの国軍が腐ふ敗はいしていたせいである。

　昔は昇進から懲ちよう罰ばつから新兵の配属先を決めるところまで一事が万事、平然と賄わい賂ろがまかりとおり、他国への武器の横流しが行われるまでに腐敗しきっていた。……そんな状態だから黄こう巾きん賊ぞくなんぞにもに翻ほん弄ろうされたのだが、それはさておき。

　現在は他国との戦いくさや緊張関係がなく、国軍は、ともすれば無用の長物と思われかねない状況にある。そのため、改革で生まれ変わった国軍の働きぶり──黄巾賊などの匪ひ賊ぞく討とう伐ばつから人命救助に至いたるまで──を積極的に宣伝しているのだ。

「んー、肌はだの艶つやは悪くないな。なに、いいことあった？」

「質問が急に親父おやじくさいですよ」

　三大家をはじめとする名家から、比較的若い護花七将軍を選んでいるのにも、国軍に華やかでさわやかな印象を与えたいという思惑がある。……改革の際に「禿はげと髭ひげはいいがデブは許さん」と言い放って、兵士の採用条件に体重制限を付け加えたのは、この伯牙である。デブなんて私腹を肥こやすばかりの役立たずにしか見えないでしょ、というのが理由だから強烈だ。

　そんなこんなで伯牙は、未来の護花七将軍である蒼刻が無愛想で友人も少ないのを気にしていた。迅じんや張さんと行動するようになったときは、妙に喜ばれたものだ。

「よし、ようやく男前になったな。ついでだから爪もみがかせろ」

「遠慮します」

「遠慮すんな」

　伯牙が言いだしたら聞かないのはこれまでの経験でわかっていたので、蒼刻は元の話に集中することにした。

「双璧の御お二ふた方かたは、まだ会議中ですか？」

「そうよ。我らが護花七将軍筆頭を連れていった」

　伯牙はうなずき、今度は爪砥とぎを上衣からとり出した。……櫛や椿つばき油あぶらの瓶びんといい、戦袍に何を仕込んでいるんだこの人は。

「手がちょっと荒れてるな。さっき『鏡きよう花か縁えん』の跡あと継つぎから、蜜みつ蠟ろうで作った膏こう薬やくの試作品をもらったから、おまえさん実験台になりなさい」

「どうせ拒否権はないんですよね」

「物わかりのいい子は好きだぜ」

　さらりと言う伯牙に、蒼刻は死んだ目で「そうですか」とだけ答えた。

　指の爪を一本一本、丁寧にみがかれた上に、膏薬を塗るついでに手まで揉もんでくれた。

　……これまた下手すると皇族付きの女官よりも達者な技だが、可愛げのない自分とどう見ても筋骨たくましいおっさんが、顔を突き合わせて侍女と姫君がするようなことをしているなんて、傍はたから見れば悪夢のような光景だろう。長らく待たせて悪いが、白虎を廊に隔離しておいて本当によかった。

（朧ろう月げつと星せい彩さいにも絶対に見られたくねぇな）

　しみじみと思う。

「張さんに廊で待ってもらってるんで、中に入れてもいいですか？」

「えっなに張さん来てんの？　早く言えよ！　抱かれたい男第一位の神獣さまなら、いつでもお通ししますとも」

「……一応ここって、国軍の機密があるかもしれない執務室のはずだろ？」

　敬語を使う気がどんどん目減りしてくる。

　白虎が悠然と入ってくると、伯牙は蒼刻に駄目出ししたときとは打って変わって上じよう機き嫌げんにうなずいた。

「張さんはいつも毛並みも髭も完かん璧ぺきに整えてて、俺を感動させてくれるわね。おまえさんは自分の売りってもんがわかってるから好きよ。今度また、おまえさんの御み影かげとかぬいぐるみとか肉球色紙とか作って売りたいんだけど、協力してくれるかい？」

「構わぬが、以前に作っていた儂のしっぽ風護符や肉球まんじゅうは売れたのかな」

「即完売ですよ。おまえさんの分け前はこの対たい牌はいに書いてあるから、好きなときにうちの財務担当に渡して払い出ししてもらってくれ」

「…………」

　そんな関連商品が売られていたことさえ初耳の蒼刻は、つっこみたい部分があまりにも多すぎて頭を抱えた。何やってんだこのおっさんたちは。

「蒼刻よ、後で肉球まんじゅうをもらって帰るぞ。我が姫たちへの手て土産みやげじゃ」

「俺は今すぐ帰りたい」

　が、自分が手ぶらで帰るわけにはいかない。

　蒼刻は、執務机に戻っていく伯牙の広い背中へと改めて声をかけた。

「孫将軍。さっきの話の続きですが──」

「黄巾賊の件か。ま、おまえさんは功労者だし知っとくべきだな」

　彼の体格に合わせた上等の椅子に身を沈めながら、伯牙は頰をさすった。

　蒼刻の傍かたわらにたたずむ張さんは、感情を読ませない顔を作っているが、後ろのほうで縞しま模様のしっぽがこっそり揺らいでいるのが見えた。

　二人を長椅子に座らせると、伯牙は切り出した。

「生き残り二人の処遇について揉めてる、っていうのは聞いたか？」

「来将軍から、そこだけは教えられました」

「さよか。……一般的には妖よう術じゆつを操り各地の賊や悪党を扇せん動どうして国を荒らした罪人、しかしてその真の姿は、悲しき護国の定めを背負った一族。戯ぎ曲きよくの題材にはよさげだが、政治の場面で扱うには厄やつ介かいでな。憐あわれでも神しん華か国の面子メンツのために処刑すべきだという声は、文官だけでなく国軍の中でも大きい」

「双璧はどのようにされるおつもりですか？」

「どちらだと思う？」

　質問に質問で返された。状況判断の力などを試されているのだろう。

　蒼刻は、伯牙の髪よりも深みのある茶色の瞳を見つめ返した。

「二人を生かしたまま利用する方向で動いていると推測します」

「ほう。なぜだ？」

「ひとつは、月げつ蝕しよく領りようの件はまだ完全に片づいたわけではないからです。黄こう魔まの件を筆頭に、あの一族の者にしかわからないことは山ほどある。もうひとつは、あの二人を処刑して黄巾賊の一件は解決しましたと宣伝するよりも、生かしておいて懐かい柔じゆうしたほうが、利用価値が高いからです。張ちよう宝ほうは道術の才を、張ちよう梁りようは生なま半はん可かな凶きよう手しゆでは敵かなわない実力を持っている。──双璧の御二方の護衛に起用するなり、来将軍による皇都その他戦略拠点の結界護持を手伝わせるなり、使い道はいくらでもあると考えます」

　自分自身が手痛い想いをさせられた屈くつ辱じよくを思い出さずには話せなかったが、蒼刻は努めて冷静に答えた。

　腐敗していた国軍に容赦なくさまざまな変革をもたらした双璧は、その分、旧国軍関係者から恨うらみを買っている。今の神華国で、彼らほど暗殺・謀ぼう殺さつの危機にさらされてきた者はいないだろう。護花七将軍筆頭がたいていそばについているといっても、護衛の人手はいくらでも欲しいはずだ。

「身だしなみは駄目だが、そっちは及第点だな」

　軽く椅子を軋きしませて姿勢を変えると、伯牙は褒ほめるように目を細めた。

「おまえさんはもう、やつらを戦友の仇かたきだとは思っていないみたいだな」

「…………」

　思いがけず、身にしみ透とおるような穏おだやかな声だった。戦友という言葉に、蒼刻はわずかに目を伏せる。

　魏ぎ迅という腐くされ縁えんの青年武官が、黄魔に手ひどい扱いをされたのは忘れようもない。

　……だが、済んだことだ。迅は冥府へと送った。この手で。

　皆で黄魔を斃たおした。小さな珍獣は手元にとり戻した。加えて、張角たちが決して悪性の人間ではないことも知っている。

「俺の仇敵は黄魔だけです。一族の宿命に縛りつけられていた人間ではない」

「いいねえ。その科白せりふ、今度復讐物を書くときに使っていいかしらん」

「そんな暇あるんですか」

　さらりと話を変えられたのに脱力しつつ、蒼刻はつい真顔で質問してしまった。

　黄巾賊の件の事後処理もさることながら、伯牙は国軍の抱えるいくつかの事業を担当しているので、一年中忙しい。以前は清潔でそつのない紳しん士しぶりで浮うき名なを流していたのに、双璧に協力を求められてからはさっぱりだという噂うわさもある。

　が、伯牙はぬけぬけと言った。

「俺に書く暇がなくても、湘しよう雲うん公こう主しゆさまにネタ振りして書いてもらう手があるのよ」

　蒼刻は思わず張さんと顔を見合わせた。

「もしや、公主さまの著作を城市で売り出したのは、おぬしなのか？」

「なんだ知らなかったの張さん。公主さまに『肉にく球きゆう三さん国ごく志し』を書くよう助言とお勧すすめをしたのも俺よ？」

「初耳だよ！　皇こう統とうの御方に何やらせてんですか!?」

「あんだけ別べつ嬪ぴんさんで聡明で文章も巧うまいという逸いつ材ざいを、離宮で遊ばせとくなんて、俺には考えられないね。あのお美しい公主さまが書かれた物語！　って看板だけでも黒字間違いなしだし、楽しいものを書いていただければ売上はさらに伸びる。皇室の好感度も上がっていいことずくめの企画なんだぜ？」

「…………」

「時に、蒼刻。あれほど女っ気けのなかったおまえさんが、最近は可愛らしい仔こ狸だぬきを大事に抱っこしてるそうじゃないの」

　頭痛を感じて額を押さえた蒼刻は、唐突な伯牙の問いかけに顔を上げる。隣で張さんがぷっと噴き出し、口元を肉球で押さえたので、とりあえず後肢を踏ふんづけておいた。

　肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついた伯牙は、商売人のひんやりした計算高い目でこちらを見ている。

「悪人面が改善されつつあるのは、その影響かね。──で、別れる予定は？」

「一生ねえよ」

　思わず言葉遣いが荒くなってしまったのは、伯牙なら「女にうつつを抜かす護花七将軍なんて外がい聞ぶんが悪いから別れろ」程度のことを平然と言うだろうと思ったからだ。

　が、伯牙は蒼刻のきっぱりとした即答や表情を長らく吟ぎん味みした後で、あっさり、

「さよか」

　とうなずいた。これには蒼刻のほうが拍ひよう子し抜ぬけだった。しかし、続く言葉には伯牙の本領が発揮されていた。

「おまえさんはそんなツンツンした顔して驚くほど詩がうまいから『詩の★貴公子さま』って看板つけて推おして女性人気獲得！　とかやろうと思ったんだが、そんなに仔狸が大事なら売り出し案を──特に、どの層を狙っていくかを考え直さないとだな」

「俺の知らないところで勝手な企画を進めないでください。っていうかなんでそんなこと知ってるんですか!?」

「おまえさん、以前に俺の奢おごりで酒しゆ楼ろうに連れていったとき、罰ばつ杯はいで火酒飲ませたら酔よっ払って歌ってくれたじゃないの。伴奏もないのに完璧に。あれには感激したね」

「ああ、儂が魘されていたときに歌ってくれた子守唄も上手じようずだったのう」

「張さんまで外堀を埋めるなよ！」

　たまらず白い毛並みの頭を手刀ではたいた。もちろんこの程度の攻撃では、頑がん丈じような白虎には蚊かにさされた程度の痛みも与えられないのは承知の上である。

「でもねぇ。まじめな話、おまえさんはもっと人気を得てもらわんと困るのよね」

「なんでですか」

　訊きたいことは訊けたので、本気で回れ右して帰ろうとしていた蒼刻は、冗談とは思えない伯牙の声の響きにつられて足を止めた。

「護花七将軍の、七人目の候補が変わったせいよ。曹そう家は緋ひ鷹おうの弟、朱しゆ義ぎにな」

「曹朱義？」

　ここで聞くとは思っていなかった名に、蒼刻は目をみはった。傍らで白虎も驚いたふうに髭を動かす。

「俺は以前に双璧から、七人目は董とう家の二男だと聞かされてたんですが」

「やっこさんは董家の嫡ちやく男なんが事故で亡なくなったせいで、跡継ぎ教育を受けなければいけないと言って辞退した」

「……それにしても、曹家からはすでに流りゆう霞かさまが出ているのに、いいんですか？」

「よくはないな。俺も朱義くん自体は国軍の顔として悪くないが、護花七将軍の構成が偏かたよって見えるのはどうかと思ってる」

　そういった規則があるわけではないが、今まで護花七将軍は、三大家を含む家柄から一人ずつ選んできたのだ。

　空席は二つ。

　双璧が護花七将軍を一時的に兼任する、という形で任命が保留されたその場所に、蒼刻は劉家の代表として就つくことを以前より打診されている。

（董家嫡男の事故死──事故……いや、考えすぎか？）

　緋鷹。朱義。

　複雑な心境にならざるを得ない名前が目の前に二つ、しかも予想外に現れたので、蒼刻はじわりと警戒心を強めてしまう。さながら森の奥の縄張りに、滅めつ多たに入ってこないはずの人間が近づいてきたのを察知した狼おおかみの気分だ。

　一方で、伯牙は妙なところでいきなり前向きになりはじめた。

「でも曹朱義のほうが、董家の二男よりも容姿に華があるし、おまえとなんとなく対ついになりそうでおもしろいかもな。よしここはおまえさんと朱義と煌こう言げんと流霞の四人組で『花か中ちゆう四し君くん子し』、国軍にひときわ咲き誇ほこる花のような男前たち！　という看板で売り出す計画を」

「実行しなくていいですよ！　というか曹将軍を混ぜるなよ、女だろ！」

「──あら、わたしの話ですか？」

「!?」

　別に悪口を言っていたわけではないが、国軍の人気とりに思考が傾きすぎたおっさんにつっこみを入れるのが忙しいせいで、気配を察するのが遅れたため、蒼刻はびっくりしたような動きで扉のほうを振り返ってしまった。

　黒髪を高い位置で結った男装の麗れい人じんを見て、白虎がそのまるい耳を微妙に動かす。

「おお。これは流霞どの。あいかわらず凌りよう波は仙せん子しのようなたたずまいでいらっしゃる」

「蒼刻だけではなく、張さんも一緒ですか。あいかわらず仲がよいのですね」

「儂は蒼刻のしゅ──そう、副官代わりだからのう」

　守護幽鬼になるつもりだと言いかけたのを、皇宮では神獣らしくふるまうことを寸前で思い出したらしく訂正した。

　そして──

「……蒼刻？　賜暇をもらったはずでは？」

　流霞に続いてもう一人、執務室に入ってきた。

　灰色の髪に淡たん褐かつ色しよくの肌という、北方の騎き馬ば民族の特徴を持つ武人。最強の護花七将軍と呼ばれる呂りよ不ふ幻げんだ。あまり表情を動かさないのに冷淡には見えない、不思議な空気の持ち主である。

「第一皇子殿下が朧月を必要とされたので、俺も皇都に戻らざるを得ませんでした」

　目が合った蒼刻は、不幻の不思議と深い瞳から視線をそらさずに答えた。

「ご両親へのあいさつは？」

「俺の家族は大丈夫でしたが、あの珍獣の身内こそが命の危機を感じる勢いで難関です」

「まあ……花嫁の父に一度殺されかけるのは、アルタン＝カン族の嫁とりでもめずらしいことではない。がんばれ」

「あんまり前向きになれない慰なぐさめをありがとうございます」

　流霞によれば、不幻とは廊でたまたま一緒になったそうだ。

　歴れつきとした護花七将軍が三人に、一人で五人分は存在感のある白虎も合わせて、にわかに人口密度が高くなる。何か大事な話し合いでもあるのかと勘違いされたのか、碧血館専属の執しつ事じによって茶まで運ばれてきてしまい、蒼刻まで今すぐには帰りづらくなる。

　一番の年下でしかも肩書はまだ游ゆう撃げき校こう尉いである蒼刻にとっては、たいへん緊張感のある顔ぶれのはずなのだが──

「花中四君子？　孫将軍、あなたはまたそんなものを作る気なのですか」

「また!?」

　何を話していたのか伯牙からざっくりと説明を受けた流霞が、聞き流せないことを言いだしたので、蒼刻はあやうく花はな茶ちやにむせるところだった。

　頰に指を添えて遠い目になり、流霞はしみじみと語りはじめた。
















「わたしも護花七将軍になる前後には、あなたと同じように伯牙どのにごりごりと推されたものですよ、蒼刻。男装の麗人『皇宮の薔ば薇ら』や乙女が恋する憧あこがれのお姉さま『紅べに薔ば薇ら姫ひめ』の役を演じることで、女性兵士にも門戸を開くための宣伝をがんばって……。ちょっとたいへんでしたね」

「ちょっとなんですか!?」

　完全に引いている蒼刻を、不幻が朴ぼく訥とつな口調でとりなす。

「まあ……最初は照れても仕方ないと思う」

「最初とか最後とかいう問題なんですか」

「……流霞もああ言っているが、最初から今ほど割り切っていたわけではない。昔、私の下で戦っていたときは、ある意味では蒼刻よりもギザギザに尖とがっていてむう」

　なかなか興味深い過去を暴露しはじめた不幻の口を、大あわてでふさいだのは、話題の当人である流霞だ。水上を渡る風のように優雅な護花七将軍が、少女のように頰を赤く染めているのを見るのは初めてだった。

「昔のことは言わない約束でしょう、不幻。わたしのなけなしの威い厳げんが台なしになってしまったらどうするのですか」

「……それほどかっこ悪い話ではないと思うが。むしろ青くささが微笑ましいと」

「不幻」

　名を呼ぶのは二度目。一度目よりも、咎めるような響きが前面に押し出されている。それでさすがに流霞に気を使って、不幻は話を中断させた。

　流霞が新兵の頃に、不幻の部下だったのはわりと有名な話だが──今では孫将軍の無茶ぶりに落ち着いて応じている先輩にも、思い出すのも恥ずかしい経験があるのかと思うと、流霞には悪いが蒼刻は心強くなった。不幻のほうが、生まれたときから最強ですが何か？　といった独特の雰囲気の持ち主なので、余計に。

　なぜか楽しそうに青の瞳を輝かせている張さんと顔を見合わせた蒼刻は、おそるおそる不幻にも問いかけてみた。

「まさか呂将軍も、孫将軍にいろいろやらされてるんですか？」

　不幻はこくりとうなずいた。

「もちろん」

「もちろん!?」

「私は……そう、主に子供相手の営業をした。皇宮の一角を借りて一日ふれ合い犬猫園を開催したり、弓でいろいろなものを射抜いてみせたり。皇都の子供はアルタン＝カン族の子供とは違って、狩かりにも格闘術にも慣れていないのには驚いたな」

「……遊牧戦闘民族と城じよう市しの住人では、ちょっと勝負にならないと思います」

　行商人ならいざしらず、皇都で生まれ育った場合、弓に限らず武器など一度も持たずに過ごす者は少なくないのだから。

　いつのまに連れこんでいたのか、どこからとり出したのか。真っ白い雪の塊かたまりみたいな猫を抱き上げながら、不幻は満足げにうなずいた。

「だが、犬猫たちの里親は見つかった。よかった」

「ここって本当に国軍ですよね。動物保護の組織じゃないですよね」

「最後まで狼の引きとり手は見つからなかった」

「本気でしょんぼりしないでください。って街中に狼なんて連れこんでるんですか!?」

「大丈夫。狼は意外と懐柔しやすい生きものだ。餌えささえあげれば犬も同然」

「狼ってそうなんですか……」

　以前、朧月から銀毛の狼みたいだと言われたことのある身としては、あまり知りたくなかった情報である。

（俺も珍獣という餌のせいで、犬っぽくなっていたりするのか？）

　ひそかに気になる。

　別に狼と呼ばれるのが好きなわけではないが、犬になったというのは弱体化したみたいで歓迎できない。

「呂将軍くらいの行事なら気合いで耐えられそうですが……俺、歌はさすがに」

「おぬし、歌っちゃえばよかろう」

「肉球見せて軽い調子で言うなよ張さん！　嫌だよ恥ずかしい！」

「──おまえさんは、ほんとに根っこがまじめで堅いよなぁ。女ができたんなら、ひと皮剝むけたっていいでしょうに」

　なぜ伯牙に本気でがっかりされなければいけないのか、理り不ふ尽じんで仕方がない。

「ま、おまえさんの売り出し方についてはさておくとしても、曹朱義と顔を合わせても喧けん嘩かするんじゃないぞ？　未来の護花七将軍が不仲だなんて噂になったら、外聞が悪い」

「別に、俺からは曹朱義に喧嘩売ったことはないんですけど」

「やっこさんはおまえを敵視してるでしょうが。まるで好敵手みたいに」

「好敵手……」

　苦りきった表情で、蒼刻は繰り返す。あまり好きにはなれない言葉だ。白虎を筆頭に、不幻と流霞もそんな後輩を気遣わしげに見ている。

　が、お年頃の武官の複雑な気持ちなど知ったことではない国軍の企画担当は、ぽんと手を打った。

「それも案だな。同年代の貴公子の好敵手！　なかなか刺激的で、噂好きな方々のツボを突く関係性かもしれないぞ」

「だからなんでも国軍の人気とりに結びつけないでくださいよ！」

「馬鹿者、俺の仕事は四し六ろく時じ中ちゆう頭ん中で案を練ってひらめきを蓄ちく積せきするのが肝かん要ようなんだからな！」

「ここって俺が怒られる場面なんですか!?」

　流霞たちもどうやら伯牙と話したいことがあるようだし、茶を一杯いただいたのでもう十分かと、蒼刻は不毛な会話に見切りをつけて立ち上がる。

　伯牙が、あっと声を上げて引き留めてきた。

「おいおい待ちなさい蒼刻」

「嫌ですよ。もう帰ります」

「双璧から伝言があったのを忘れてたんだよ。第一皇子殿下のことなんだが」

「それは一番忘れたら駄目だろ!?」

　──さすがに、振り返らないわけにはいかなかった。
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　天てん狼ろうさま、と呼ばれた気がして、丘おかの上で振り返る。

　あたりは色のない曠こう野やで、風さえも死に絶たえたかのように静かだ。視界から乾ひ涸からびていきそうなほどの景色けしきの中、黒っぽい灌かん木ぼくを蔓つる草くさなどで組み立てた墓ぼ標ひようが千ばかり、いびつな円を描くようにして並んでいる。

　だれもいない。

　孤独が心をかき削けずり、その擦すり切れた傷きず痕あとに後こう悔かいが酸のようにしみ入る。

　遺ゆい言ごんも骸むくろも、形見の品のひとつさえ、持ち帰ってやれなかった。目め醒ざめたときは黒い灰はいを塗ぬり固めたようになっていた兵士たちは、天狼がふれただけで崩れ落ち、ひと握にぎりの煤すすしか残さなかった。それすらも墓標の下に埋める前に風に紛まぎれて散ってしまった。

　祈いのりたい気持ちになったとき、

　──天狼さま

　もう一度呼ばれた気がした。

　きっとだれもいないのだろうと思いながらも、糸で引かれるように顔を向けた。

　黒い影のようなものが視界の隅をよぎったのと同時に、こめかみがずきりと疼うずき──

　いつも、そこで目が醒める。
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　黄こう華か宮きゆう。

　女によ官かんに言こと伝づてをし終えた朧ろう月げつのところに、星せい彩さいが戻ってきた。

「瑠る璃りちゃんは、どこかに気配消して隠れちゃったみたいっすね……。もともと存在感が希き薄はくな幽ゆう鬼きでしたから、隠れるのは得意みたいで」

「そう……。もう一人の、妙みように存在感は濃こゆくていい大人おとななのにかくれんぼしてる方も、また姿を消してから戻ってきていないの」

「あら朧月ちゃんったら、陰口ですか？」

　星彩が驚いたように言うのを聞きながら、朧月は周囲──まばらに女官や護ご衛えいの人影が行き交かう離宮周辺を、扉とびらの陰からうかがう。

　そして、残念そうにため息をついた。

「……などと悪口を言ったら、怒って現れないかしらと思いついたのだけれど」

「や、さすがに道どう士しさんはそこまで単純じゃないでしょ～」

「そのようね……」

　駄だ目めでもともと、と思ってこわごわ言ってみた悪口だが、完全に空から振ぶりに終わった。

「じゃ、皇おう子じ殿でん下かに魘うなされたふりでもしていただきますかね？」

「星彩、さすがにそれはちょっと……」

「不ふ謹きん慎しんでしたね。すいません」

　言いすぎたというように頭をかく星彩を伴ともない、とりあえず、もう一度天てん狼ろうの様子を見てくることにした。そろそろ着替えを終えた頃合いだろう。

　人間に餌え付づけはされたが完全には気を許していない仔こ狸だぬき、といった雰ふん囲い気きでおずおずとお邪じや魔ました朧月を、天狼はどこかほっとしたような面おも持もちで迎えてくれた。

「私も今、君を呼びに行こうかと思っていたところだ」

「わたしを……ですか？　なんの御用でしょう」

「いや──御用、というほどのこともないのだが」

　天狼は、ふいに一切の動きを止めると、きゅっと眉まゆ根ねを寄せて考えこんだ。それから、ひどくきまじめな口く調ちようで言う。

「明確な用件がないと、君は私のそばにはいづらいか」

「えッ」

　予想外の問いかけだったので、朧月はあわてて首を振った。

「わたしなどでよろしければ、おそばにおりますが……その、天狼さまのお役に立てる気がしないので──」

「ここにいてくれるだけで十分だ」

　さっと差しこむような素早さで天狼がさえぎった。

　びっくりしている朧月に気づくと、彼はどこか気まずげに言葉を足す。

「いや、自分でもなぜかはわからないが……君と話していると、なんとはなしに気持ちがゆるむ。ような気がした」

　朧月はゆるやかに瞬しばたたいた。

　あいかわらず天狼の態度には砕くだけたところがなく、本当に気持ちがゆるんでおられるのかと首をひねりたくなるが、そのように言ってもらえたことは朧月をいくらか楽にする。

（むしろお気を使わせてしまった感じもあるけれど……）

　固こ　じ辞じする気はなくなった。

「では、天狼さまの『お話し相手』として、精せい一いつ杯ぱい努めさせていただきます」

「頼む。……蒼そう刻こくもきっと、君のそういうところが気に入っているのだろうな」

　ほっとしたように言う天狼は、最後のところで奇妙にほろ苦い微笑ほほえみを浮かべた。

　すっかり蒼刻のお気に入りと思われていることに身み悶もだえしながら、朧月は改めて第一皇おう子じ殿でん下かのお部屋にお邪じや魔まする。

　──朧月の死角にたたずむ星彩が、まさか、もしや、と案じる面持ちで二人を見ていたのには気づかずに。







　部屋はすべての窓掛けが払われており、先ほど来たときとは見違えるように明るかった。

「薄暗くしているほうが瑠璃はいやすいのではと思うのだが、女官たちに、幽鬼が来るから暗くしておいてくれとは言えなくてな」

「瑠璃は、昼間も現れるのですか？」

「いや。瑠璃の声を聴くのはほとんど黄昏たそがれ時や、夜中にふと目が醒めたときだけだ。私の不眠にはあまり関係ないと思う」

　機先を制すような言い方に思えた。幽鬼とはいえ、子供のせいにしたくないという心情が見てとれる。

　思えば天狼のような、特に親密なわけでもない体格のいい男性というのは、朧月が一番苦手とする種類の人間だと言ってもいい。幽鬼ならゴツかろうが血まみれだろうが大丈夫なくせに、おかしな話だと蒼刻につっこまれたこともある。

　しかし今は天狼に絡からむ問題が気がかりなのと、同じ部屋に星彩もいてくれることが支えになって、人見知りや緊張のほうをあまり意識せずに済んだ。

「……天狼さまには、瑠璃とどのようなお話をされているのでしょうか？」

「私は子供との会話というものを心得ていないので、普通の話しかしていないな」

　……第一皇子殿下の考える「普通の話」とは一体どういうものなのかが、あまり想像がつかないところである。しかしどうも天狼は本気で「普通すぎて改めて説明するほうが難しい」と考えているようだった。

　そういえば──

「では……お話し相手として、わたしは具体的に何をすればよろしいのでしょう？」

「実は私もわからない」

　真顔で言い切られてしまい、朧月は椅い子すからずり落ちそうになった。

「すまない。女官以外に個人的に女性をそばに置くのは、私も初めてなんだ」

「寵ちよう姫きなども……」

　口に出した後で、阿あ呆ほうな質問をしかけた愚ぐに気づく。

「ぶ、不ぶ躾しつけに申し訳ありませんでした」

「君はマシなほうだ。陛へい下かは、今の私の──というか六年前の私の歳としの頃には、すでに伴はん侶りよを得て私という世よ継つぎを用意するところまでは済ませていたからな。私が伴侶どころか許嫁いいなずけすら決めないことについて、意見する者はいくらでもいた」

　と、天狼は朧月を見た。

「そういえば君と蒼刻は、寵姫のふりをして天てん祥しようの後宮に入ったとか」

「!?　ど、どなたからそのことをお聞きになったのですかッ」

「ここに完全に引きこもる前に、見舞いとやらにやってきた『第一皇子派』を名乗る某ぼう家の者だ。弟君は優秀ですが行動が奇き抜ばつでついていけません、と訴うつたえながら、私に太たい子し位いをとり戻すつもりはないのかと直ちよく截さいに訊たずねてきた」

「ッ……」

　世間話の口調のまま皇位継承問題に踏ふみこまれ、朧月は何杯も梅湯を飲んでいたのに、急に喉のどが乾ひ上あがったように錯さつ覚かくした。

「天狼さまは、なんとお答えになったのですか……？」

「私が決めることではないと言った。ついでに、弟は生まれたときからあの性格だ、十七年間も彼を見ていてまだ慣れていないのか？　と逆に質問をしてみた。しまりのない笑顔を凍こおりつかせて逃げてしまった」

「…………」

　かたり、と青せい磁じの茶ちや杯はいを皿に置く小さな音がやけに耳につく。

　今は午ひる睡ねで魘されてしまった天狼のために、白しら髪がまじりの女官が用意してくれた梅湯を一緒に飲んでいる。しばらくは、かすかな物音だけが二人の間を埋めた。

「仕事をしていたほうが気が紛まぎれるのだが、陛下にも天祥にも侍じ医いにも、少なくとも不眠を治してからにするべきだと言われてしまった」

「不眠を癒いやす薬やく湯とうなどは……」

「宮廷内の医い生せいや道士には相談して、いくつか処方はしてもらった」

　ふと星彩が耳打ちしてきた。

「さっき瑠璃を探す帰りに、女官の話を盗み聞きしたんですけど、天狼さまって六年前の太子時代から仕事中毒の気けがあったらしいですよ奥さん」

（奥さんってだれなの星彩）

　が、仕事中毒という表現はすとんと胸に落ちてきた。

　女官がそれほど足あし繁しげく通ってきているわけでもないのに、ちょっと毎日人が過ごしているとは思いがたいほど整然と片づけられた室内を見ていると、書状などに目を通している天狼の姿がおのずと目に浮かぶ。

　とそこに、庭園のほうから、きゃんという鳴き声が聞こえてきた。

「犬だ」

「……犬を飼かっておいでなのですか？」

　弟君は妙に自己主張の強いパンダを飼っているので、驚くことでもないが。

「今ここは皇こう都とでもっとも魔ま除よけのものにあふれている場所だからな」

「魔除け？」

「白びやつ虎こどのには負けるもふもふ具合の犬なのだが、ラサ・アプソという魔除けの力を持つ宮廷犬らしい。見舞いの品として、昨日天祥から送られてきた」

　張ちようさんにもふもふ度で勝負を挑いどんで勝てる犬がいたら、逆に見てみたいなどと頭の片隅で考えてしまう。

「もしかすると……黒こく烏う州からの献けん上じよう品ひんかもしれません。ラーサ法族が亡なくなった方の魂たましいが宿る犬として大切に育てる霊れい獣じゆうが、そういう名前です」

　さすがに白虎ほど稀き少しようではないが、獅し子し犬けんとも呼ばれ、黒烏州では有名だ。

　一時期はその可か愛わいらしさから山岳地帯で密猟が多発したので、異母兄あにの静せい心しんが、地元のラーサ法族たちを幽ゆう鬼き院いんに集めて対策を練ねっていたのを覚えている。もちろん朧月は話に参加したこともないが。

「君も飼ったことがあるのか？」

「はい。小さい頃に、一度だけ」

　亡き母と一緒に、真っ白い糸の塊かたまりみたいな仔犬の頃から可愛がった思い出が甦よみがえる。

「わたしは幽鬼が見える不吉な子供だと思われていたので、ラーサ法族の長おさに頼んで一頭譲ゆずってもらったそうです」

「ということは、実際には魔除けの効果はないのか」

「…………あ」

　天狼の冷静な分ぶん析せきに、朧月は動きを止めた。冷や汗が出そうになる。

　故郷ならではのものを喜び勇いさんで紹介したつもりが、大失敗だ。朧月の双そう界かいの瞳ひとみに微み塵じんも影響を及ぼさなかった時点で、可愛いだけで魔除けにはまったくならないと証明されてしまったようなものである。

　が、元より愛あい玩がん動物に頼るつもりもなかったのか、天狼は失望した様子もなく続けた。

「そういえば呂りよ将軍も、近々魔除けに猫をくれると言っていたが」

「……何か特別な種類の猫なのでしょうか？」

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんの呂不ふ幻げんはとにかく動物好きで、よるべない猫や犬を見るとついつい拾ってきてしまう癖くせがある御お方かただ。蒼刻から聞いた話では、彼の周りにはいつもさまざまな種類や容姿の猫があふれているらしい。

「狩かりのできる猫は経きよう典てんや大事な護ご符ふが鼠ねずみにかじられるのを防いでくれるので、魔除けの力を持っていると過か剰じような期待を寄せられているそうだ」

「それは……」

　もしかして大量の猫たちの里親探しに利用されてはいないか。

「おそらく引きとり手探しの口実だと思うが、今度二匹もらうことにした」

「……よろしいのですか？」

「猫がいるだけで魔除けになるのなら、この皇都で呪じゆ詛そや幽鬼がらみの問題が起きること自体がおかしくなる。私は動物が嫌いではないし、ここは私の趣味に合わせて殺さつ風ぷう景けいで、働く者たちにとっては味気ない離宮だから、そのくらいの愛あい嬌きようはあってもいい」

　とそこで、天狼は思い出したように提案した。

「獅子犬の礼の手紙を書いたら、天祥に届けてもらえるだろうか？」

「わたしですか？　構かまいませんが……ここを離れてよいのでしょうか」

「半日くらいなら問題ないだろう。私ばかりが君を独ひとり占じめしていると、弟に恨うらまれてしまうかもしれないしな」

　他愛たわいのない話をしているうちに、本当に気が楽になったのだろうか。

　めずらしく冗じよう談だんめいた言い方をして、天狼が円卓を離れる。

「今、書いてしまおう。少し待っていてくれるか？」

「わかりました」

　目顔で制されるまま、椅子の上に留とどまってうなずいた朧月を、天狼はなぜか、つかのまじっと見ていた。

　何かおかしなことを言っただろうかと当惑して朧月が首を縮ちぢめると、天狼ははっとしたように窓まど際ぎわの文ふ机づくえへと向かい──

　そして、不自然に動きを止めた。

「天狼さま？」

「……これは」

　くっきりとした眉をひそめ、天狼は文机の上を凝ぎよう視ししている。

　朧月は星彩と目を合わせると、彼に近寄ってその手元をのぞきこみ──ひゅっと息をのんだ。

　漆うるし塗ぬりの箱に整然とおさめられた、薄くてやわらかな風合いが見事な何枚もの紙。

　はらはらとめくると、そのすべてに、まるで空白を恐おそれるかのようにみっしりと文字が書きこまれているようだった。

　きれいで読みやすい字だが、こめられた情念が網もう膜まくに灼やきつきそうで怖こわくなる。

　朧月は細い声で言った。

「……瑠璃のしたことかもしれません」

「彼が書いたと？」

　こちらも几き帳ちよう面めんに片づけられた硯すずり箱ばこに、使われた様子がないことを確かめてから、朧月は天狼へと答えた。

「手で筆を握って書いたわけではないようですが……何か伝えたいことがあると、幽鬼はその強い想いだけで、現実に影響を及ぼすことがあります。地鳴りでもないのに家や調度品が揺ゆれたり、物が壊れたり、ひとりでに窓や扉が開いたりするのは、おおむね幽鬼の影響だとか。……このように、はっきりと字で表現することもあります」

　高い位置にある、深い青の瞳を見上げる。

「読んでみてもよろしいでしょうか？　経験上、瑠璃がどのような幽鬼なのか、どうしても気になってしまいまして」

「構わないが──」

「──一の皇子殿下」

　ふいに、扉の外から声が聴こえた。

　あまり大人数がいてもわずらわしくて療りよう養ようにならないという理由で、黄華宮専属の女官や小しよう童どうはごく少ない。おかげで朧月でもすぐに全員の顔を覚えられそうだった。

　現れたのはその中でも、豊かな経験から生まれる落ち着きが優ゆう雅がにすら見える女官だ。さっき梅湯を用意してくれた人である。

　白髪まじりの女官は、気き遣づかわしげに言った。

「曹そう家の若君さまから、殿下にごあいさつとお見舞いの品を献けん上じようしたいとのお申し出がありました。──いかがなさいますか？」
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　天てん狼ろうの端たん的てきな説明によれば、曹そう家の若君という人とは、歳としが近いのもあって昔はそれなりに交流していたらしい。朧ろう月げつはもちろんお邪魔などせず、瑠る璃りが残したとおぼしき紙かみ束たばを借りて、自身の部屋に引き下がった。

　星せい彩さいがやたらと安心したようにうなずいている。

「ふう。なんとかなりそうですかね」

「そうね……。わたしもこの方面ならお役に立てるかもしれないし」

「や、問題はそっちじゃないんですけど……ま、朧月ちゃんはそれでいいのかな」

「？」

　あちらはあちら、こちらはこちら。

　目の前のことから始めようと、星彩と並んで長椅子に座り、何十枚もの紙にひしめいた文章の分析を試みる。

「これ、あの子の生前の手しゆ蹟せきだとしたら、大人みたいにきれいな字を書きますねぇ」

「高度な教育を受けたのは確実でしょうね」

　一見しただけでは子供の手蹟とは思えない美しい字で、しかも書き損じや字の間違いがひとつもない。

　代わりにというか、思いつくままに書き連ねたようで似た意味の文法や文章の繰り返しが多い上に、ときどき突とつ飛ぴな具合に話が飛んでいく。

『朝に咳せきが出たので、医生が来た。お薬が来た。薬は嫌きらいだけれど、医生の白い髭ひげを引っ張るのは好きだ。母さまはぼくを心配している。ぼくは怖くない。小さい頃の、雪の日は怖かった。歩いていただけなのに、膝ひざまで埋まってしまった。雪は怖くなかった。ぼくを凍こごえさせた罰ばつで、母さまがだれかを笞むちでぶつのが怖かった。母さまはぼくを愛している。ぼくも母さまを愛している。ぼくはみんなを愛している。母さまにもみんなにも同じように幸せでいてほしい。幸せはぼくにはある。この世のすべての人にもあればいい』

　……一枚目が、これだ。

　二人とも、一枚読み終えただけでなんとなく黙だまりこんでしまった。

　星彩でさえ、口を開くまでにしばし時間を要した。

「朧月ちゃん。あたしの感想から言ってもいいですか？」

「もちろん。聞かせて」

「なんだか……あたしなんかには何も言えないところですけど、瑠璃の頭をこう、やさしく撫でてあげたくなりますね」

　朧月は紙面から友人の横顔へと視線をずらす。屈くつ託たくのない笑顔に彩いろどられていると、夏の夜空に瞬く星のような明るさを感じさせる顔立ちだが、こうして長いまつげを伏せると手た折おられそうな花の風ふ情ぜいが生まれる。

　常に何かに追い詰められているような子供の面おも影かげが、まぶたの裏に浮かぶ

（瑠璃は……）

　二枚目をめくろうとしたとき、扉の向こうから呼ぶ声を聞いた。先ほどの女官だ。

　最初にあいさつをしただけの人なので、天狼に対するときとは別の種類の緊張を抱かかえながら、朧月が応対すると。

「曹そう家の若君さまが、朧月さまにもごあいさつをしたいと仰おおせなのですが……」

「──え」

　予想外な、それでいてよく考えればそれほど唐とう突とつでもない言伝があった。
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　黄こう華か宮きゆうの客間は、ほかの部屋と同様に、ともすれば使われていない場所ではないかと心配になるほど物が少ない。花をかたどる格こう子し窓まどに、方ほう卓たくや椅子や書棚といった最低限の品はあつらえてあるが、骨こつ董とうや緞どん子すといった定番の品々を盛ることはせず、ごてごてと飾らない風景をよしとしているようだった。

　とはいえ、目の前にいる男からちっとも気をそらせないのは、その味気なさと紙かみ一ひと重えの部屋のせいにはできない。

　艶つややかな紫し檀たんの方卓を挟んで、朧ろう月げつは内心涙目でその男と向き合った。

「はじめまして、姚よう朧月どの」

「……こちらこそお初に御お目め文も字じいたします、緋ひ鷹おうさま」

　ぐずる逃げる引きこもるという選せん択たく肢しは、あたりまえだが選べなかった。

（ごあいさつだけなら、なんとか……なるといいのだけど）

　硬い動作で、緋鷹へと一礼する。

　最初に「曹そう家の若君」が天狼に逢いにきたと聞いたときは思い出しそこねたが、そういえば黒こく烏う州とは縁のある御方だった。

　三大家の一角であり、紅こう英えい州を治める刺し史しを世せ襲しゆうする曹家の若君。

　曹家は五年前に、家か畜ちくに広まった疫えき病びようのせいで苦しむ黒烏州に、多額の資金を貸してくれたことがある。

　長身で肩幅が広く、何らかの武術の心得があると思われる、すらりと鍛きたえられた身体からだつきの男だ。それでいて武人の硬派な雰ふん囲い気きはなく、かといって楊よう柳りゆうの質でもなく。身体の形に沿った上質の衣を自然に着こなした姿には、年齢よりも熟した風格があった。

　皇宮という華はなやかな場所であっても、はっと目を惹ひく美び丈じよう夫ふぶりなのだが、真しん紅くの瞳に見み据すえられると、ときめきとは断じて異なる緊張感に襲おそわれる。

　異母兄より数歳上と思われるその男の名は、曹緋鷹──

「緋鷹さん？　あ～、刺し史しさんのところにときどき来てはなんかよくわかんない話をして帰ってく、妙なお客さまですね！」

　とは星せい彩さいの感想。

　幽ゆう鬼き院いんでは、近所が何か騒さわがしかったり来客があったりすると、離れに閉じこもりきりの朧月に代わって、星彩が様子を見に行ってくれたものだ。おかげで、なにだれ知らない人なんですけどいやあああああ!!　といった悲ひ愴そう感かんまでは味わわずに済んだ。

　が。

「男前ですけど、あたしの好みじゃないんすよねぇ」

　……ちょっと微妙な情報もまた、与えられていた。

　無様なことをしたが最後、間違いなく異母兄に迷惑がかかってしまうだろうと思うと、朧月は消え入りたくなった。兄さまごめんなさい人並み以下の引きこもりで。

「兄からは何度か、あなたのお名前は聞かされたことがあります。いつも黒烏州をお引き立てくださって、ありがとうございます」

　頭こうべを垂たれながらも、心の中で勝手に落ちこんでいく引きこもりをよそに、緋鷹は見た目の印象よりも軽快な口調で言った。

「静せい心しんは私のことを、どのように言っていましたか？」

　──『何を考えているのか読めない男だ』

　異母兄はめずらしく戸惑いがちに語っていたのだが、そのままお伝えしては失礼極きわまりない。少なくとも、褒ほめ言葉ではない。

　朧月はそろえた膝の上で無意味に手を揉もみつつ、慎しん重ちように言葉を選んだ。

「その……底知れない器うつわの持ち主ぬしでいらっしゃって──ですけれど、気さくにお付き合いしてくださる個性的な御方だと」

　遠回しな表現だか噓うそっぱちだか、我われながらあいまいな口ぶりになってしまったが、幸いにも緋鷹は悪い印象は持たなかったようだ。

　納なつ得とくしたふうにうなずき、彼は嚙かんで含めるような口調で言った。

「実は俺は幽鬼院には何度もお邪魔しているのだが、静心に何度かそれとなく頼んでも、あなたに逢う許しはもらえなかった。──なに、あなたが恐きよう縮しゆくする必要はない。あのひたすら怜れい悧りな男も唯一の肉親には過か保ほ護ごなのかと、俺は微笑ましく思っていたほどでね」

「そうなのですか……」

　朧月の反応が多少鈍にぶくても構わず、まるで辣らつ腕わんの商人のように緋鷹はよどみなく話していたが、かといって彼女を無視して己おのれの弁べん舌ぜつに酔よっているのかというと、そういうわけでもなかった。

　一度見たら忘れられそうにない真紅の瞳は絶えずこちらを吟ぎん味みしているので、気を抜けるところなどありはしない。静心の異母妹いもうとというだけでこれほどの関心を寄せられるとは思えないから、天狼のそばにいる理由を探られているのだろうか？

（それとも……蒼そう刻こくさん関係？）

　劉りゆう家と曹家が、控えめに言っても仲がよくないことくらいは知っている。

（……わたしって、意外とつつかれると痛いところだらけなのかも）

　今まで自覚がなかったのを反省する。

　出された茶をひと口喫きつすると、ふいに緋鷹は切り出した。

「実は俺は──いや、私は」

　すぐに口調を改めようとした男の機先を制して、朧月は「お話ししやすいようにしてくださって構いません」と告げた。

　堂々とした容姿の男性に神しん妙みように扱われていると、田舎いなか姫風情では、逆に落ち着くことができないのだ。

「それはありがたい。では話を戻すが──俺は先日静心に、あなたを嫁よめか養女にもらえないかという提案をしたのだが、あなたは静心から何か聞いているだろうか？」

「……え？」

　唐突すぎたせいか、一周回って妙に冷静に、朧月はかぶりを振っていた。

「いえ、皇都に着いたばかりですので、兄とはまだ連絡をとっておりません」

「ま、即答で断られたので気にしないで結構だが。なんでも、あなたはすでに劉蒼刻と親しくしているとか」

　茶杯を倒しそうになった。

　まだ面と向かって「好きです」とも言えていないのですが!?　と内心悶もん絶ぜつしたが、ここは誤解を利用してしまうほうがいい気もした。

「は、はい……。やさしくしていただいております」

　恥はじらうように──演じるまでもなく、本当に恥ずかしかったので視線を落とし、ごく小さくうなずいてみせると、緋鷹はまた「ほう」と小さくつぶやいた。

「では、あなたが劉蒼刻の『花はな籃かごの君』だったのか」

「花籃の……？」

「ご存知なかったのか。これは失礼」

　どういうことだと訊ねるべきか、朧月のほうは迷っていたのだが、緋鷹はあっさり続きを口にした。むしろその先こそが本番だというように。

「劉蒼刻は以前に戦場で、右目に呪詛をかけられたことがあった。命は無事だったがしばらく寝こむはめになった。ここまではあなたもご存知だと思うが」

　緋鷹の試すかのような目配せに、朧月は反射的にうなずいていた。

　知っている。蒼刻本人から聞かされたことだ。彼の悲痛な瞳の印象とともに、忘れられるはずもない話だ。

　焦じらすように茶杯に一度ゆっくりと口をつけてから、緋鷹は続けた。

「そんな劉蒼刻が恢かい復ふくするまでの間、何者かが、季節の花を満たした可か憐れんな花籃を絶えず送りつづけていた。あの女っ気のない劉蒼刻に、詩も添えず名乗りもしないが、紛れもなく純粋で一いち途ずな想いを向けていたのが何者なのか──しばらく噂うわさになったのだが、結局正体はわからずじまいだった」

　何もかもが初めて聞く話で、朧月はどう受け止めていいかわからなかった。

　ふいに緋鷹の声が遠のいたような感覚の中で揺れ、何かにすがるように自分の手を握りながら、ひそかに視線を星彩へと向ける。

　緋鷹に声は聞こえないとしても、朧月が妙な反応をして彼に観察されることを恐れたのか、星彩は「動揺を見せちゃ駄目ですよ」と叱しつ咤たする強い目でうなずいた。

（うん……そうよね）

　蒼刻からは、自分はとっつきにくいと思われているのか友人も少なく、特に年頃の異性からは避けられている、というように聞かされていた。

　たしかに無ぶ愛あい想そうなところはあったが……深く付き合って蒼刻を知ると、意外と礼儀正しいので上官には可愛がられているし、眼光の鋭さなどの壁を越えて彼を慕したう後輩という人にさえ出逢ったことがある。

　何より、ひどく人見知りの激しい朧月自身が、蒼刻のよさを知っているのだ。

（意外と、と言ったら失礼になってしまうけれど）

　普通に、もてるのだろうか。本人にその自覚が薄いだけで。

　だとすれば、なんだかとても焦らされるのと、悔くやしいが彼を慕う「花籃の君」の気持ちが理解できてしまうのと──

「話がそれてしまったな」

　複雑な面持ちにならざるを得ない朧月を見て、緋鷹は嘲あざけるとか揶や揄ゆするとか、そういう嫌いやな反応はしなかった。

　ただ、薬の瓶びんに違う薬液を入れて反応を見るような、冷静な好奇心とでもいうべきものだけが真紅の瞳の底にうかがえる。

「ここに来た目的は、あなただったのに」

　嚙んで含めるように告げると、じわりと緋鷹の声の調子が変化した。

　どこか悠ゆう然ぜんとした物腰はそのままだったから、にわかに重みを増したように感じたのは朧月の錯さつ覚かくだったのかもしれないが。

「俺は実は、あなた個人ではなく『冥めい界かい公こう主しゆ』に興味がある。ゆえに静心には、嫁でも養女でも構わないと言った」

「…………え？」

　不意打ちの衝しよう撃げきで口元を引きつらせたきり、朧月は声も出せなくなった。

　冥界公主。

　幽鬼と交流を持ててしまう朧月は、昔そのように呼ばれ不ぶ気き味みがられていた。噂は朧月が脱・引きこもりのために蒼刻に躾しつけを開始される前後には、すでに皇都にも届いていたらしいので、黒烏州に隣接する紅英州の人である緋鷹が知っていても不思議はない。

　不思議はないのに、嫌な予感が先走るのは、冥界公主を得るためには妻と養女どちらの形でもいいと断言されたせいだ。

　同じように朧月を呼んで悪あく辣らつに嗤わらった黄こう魔まを、否いや応おうなしに思い出してしまう。

「…………」

　悪い予感に背を押されるまま、朧月はひと言も発さずに唇くちびるを引き締め、緋鷹の真紅の瞳をそろりとうかがう。

　次の瞬間、正体不明の震ふるえが全身に走る。

　緋鷹は静かに微笑んでいた。身体の中が空洞であるかのように虚きよ無む的てきな目で、そのくせ同時に何かを期待する視線を朧月にそそいで。
















　……これが彼に口く説どかれている最中であったなら、何かを渇かつ望ぼうするような貴公子の姿に乙女おとめ心のひとつも疼かせるところなのかもしれない。

　しかし朧月には、初対面の曹家の若君に何かを切望される心当たりなど毛頭ないので、本能的な警戒心から来る寒気のみに押し包まれた。

　凍りついたような沈黙を断ち切ったのは、緋鷹のほうだった。ふっと視線を外はずすと、彼はそのまま腰を上げた。

「今日のところは、あいさつだけにしておく。またお逢いしよう、冥界公主どの」

　最後に聞かされたのは、奇妙なほどに晴れやかな声。

　胸むな騒さわぎだけは依然として続いたまま、これまでのことはすべて朧月を動揺させるためだけの小芝居だったかのような心地を味わわされて、朧月は苦い味のする唾つばを飲みこんだ。
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　曹そう緋ひ鷹おうの見送りを──そのために廊ろうの片隅に控えてくれていた老武官におまかせするまでのことを、朧ろう月げつは頭のどこかが痺しびれたような心地ここちで行った。

　投げかけられた言葉がどれも濃のう厚こうな余よ韻いんを残してくれたせいで、おそらく異母兄あにに迷惑はかけずに済みそうだという小さな達成感に浸ひたる余裕さえない。緋鷹が完全に視界からいなくなった後は、ほっと息をつくと同時に虚きよ脱だつした。

　自身に与えられた部屋に戻り、糸が切れた人形のように長なが椅い子すにくたりと身を沈めた朧月のそばに、心配顔の星せい彩さいが寄り添ってくる。

「朧月ちゃん、大丈夫っすか？」

「なんとか生きてる……」

「や、それあんまり洒落しやれになってないっすよ。でもま、お疲れさまでした。あの刺史さんでも、曹緋鷹が訪ねてきた後は、めずらしくお顔に疲れの色を見せてましたからねぇ……それ考えると、朧月ちゃんにしてはがんばりましたよ」

　困り顔の幽ゆう鬼きに、小さな頃のように、よしよしと頭を撫なでられる。

　緋鷹と話したのはそう長い時間ではないが、長らく鍔つば迫ぜり合いをしていたかのように、体力も精神力もがりがりと削けずられた心地だった。

　皇帝陛へい下かに向き合ったときとは、ひと味もふた味も違う緊張疲れ。

　異母兄が緋鷹を苦手そうにしていた、という話に心の底から納なつ得とくする。

「……わたしはお茶でも飲んで元気を出しているから、星彩は天てん狼ろうさまのご様子を見てきてもらえる？」

「わっかりました。何かあったら大声を出してくださいね～」

　最近は蒼そう刻こくがさりげなくかばってくれることが多かったせいか、以前よりも発はつ揮きされる機会がだいぶ目減りしていた過か保ほ護ごぶりを見せながら、星彩がいったん姿を消す。

「ふう……」

　一人になった朧月は、緋鷹がいたときにはほとんど飲めなかった茶ちや杯はいを手にした。会話の合間を埋うめるように唇くちびるを濡ぬらす程度のことはしたが、ゆっくり味わってはいない。

　砂糖を添えて用意された薔ば薇ら茶ちやは、温かいときのほうが香りが濃厚に出るのだが、冷めた今でも十分に気持ちの安らぐ風味を残していた。

（意外と、このくらい淡あわい香りのほうが、あっさりしていていいかも）

　ほのかに甘あまい薔薇茶をぼんやりと飲み干した朧月は、ふと近づいてくる幽鬼の気配を察知して顔を上げた。

　小さな菊きくの花が浮き彫ぼりにされた扉とびらへと、物問いたげな視線を投げかける。

「色いろ惚ぼけはしていないようだな」

　壁でも天てん井じようでも自在に通り抜けられる身の上なのに、命を落としてからまだ日が浅いせいなのか、張ちよう角かくは生前そうしていたかのように扉をすり抜けてきた。

　律りち儀ぎそうに見えて妙みように微笑ほほえましいが、白しろ衣い裳しようの幽鬼は普段どおりの冷静な面おも持もちだ。

　弟で子し入りして間もない娘を見下ろす琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにも、これといった変化は見当たらない。

「ちょう──っと。いつのまに戻っていたんですか？」

　張角と呼んでしまう一歩手前で、朧月は急いで咳せき払ばらいをした。

　皇こう宮きゆう、しかも天狼の離宮で、黄こう巾きん賊ぞくの幹部の名を口にするのははばかられる。

（早くこの人に、新しい名前をつけないと）

　角かくさんという提案は、すでに全ぜん霊れいで却きやつ下かされている。

　その後はなかなかよい名が思いつかず、皇こう都とに呼ばれてからは立て続けに再会やら問題やらがあったので、完全に宙ぶらりんにしてしまっていた。自分で言いだしたことなのに悪いなと思う。

（あの子に瑠る璃りと名付けた天狼さまは、いいご趣味をなさってるわよね）

　見習いたい。本人がまるで期待していない様子だからこそ、よい名をつけたいのだ。

　そんな彼女の物思いをよそに、張角は感情の薄い声で答えた。

「元より私は、黄こう華か宮きゆうより外には出ていないぞ」

「星彩にはずいぶん捜してもらったりしたんですけど、今までどこに隠れていたんですか？」

「隠れていた、と言えばそうなるのか」

　渋しぶ々しぶの声で認めて、張角はわずかに肩をそびやかした。

「こそこそするのは性しように合わんが、私が華か天狼の前に姿をさらしても、百害あって一利なしと判断した。今後もあの男の前に顔を出す愚ぐは犯おかしたくないから、君にも私のことはないものと思っていてもらいたい。粗そ忽こつな君が私のことをうっかり話題に出さないか、多少ひやひやとさせられた」

　……やはりそうだったのか。

　彼の胸きよう中ちゆうに対する推理はほぼ的中したが、もちろん朧月は喜べない。

「そういうわけで君が華天狼と離れた隙すきを見み計はからって話をしようと戻りかけたところに、あの紅あかい男の登場だ」

「緋鷹さまは、それほど紅くないような……」

「名前と瞳ひとみ。どちらに含まれる紅も印象的だろう」

　緋鷹が去っていった方向に顔を振り向けた張角の横顔には、危き惧ぐするような、憐あわれむような、なんとも複雑な翳かげりがさしこんでいた。

　毅き然ぜんとした意思の持ち主ぬしであることを示すように、すっきりと引き締まった唇が、つかのまの沈ちん黙もくを経へて開かれる。

「私もおよそ一般的ではない場所で生まれて死んだ者だが……。この平和な世で、曹緋鷹のように異質な肌はだ触ざわりを持った人間に逢あうとは思わなかった。三大家の御おん曹ぞう司しなら暮らしに不自由などなかったはずだろうに、あの若さで妙にややこしいことになっているな」

　物言いがおおむね簡素な張角にしては、歯切れの悪い口ぶりだった。それだけ曹緋鷹が難解な人物ということか。

「異質とまで仰おつしやいますか」

「私は君と違って、凡ぼん庸ような身の上でありながら、異質なものの近くで人生の大半を過ごしてきたからな。曹緋鷹がちょっと類を見ない曲くせ者ものだということは、肌はだ感覚でわかる」

　……朧月から見れば、この理性が勝ちすぎる道どう士しも相当に「凡ぼん庸よう」の範はん疇ちゆうから外はずれているのだが、今はその点は横に置く。

　動揺とはおよそ無縁な幽鬼の声を聞いて、頭を整理するうちに、朧月の気持ちも立て直されてきた。背もたれから身を離し、きちんと膝ひざをそろえて座り直すと、朧月は暗くら闇やみの中を手で探さぐるような心地で言った。

「それでも、……緋鷹さまは普通の人間ですよね？」

「私の弟のように異い形ぎようや幽鬼に身体からだを乗っとられてはいないか、という意味ならば違う。あれはあくまでもただの人間だ」

　焦しよう点てんの遠い目を虚こ空くうに据すえ、つかのま思し案あんしていた張角だが、次に口にしたのは予想外の内容だった。

「君が劉りゆう蒼刻の過去にちらつく色いろ恋こい沙ざ汰たの影に気をとられていない点は、評価しよう」

「！　と、突然になんですか」

　前触れなく背後からくすぐられたかのように、朧月はびくっと肩を揺ゆらした。

　張角は冷ひややかな目で彼女を見下ろした。

「別に突然でもない。冥めい界かい公主と口にした件といい、あの男がなぜ君に下世話な噂うわさ話ばなしなんぞを振ったのかは一考の余地があるだろう。まあ──手当たり次第に火種を投げかけて、君の反応を確認したかっただけなのかもしれないが」

「…………」

　どこまでも冷静な分ぶん析せきに、朧月はつい気まずげに目を伏せた。

　──花はな籃かごの君。

　もちろん気になるが、緋鷹が朧月の目の前にちらつかせた話の中では重要性に乏とぼしく、行きがけの駄だ賃ちんみたいなものだと思われる。だがそう判断して頭の片隅に押しこめても、蒼刻の存在はたしかに恋しかった。

　まだ半日も離れていないはずなのに、不ふ甲が斐いないといえばまったくそのとおりだ。

（贅ぜい沢たくになって……いや、自分で思うよりも甘あまえてしまっているような……）

　語気は鋭するどいけれど、不思議と励はげみになる声。

　なにげにふれてくる大きな手。

　彼の故こ郷きようでは離れた時間を埋めるように一緒にいてくれたからなのか、ここが皇こう宮きゆうという慣れない場所だからなのか。ふっと気を抜いた刹せつ那なに、蒼刻の名を呼びたくなる衝しよう動どうにかられて仕方ない。

「ってか道士さん、いつから朧月ちゃんたちの話聞いてたんすか？」

（……ん？）

　舞い散る花びらがいつのまにか手の上にも落ちていた、といったさりげなさで、新たな声が加わってきた。

「ほぼ最初からだ。言っただろう、君たちが華天狼と離れるのを待っていたと」

「──星彩？」

　彼女こそ、いつのまに戻ってきていたのか。朧月はびっくりして振り向いた。

　どうやら天狼の部屋から最短距離をすり抜ける道を選んだらしく、星彩は朧月が背にしている壁の一角から出てきた。

　女らしい華はなやかな衣裳の星彩が、張角の隣に並ぶと、同じ幽鬼には見えない。

　──今さらだが、一人で会話しているのかと不ぶ気き味みがられては困ることに思い及び、廊ろうにだれもいないか張角に確認してもらった。

「おかえりなさい。天狼さまは大丈夫だった？」

「何事もなかったですよ。今すぐには見張りに行かなくてもいいんじゃないですかね～。瑠る璃りもいませんし、第一皇おう子じ殿でん下かってばなんか腹筋していらしたんで」

「腹筋？」

　様子見から戻ってきた張角が、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　星彩はあっけらかんと首しゆ肯こうする。

「はぁい。引きこもってると、身体がなまっちゃうからじゃないっすか？　お部屋の中で何十回も黙々とがんばっておられましたよ」

「わたしはそんな鍛たん錬れんは、一度もしたことがないわ……。さすがに皇こう統とうの方ともなると、引きこもり方が洗練されているのね」

「……まあ、たしかに君には腹筋は一回もできないだろうな」

　ここに蒼刻がいれば、「引きこもりの時点ですばらしいもへったくれもあるか」ととんちんかんな女性陣に容よう赦しやなくつっこみを入れたのかもしれないが、その方面にやる気のない張角ではこの程度である。

　笑いなど二の次、三の次の張角に、ほとんど冷れい淡たんにうながされて話を戻す。

「花籃の君はいったん置くとして、曹緋鷹は何がきっかけで『冥めい界かい公こう主しゆ』に興味を持ったのだろうな」

「しかも、嫁よめか養女にしてまで朧月ちゃんが欲しいんですよね。なんてこと」

　弓なりの眉まゆをひそめ、星彩ももやもやする胸の内を明かした。

「たとえ武官さんに出で逢あう前でも、朧月ちゃんはやらん！　と言いたいとこですが」

「君は頑がん固こ親父おやじか」

「あらやだ道士さん、あたしなんかより真剣に朧月ちゃんの頑固親父してるお兄さまが、幽ゆう鬼き院いんにいらっしゃいますのに。ま、それはさておき、本当に朧月ちゃんが欲しいなら、何してくるかわかんない不気味さがありますよねぇ、あの緋鷹って人」

「……しかも、どうして今来たのか？　という疑問もあるわね」

　朧月は両手を重ね、その指先をおとがいにあてる。

　──わからないことだらけだが、笑顔が怖こわかったところだけは緋鷹と黄こう魔まの共通点かもしれない、などと考える。

　嘲あざけりや侮ぶ蔑べつといった負の感情を向けられたわけでも、黄魔のように冷たい悪意に塗まみれているわけでもない。一見すれば完かん璧ぺきに穏おだやかな微笑みなのだが、たとえば現皇帝陛下がなにげなくこちらに向けてくれるそれとは決定的に印象が違った。

（微笑んでいても、本当に愉たのしそうではないというか……。少なくとも黄魔は、わたしや蒼刻さんを自みずから嬲なぶって楽しむ悪趣味なところがあったのに比べると、緋鷹さまはちょっと他ひ人と事ごとみたいにひんやりしてるような）

　違和感を抱いだきつつも、そのときの朧月は、曹緋鷹の独特さを表現する言葉を見つけそこねた。後になって思えば、たしかに緋鷹の笑顔には、彼の本質がほとんど示されていたのだが。

「一番ありえるのは……もう亡なくなってしまった方にお逢いしたいとか？」

「ん～。だとしたら、普通に頼めばいいだけじゃないっすか」

「そもそも、亡くなった者を恋こい慕したうだとか、そんな可か愛わいげのある男とは思えん」

　首をかしげる星彩、ざっくり斬きり捨てる張角。

　各人の「らしい」反応に和なごまされ、朧月が場違いに頰ほおをゆるめながら、肘ひじ置おきのほうに手を伸ばしたときだ。

　──兄さま。

　耳のすぐ近くで琴ことの弦げんをはじかれたように、声が響ひびいた。

（瑠璃）

　瞬時にはっとして周囲を見回したが、なぜか幽鬼二人の反応は鈍にぶい。

　彼らには聞こえないのだろうか。戸惑う間にも声は続く。

　──ごめんなさい……ごめんなさい……。

　涙に濡ぬれてかすれた声。

　胸の底を爪つめで引っかかれるような心地を味わいながら、朧月は意識を集中させるが、あの子供の存在感は感じとれない。

　繰り返される痛々しい声での謝罪に、喉のどが乾ひ上あがる感覚を覚えて唇を嚙かんだとき、指先にかさりと何かがふれたのに気づく。

　反射的に目を開けると、声はふっつりと途と絶だえていた。

　戸惑いながら視線を落とすと、右手の先に、緋鷹が来る前に一枚だけ読んでいた紙かみ束たばがあった。肘置きのすぐ隣にある腰の高さほどの小卓に、裏返して置いていたのに、無意識に指先が当たっていたらしい。

　なるほど、この紙片から瑠璃の想いが流れこんできたのかと納なつ得とくしていると。

「あの子供の幽鬼の思念が残されているのか」

　感情を抜き去った声が頭上から降ってきたので、朧月は紙束をとり落としかけた。

　視線だけで紙束を切断できそうなほど冷厳な目で、張角は朧月の手元を注視している。

「……そうです。彼が、天狼さまの部屋で書き残したものみたいで」

「本人はどこにいる？」

「や、それはわかんないんですよぅ。あたしも相当に捜しましたけど、念入りに隠れちゃってるみたいで」

「…………」

　気け圧おされた朧月の傍かたわらから星彩が答えてくれるのを聞きながら、悪く言えば殺気立っているようにも映る青年の様子に困惑していると、張角は忌いま々いましいと続けないのが不思議な表情で短くため息をついた。

「あの……お師しさま。瑠璃がどうかしましたか？」

「瑠璃？」

「ここにいる、灰かい白はく色しよくの髪かみの子供のことですよ。自分の名前を忘れてしまっているので、天狼さまは瑠璃と呼んでいるそうです」

「なるほど。──それで、あれほどに魂こん魄ぱくが安定していないのか」

　どれほどの時間か、張角は迷まよい、吟ぎん味みし、思案していた。

「あの子供が懸けん命めいに隠れているとすれば、私のせいかもしれない」

「え？」

「私は先刻に一度、あの子供を消そうとした。仕留めきれずに逃がしてしまったが」

　……衝しよう撃げき的てきな内容ではあった。

　が、あまりに想定外でわけがわからず、朧月たちは茫ぼう然ぜんとして瞬まばたきを繰り返す。

　張角は琥こ珀はく色いろの瞳の中に、一瞬、冷たい光を走らせた。

「自らの名を忘れた幽鬼は、非常に危険なものだ。魂魄の根こん幹かんが虚うつろなせいで、負ふの情念に塗まみれた悪あつ鬼きを呼び寄せ、周囲に被害を撒まき散らした例がいくつもある。今のうちに冥めい府ふに送るなり、力ずくでも消滅させるなりしないと、危害をもたらす可能性があるぞ」

「！」

　朧月は息をのんだ。星彩も若じやつ干かん引いている。

「そんな、道士さん……たしかに危険な例もあるんでしょうけど、小さい子にそんな本気にならなくたって」

「もしかして……黄華宮が凶きよう宅たくになってしまう可能性などもありますか？」

　苦笑いの星彩がとりなすのと顔を並べ、朧月はこわごわと張角に質問をぶつけた。

　凶宅とは、悪あしき幽鬼の情念や瘴しよう気きが害をなした結果、尋じん常じようではない現象が起きてしまうようになった建物のことだ。その中では空間がねじ曲げられたり時間の流れが狂くるったりして、住人を苦しめる。──以前に紅こう梅ばい宮きゆうで起きた事件のように。

「ないとは言えないな。あの子供、寿命が短かった上に何百年も昔に死んだ幽鬼のように見受けられるが、そのわりには強い想いを抱かかえているぞ」

「え。そこまで読めちゃうんですか？」

「君はわからないのか」

　驚く星彩に、それこそ意外そうに張角が眉根を寄せる。

　星彩は説明を求める目を一瞬したが、すぐにうつむき、何か悟さとったようにつぶやいた。

「……あたしは道士さんほどは、瘴気だの怨おん念ねん系の幽鬼だのに遭あってませんからねぇ」

「かもしれんな」

　浅くうなずき、張角はどこか挑いどむような口く調ちようで言い放った。

「君たちはあの幽鬼に同情か何かを寄せているようだが、私はいよいよ危あやういと見たら、即刻消滅させるぞ。邪じや魔まは許さない」

「…………」

　思いがけず厳しい表情に打たれ、朧月はこくんと息をのむ。

　幽鬼である彼が何をどうするのか想像もつかないが──とにかく、張角は瑠璃を危険物とみなし、冷静に排はい除じよしようとしている。その事実はある意味、張角と天狼の間にある複雑な因いん縁ねんと同じくらい鋭く彼女の胸を突いた。





[image: ]






　鋼こう鉄てつ宮きゆうから、天てん香こう宮きゆうへ。といっても外がい朝ちようには用はないので、貴族及び官かん僚りよう用の廊を横切って黄こう華か宮きゆうに向かうだけだ。

「お互い、姫に褒ほめてもらうのが楽しみじゃな、蒼そう刻こく」

「あんたは蒸むした布で拭ふいてもらっただけだろ、張ちようさん」

「するとしないとでは大違いじゃぞ？　見よ、この艶つや々つやとした肉球の輝き」

　孫そん将軍の執しつ務む室しつを辞する前に、仕上げと称しようして各種のお手入れを強しいられた帰りだ。

　げっそりとした蒼刻に対し、風ふ呂ろ嫌いの猫にするような扱われ方をされても、鷹おう揚ような白びやつ虎こは楽しそうだ。たしかに、行く前よりも毛け艶づやがよく見える。

「それを置いても急がねばな。姫が心配なのじゃろう？」

「……別に。あんなの下世話な噂だろ」

「気にしていないように見えて実は気にしてしまいそうなことを気にしておるな」

「無む駄だにややこしい言い方だなおい」

　双そう璧へきからの伝言とともに、孫将軍が付け加えた余計な情報。

　まあ冗じよう談だんみたいな内容で、聞いた当座は反射的に「馬ば鹿かな」と一いつ蹴しゆうしたのだが、今こうして思い返すと、胸の底にしっかりとわだかまりが残されていることに気づく。

「…………」

　あの珍ちん獣じゆうに関しては自分が狭きよう量りようになってしまうのを自覚せざるを得ない。

　蒼刻はさりげなく足を速めた。かろうじて走りださなかったのには意地と、皇宮の廊で私用のためにばたばた走る武官という構図は、決して国軍の印象によろしくないという意識が働いたせいだ。

　年下の友人の複雑な面持ちを見た張さんは、何も言わずに自然に速度をそろえる。

　そんなこんなに意識をそそいでいたせいか、蒼刻は行く手からやってくる人物に気づくのが遅れた。

「──劉りゆう蒼刻」

　その人物の声が名を呼ぶのが、行き交かう人々のざわめきを貫いて耳を打ったのと、蒼刻が相手の姿を認識したのはほとんど同時だ。あ、と声にならない声が口の中ではじける。げ、とうめかずに抑えられたのは我われながら不思議だった。

　孫将軍とは別の意味で、できれば顔を合わせたくない相手だが、ここで敵前逃亡じみた真ま似ねをするのは蒼刻の矜きよう持じが許さない。仕方なしに歩みを進めた。

「蒼刻、どうかしたか？」

「なんでもない。……いや、後で説明する」

　数瞬の間に蒼刻の顔に浮かんで消えた、ほろ苦い表情を、白虎は見み逃のがさなかった。

　とっさのごまかしを蒼刻は自ら撤回し、とりあえずこのまま進んでくれと目顔で頼む。

（なんでこんなところで逢うんだか……。噂をすれば影、ってやつか？）

　昼下がりの明るい陽ひ射ざしに洗われた渡り廊には、常に人が行き来している。これでは嫌いやでも人目につく。

　ひそかに嘆たん息そくした数秒後に、とうとう相手の顔が見える距離になった。

「劉蒼刻──」

　先ほどのは聞こえていないと思ったのだろう。相手は今一度、獣けものが敵を警けい戒かいしてうなるのを連想させる低い響ひびきで名を呼んだ。銀ぎん髪ぱつ眼がん帯たいの蒼刻も目立たないわけではないが、白虎のほうが嫌いやでも目を引くはずなのに、そちらは眼がん中ちゆうにもないらしい。

　蒼刻は渋々の視線を、護ご国こく学がく院いんでは後輩にあたる青年武官へと向けてやった。

「曹朱しゆう義ぎ。元気か？　そうか。元気でな」

「ふざけてんのか」

　あいさつとも言えない適当な単語を立て続けに発して場をごまかし、素早く立ち去ってやろうかと目もく論ろんだのに、その青年──曹朱義と来た日には、迷惑なことにすれ違いざまに蒼刻の腕をつかんできた。ちょっと痛いほどの強さだ。

　この野郎と思いながら蒼刻は振りほどき、今度こそあきらめて相手に向き直った。

「ふざけてはいねぇよ。おまえとは話すようなこともないだろうが」

「いつ皇都に戻った？」

「…………」

　話を振ってこいとだれが言った。蒼刻はかすかに頭痛を覚え、首筋を手で支える。

　朱義の目がこちらを観察するのを感じたので、仕返しのように蒼刻も相手を見た。

　曹緋ひ鷹おうの弟──曹朱義。

　背せ丈たけや体格は、蒼刻とほぼ同じくらいだ。たしか実年齢も一歳も違わない。蒼刻よりも二か月か三か月ほど後に、朱義が生まれたのだと聞いたことがある。

　長くも短くもない黒髪は全体的に赤みがかっており、特に髪先は陽に透すかすとほとんど瞳と同じ真しん紅くに見える。別に洒落者ぶって風変わりに染めたわけではなく、曹家の血筋にときどき現れる特徴だとか。悠ゆう然ぜんとした兄とは違い、激しいものを秘めた雰ふん囲い気きの持ち主だ。

　目の上すれすれに締めた飾り布のせいで眉が隠れ、光の強い双そう眸ぼうがやたらと強調されている。蒼刻が言うのもなんだが、印象が鋭えい利りで硬い。飾り布をとれば年相応か多少童顔にも見える系統なのに。
















　問いかけを無視したらしたで厄やつ介かいそうなので、蒼刻は限界まで手短に答えた。

「昨日きのう戻った」

「女連れだそうだな」

「白虎も一緒だが」

　と、傍かたわらの張さんに一瞬視線を投げかける。加えて幽鬼も二人、と言ったところで朱義には見えないのだから無意味か。

　二人ともそれなりに体格があり目つきが悪いせいで、武官同士の会話ではなく、ならず者の小こ競ぜり合いじみた剣けん吞のんな空気がただよっているのだろう。廊の端で向き合う蒼刻たちを、通りすがりの者たちは引きながらも好奇心を隠せない顔でうかがっている。

（……俺と朱義なら、どっちが近寄りがたいんだろうな）

　現実逃とう避ひぎみな思考の中にふと浮かんだのは、初対面のときの箱入り珍ちん獣じゆう。

　独占欲が邪じや魔ましたわけではないが、あの人見知りで怖がりの娘が、曹朱義になつく様は想像できなかった。蒼刻自身、よく俺についてきたなと思ってしまうほどなのだ。

　顔が見たいなと、ふいに欲求がこみ上げる。

　殺気を隠さない朧ろう月げつの異母兄に、首から下には必要以上にふれるなと禁じられているのは世せ知ち辛がらいが、逢って情なさけない表情を肴さかなに馬鹿馬鹿しいやりとりをするだけでも、なんとなく気持ちがくつろぐのだ。

　……朱義が怪け訝げんそうに眉をひそめたので、蒼刻はゆるみかけた頰を急いで引き締めた。

　惚気のろけじみた思考まで見抜いたわけではないだろうが、朱義は鍔つば型がたの眼帯をにらみつけると苛いら立だたしげに言った。

「黄こう巾きん賊ぞくの件は片がついたのに、右目の呪じゆ詛そはとうとう完治しなかったのか」

「残念だがな」

　言葉に反して憂うれいのない、さらりとした声で蒼刻は嘯うそぶいた。

「だが、視力に問題はない。色違いの目をさらしていると無む闇やみに驚かれたりするのが面倒だから、つけたままにしているだけだ」

「どうせ女の前でだけ外して悦えつに入いってるんだろ？」

　荒々しさを内包した声に、露ろ骨こつに絡からんでくる口調。

　挑発されているのだと馬鹿でもわかるが、あのほよほよした娘の前でだけ眼帯をとるのがまんざらではないのは事実なので、蒼刻は妙なばつの悪さに朱義から目をそらしてしまった。視界の端では、蒼刻の本ほん音ねを察したらしい白虎が、うつむいて噴き出すのをこらえている。

　そんな微妙な反応に、朱義は何か誤解したらしい。

　音高く舌打ちしたかと思うと、やおら蒼刻の胸むな倉ぐらを鷲わしづかみにした。今度は先ほどよりも振り払うのに手間がかかった。

「とっとと完治させろ──いや、不自由がないってんなら完治してなくてもいい。俺との仕合をやり直せ」

「……あの手合わせのことを言ってるなら、おまえの勝ちだっただろ？」

　やはりそれがわだかまりだったのかと、蒼刻はため息まじりにとりなすが、朱義の瞳に炎ほのおのように揺らめく怒ど気きは一向に鎮しずまる気配がない。

「戦友を亡くした上に呪詛にまで悩まされてた直後のあんたに勝ったところで、なんの意味がある？　あんな病やまいで瀕ひん死しの豚ぶたを蹴け飛とばすよりも不ふ愉ゆ快かいな仕し合あいはなかったぞ」

（ああ、あいかわらず豚が嫌きらいなのか）

　朱義がこちらに突き刺した視線が、いっそう鋭さを増すのを感じながら、蒼刻はどうでもいいことを思い出す。

　豚肉が嫌いで牛肉が好き。料理で出されても豚肉は絶対に食べない。

　そんな朱義の情報を、彼に毛嫌いされる蒼刻が持っているのは、三大家の御おん曹ぞう司しで歳も近い二人を、しきりに好敵手扱いして騒さわぐ声が昔から多いせいだ。噂や醜しゆう聞ぶんの類たぐいにひどくうとい蒼刻の耳にまで入るほどに。

「次は俺が勝つ。逃げるんじゃねえぞ、豚野郎」

「……わかったよ」

　ため息まじりに告げれば、朱義は勝手に不ふ機き嫌げんになったまま背を向けた。

　蒼刻と比較されるのは向こうも辟へき易えきしているのか、こうして顔を合わせるたびに、日頃溜ためた苛立ちをぶつけるような真似をされる。面と向かって豚野郎だの寝起きの豚だのと罵ののしられるのに、妙な慣れが生まれてしまったほどだ。

　最初はさすがにかちんと来たが、今では「また出たぞ豚」程度には悟っている。

「──あやつが曹朱義か」

　遠のいていく朱義の背中を見送りながら、白虎がにやりと口の端をゆがめた。

「女によ官かんの噂で聞いてはいたが、本物は儂わしの予想以上に愉ゆ快かいな若者じゃのう」

「あれのどこが愉快なんだよ」

「ほう。おぬしには、苦手意識でもあるようじゃな」

「苦手というより、ひたすら面倒だ」

　蒼刻が勝てずに歯嚙みする相手は兄の戴たい青せいくらいなものだし、朱義にしたって、戦い方がまるで異なる蒼刻と比べられるのを本当は鬱うつ陶とうしく思っているはずなのだ。

　刀が主体の蒼刻に対して、朱義は一いつ槍そう一いつ刀とうという変則的な二刀流。

　たしかに何度か手合わせはしているが、勝負は時の運（ただし兄を除く）という悟さとりじみた感覚を持つ蒼刻にとっては、身近な味方との勝ち負けにこだわる意味があまりない。

　が、あっさりと割り切った蒼刻とは対照的に、朱義のほうは負けず嫌いの性質が出てしまうらしい。……最初の手合わせで結構な目に遭わせた影響もあるのかもしれないが。

　白虎の薄青い双そう眸ぼうが、意味ありげに光る。

「太たい子し殿下にもつっこみを入れるおぬしにしては、煮え切らないのう。喧けん嘩かを売られたらその場で買って手加減せずに殴なぐり飛ばしてお終しまいにするのが、おぬしの性分だとばかり思っていたのだが」

「野や次じ馬うまみたいな目で見るなよ」

「野や次じ虎とらじゃ」

「それ別にうまいこと言えてねえからな？　しかもなんなんだその暴力主義は。俺はあの横暴兄貴とは違うぞ。それにあいつは──」

　周りの者は、劉家とはあまり折り合いのよくない曹家の二男だからだと武術の腕前が拮きつ抗こうしているからだとか豚呼ばわりが不愉快だとか邪じや推すいし、蒼刻も訂正するのが面倒なので聞き流しているが、実はそうではない。

「──あいつ、迅じんにどことなく似てる気がするんだよな。そこがやりづらい」

　戦友の名を、今は苦しくならずに呼べる。そのことに静かな感かん慨がいを覚えながら、蒼刻はしばしの間、遠い目をした。

　生前の迅は暑苦しさと紙かみ一ひと重えの世話焼きで、最初は蒼刻の兄の無茶苦茶な強さへの興味から、蒼刻に絡んできた口だった。やたらと気さくで、軽快に手合わせもした。

　……それに比べると朱義は刺とげ々とげしいわ面倒くさい絡み方をしてくるわで、一見するとまったく似ていないのに、不思議なものだ。

　うまく説明できないから余計に、苦手意識ばかりを強く感じるのかもしれないけれど。
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　黄こう華か宮きゆう。

　朧ろう月げつに割り当てられた一室に、蒼そう刻こくが顔を出すと──

「そうですか……はい、わかります。つらいですよね、運動神経がないのは。わたしも何もないところで転んでしまうことが、今でも多々ありまして……わたしの歩き方ではなく地面がゆがんでいるのだと思えば、幸せになれるのでしょうかね？」

　話し声が聞こえた。

　邪魔をしないよう音を立てずに扉を押し開けると、部屋の片隅に向かって、朧月が世間話らしきものをしていた。

　黒くろ蜜みつの流れのような長い髪におおわれた小さな背中と、その隣にたたずむ美女の幽鬼は確認できたが、話し相手の姿は目をすがめても見えない。

　朧月の双そう界かいの瞳の影響を受けて、蒼刻も幽鬼を認識する力が強化されたとはいえ、彼女には到とう底てい及ばない。朧月には見えても蒼刻には見えない、ということも時にはあるのだ。

　星せい彩さいに肩をつつかれた朧月がこちらを振り返り、表情をぱっと明るくさせた。

「蒼刻さん、おかえりなさいませ」

「？　いいのか」

　餌え付づけされた仔こ狸だぬきのように一いち途ずに近づいてくる娘に、蒼刻はやや戸惑う。

　話の相手をなんの断りもせずに放置するのは、老ろう若にやく男なん女によ問わず腰が低すぎる彼女らしくもない無ぶ作さ法ほうだ。

「何がです？」

「俺には見えないが、幽鬼と話してる最中じゃないのか」

「いいえ。ここには星せい彩さい以外の幽鬼はおりませんよ」

「今だれと話してたんだよ!?」

　蒼刻が眉根を寄せて言うと、朧月は照れくさそうに指先で頰を押さえた。

「今のは、瑠る璃りが現れてくれたときのための練習です。なかなか姿を現してくれませんので、発見したら緊張せずにお話しできるようにしておかないと、と思いまして……」

「おまえ、幽鬼相手なら人見知りしないんじゃなかったのか」

「たしかに普段は、すでに亡くなっておいでなので、人見知りはしなくて済むのですが」

「ので、と言われても、人見知りしない理由としては意味不明だがな」

「今度は逃げられてしまわないように、慎しん重ちように……などと考えると、じんわり緊張してしまうわけです」

「……面倒くささだけは安定してる珍獣だな」

　いろいろな意味で気が抜けてしまい、朱しゆう義ぎとの面倒くさい一幕の余韻が、完全に頭から吹っ飛んだ蒼刻であった。

　逢ったらあれがしたいこれがしたいという案も抱えてきたはずなのに、予想外のボケをかましてくれたせいで全部忘れた。……さすがに、孫そん将軍からもたらされた気がかりな情報のことは忘れていなかったが。

　窓まど際ぎわに置かれた長椅子に珍獣を手招きして腰を下ろすと、蒼刻は切り出した。

「朧月」

「はい」

「天てん狼ろうさまは──……」

　が、そこで妙に馬鹿馬鹿しくなった。

　こちらを一心に見上げてくる、澄すんだ翡翠色の瞳を深くのぞきこんだら、霧きりが晴れるかのように質問したい気持ちがどこかに流れて消えたのだ。

　──『第一皇子殿下は昔から、黒髪の女性が好みだという噂がある』

　孫将軍はそう言った。女っ気のなかった蒼刻が好んで仔狸を連れ回していることへの揶や揄ゆの延長、といった気持ちで口をついたのだろうか。

　天てん祥しようがたしかに珍獣好みなせいもあって、天狼まで朧月を気に入ったら……と危あやぶんでしまったが、短たん絡らく的てきだったなと今なら思う。

　そんな蒼刻の葛かつ藤とうと自己解決はつゆ知らず、朧月は天狼の名にふとまつげを伏せた。

「天狼さまでしたら、今は侍じ医いの方とお話しされています。午睡ひるねのときに悪い夢で魘うなされていらしたのですが、それを相談なさっているのかもしれませんね……」

「なに？　魘されてた？」

　朧月のほうから天狼との間にあったことを詳細に説明しはじめたので、蒼刻は意気地のない心配をする気が完全に失うせた。

　天狼が朧月に気を使われてまんざらでもなさそうなのには多少落ち着かない気分にさせられたものの、その後に六年前のことで魘されるほど悩んでいると聞かされるに至いたって、つまらぬ理由でやきもきしている場合ではないと悟った。

「で、瑠璃の記憶が視みえたのか」

「断片的に、しかもほんの少しですが……。思い出せる限り、絵に描いておきました」

「おお。姫はあいかわらず絵が上手じようずじゃのう」

　長椅子のそばで恋人と一緒にだれていた張ちようさんが、首を伸ばして朧月の手元をのぞきこんでくる。白虎は頭部が大きいので至近距離から妙に圧あつ迫ぱく感かんを感じながら、蒼刻も五枚ほどの絵とその近くの走り書きに目を通した。

　灰白色の髪をした、身分の高そうな佳か人じんには「母さま？」と。

　真しん鍮ちゆう色の髪の少年のほうには「兄さま？」などと、朧月の手しゆ蹟せきで補足がある。

「瑠璃は天狼さまのそばか？」

「いえ、一度消えてから見つかっていません。お師さまが、天狼さまの周辺をひそかに見張っておくと言っていましたが……」

「あいつが？」

　──張ちよう角かく関係の話も、地味に面倒なことばかりだった。国軍の方針としては張角の弟たちの助命を目指しているという蒼刻の報告には、朧月と星彩もほっと胸を撫で下ろしていたが。

　しかも。

「曹そう緋ひ鷹おうまで現れたのか!?」

　嫁と養女のくだりには反射的に「ああ!?」と柄がらの悪い声を発してしまったが、玄げん静せい心しんがきっぱり断ったそうなので溜りゆう飲いんを下げた。

　妹馬鹿も時として頼りになるなと思いつつ、長椅子にもたれた娘の、虚きよ脱だつしかけた横顔を見下ろす。やはり疲れているようだ。

「今日のおまえは盛りだくさんだったな」

「はい……蒼刻さんのご実家で立て続けにご家族の方にお逢いしたときは、緊張はしてもそれ以上にうれしかったのですが、今回は全然違いました。疲れました帰りたい……」

「一気に言うな」

　とはいえ引きこもりには結構な負担だったはずなので、よくがんばったなと小さな頭を撫でてはやった。

　たいへん圧迫感のあった初対面の一部始終を聞かされる間に、蒼刻の眉み間けんのしわは次第に深くなっていった。特に、緋鷹が冥界公主に興味を示すくだりは聞き捨てならない。

「黒こく烏う州でわたしが一時期そう呼ばれていたのを耳にしただけ、という可能性も当然ありますが……」

　根が暗いから、そう楽観もできないのだろう。朧月は目を伏せた。

「黄こう魔まにとても意味ありげにそう呼ばれながら嫌なことをされた記憶が甦よみがえるせいでしょうか、今では冥界公主と聞いただけでも拒否反応と引きこもりたい衝動がむくむくと」

「引きこもりたい衝動だけなら年中全開にしてるだろ」

「そんな身も蓋ふたもない」

　苦笑いに似た表情を浮かべた朧月は、ふと瞬まばたきをした。

「そういえば……やはり蒼刻さんも、緋鷹さまとは面識があるのですか？」

「なぜそう思った？」

「たった今思い出したのですが──九く還かん門もんで、緋鷹さまをお見かけしましたよね？　そのときの蒼刻さんは、何か思うところがある様子だったなと」

「おまえは変なところで勘かんが鋭いな」

「変なところではなく、蒼刻さんのことだから敏びん感かんになってしまうだけです」

「…………」

　ずいぶんな殺し文句だが、惜おしむらくは朧月本人に恥はじらいのかけらもないことだ。この珍獣は蒼刻を落とすつもりではなく、素で今の科白せりふを口にしている。

　無意識に口元を隠し、蒼刻はほとんど独ひとり言ごとのようにぼやいた。

「ほんと、天然でやってくれるよな」

「はい？」

「気にするな。──緋鷹のことだが、俺は何度か話をしたことがある程度だ」

「……俺は？」

「ああ。うちの暴力兄貴が、緋鷹や天狼さまとは歳としが近いから、俺ぐらいの歳の頃には学友めいた真ま似ねもしたことがあるそうだ。あの馬鹿兄貴はなぜかそういう話をあまりしたがらなかったから、俺も三人の関係について詳しくは知らないけどな」

　──朧月はそこで、以前に出逢った劉家長ちよう子しについて想いを馳はせた。

　蒼刻の兄・戴たい青せいは蒼刻とはまったく似ていない個性派で、今はどこの空の下にいるのかもわからない流る浪ろう人にんである。

　天狼と緋鷹、そして蒼刻の兄の戴青。

　たしかに歳の頃は近いのだが、どういう会話をするのかまったく想像がつかない。

　緋鷹は表面的にはそつなくなんでもこなしそうだが、少なくとも戴青と天狼には共通点はないように思える。

　隣から小さなため息の音が聴こえたので、朧月は現実に返った。

「俺個人としては、初対面のときに、鼻息に色気があるとか言われたくらいだな」

「え」

　嫌そうに眉をひそめて言う蒼刻に、朧月は目をぱちくりさせた。

「逆に詳細を聞きたくて仕方なくなる煽あおりですが……。一体どういった話の流れで、そのような指摘をされる羽は目めになるのでしょう？」

「流れも何も、世間話に適当にあいづち打ってたら突然それだ。意味不明だろ？」

　──『おまえは息遣いに独特の艶気がある。それを活いかした話法を身につければ、男も女も思いのままに誑たぶらかせるぞ』

　特に揶や揄ゆするわけでもなく、そう助言されたそうだ。異性からでも微妙だが、同性から指摘されたら思考停止しそうな内容である。

　当時の困惑を思い出したのか、蒼刻は焦点を遠くした目をすがめる。

　なんとも居心地の悪そうな表情だが、普段は見られない顔をすぐそばで見られるのが妙にうれしくて、不用意に頰がゆるみそうになった。

「ただ、緋鷹本人は俺をおちょくってる様子じゃなかったんだよな。だから最初は『何言ってんだこいつ』と引いたが、だんだん『こいつこんな面倒な会話をするんじゃ友達いないだろうな』と思えてきた。ま、俺に言われたくはないだろうが」

　銀髪をかき乱しながら言う蒼刻も、同年代の間では孤立ぎみで友人があまりいない。

　やはり幽鬼以外の知り合いや友人の少なさで張り合える朧月は、その点にはふれずにおいた。

「それにしても……わたしの予想とは、ずいぶん違う出逢いだったのですね」

「どんなのを予想したんだ？」

「兄さまと蒼刻さんのように、友好的ではなかったのかな、と」

「玄静心の殺気しかないあれを『友好的ではない』程度で片づけるって、おまえも兄には甘いな……」

「桃ももまんの皮に包んだ表現にしたつもりでした」

「皮が分ぶ厚あつすぎるわ」

　蒼刻はため息をついた。

「玄静心を相手にするほうがマシかもな。相手があれほど謎なぞだと険けん悪あくにもなれない。今でも顔を合わせると向こうから話しかけてくるんだが、どうも苦手だ。俺は曹家の兄弟きようだいとは相性が悪いらしい」

　──兄弟？

「緋鷹さまにはご兄弟がいらっしゃるのですか」

「弟だ。曹朱義。俺より数か月年下」

「…………」

　単語の連発に近い説明の仕方はどう見てもやっつけ仕事のようで、これは何かあるなと察した朧月は、いつものように敷物の上で星彩とべたついている白虎に視線を移した。

　聡さとい白虎はすぐに気づいて朧月と視線を合わせると、意味ありげな笑みを浮かべて、白銀の毛並みが見事な肩をそびやかした。……どうやら蒼刻にとっては因縁の相手らしいと解釈する。

（蒼刻さんとほぼ同い年……。どんな御お方かたなのかしら）

　あいかわらず曹緋鷹の人となりは読めない部分が多すぎるが、弟がいたり突とつ拍ぴよう子しもない発言は朧月相手に限ったことではないとわかれば、少しだけ恐おそれが和やわらぐ。少なくとも、緋鷹は普通に生活している人間だ。黄魔とは違う。

　……その緋鷹が口にした「花はな籃かごの君」のことは、事前に星彩と話して気持ちを整理した上で決めたとおり、今は胸の裡うちにしまっておいた。
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　互いの報告が一段落してひと息つくと、戻ってきた蒼そう刻こくに茶も出していなかったことに朧ろう月げつは気づかされた。そこに折りよく肉球まんじゅうという謎なぞのおみやげを渡される。

　客人待たい遇ぐうとはいえ女官に天てん狼ろうの絡まない雑事をお願いするのは気が引けるが、さりとて勝手のわからない厨ちゆう房ぼうにも踏ふみこみづらい。常時黄こう華か宮きゆうに詰めている女官は三人しかおらず、顔はすんなり覚えたので、どなたが一番頼みやすいかなと考えていると、廊から低い美声で「開けてくれぬか」と呼びかけられた。

　たいへん器用なことに、頭に載のせた盆で茶器や肉球まんじゅうを運んできた張ちようさんだった。

「お茶を頼みに行ったら、軽食まで支し度たくしてくれた。ここの女官は気働きがあるのう」

「まあ……。ありがとうございます、このようなことまで」

「なに、蒼刻と姫の邪魔をするのは忍びなくてな。儂と我わが姫でおもむいたのじゃ」

「張さんったら、もうここの女官さんにもふらせてるんですよ？　けしからんですよねぇ」

　盆を円卓に置いた星せい彩さいが、浮気は許しませんよと半なかば悪ふざけの口ぶりで言って、白虎の頰をやんわりと揉もむ。

　おかげでありがたく部屋を出ることなく一服させていただいた朧月は、蒼刻が茉莉花ジヤスミン茶ちやを一杯飲み終えるのを見計らって声をかけた。

「あの……蒼刻さん」

「なんだ？」

「少しの間、じっとしていただけますか？　できれば目を閉じて腕は組んで」

「こうか？　まるで木ミ乃イ伊ラみたいな格かつ好こうだな」

「あ、木乃伊みたいにじっとしていてくださると最高です」

「木乃伊は動かないっつか、完全に死んで乾燥してんだよ」

　律りち儀ぎにつっこみながらも、蒼刻は思いのほか素直に目を閉じてくれた。

　……寝顔はどこか年相応で微笑ましいのだ。こうして静かに瞑めい目もくした青年は、鞘さやに納められた名刀のような澄んだ清潔さや硬質さを強く感じさせる。

　やはりかっこいい方だなあと改めて感動しつつ、朧月は彼が肘の上になにげなく置いている手に、そっと指先でふれた。

　蒼刻はわずかに眉根を寄せただけで抵抗はしないので、朧月は自分の両手で彼のそれを握にぎると、撫でるように指先をわずかに動かした。

　いつでも彼女をたやすくつまみ上げてしまう手は温かく乾いていて、男らしい力強さや彼が鍛たん錬れんしてきた時間を感じさせる。意外とすべすべした肌触りで、かすかに茉莉花に似た香りがするのに、朧月はちょっと首をひねる。

　そんなところは見たこともないが、香油でも塗っているのだろうか……。

（あ。……まさか、花籃の君──）

「おい」

　突然に、何かたまりかねたように蒼刻が目を開けたので、朧月は固まった。

「なんなんだこれは。新手の拷ごう問もんか？」

「えッ」

　驚いて手を引っこめ、相手の予想外の反応に驚きながら、あわあわと眉まゆ尻じりを下げる。

「申し訳ございません。くすぐったかったですか？」

「そういう意味じゃねえよ。……俺がまじめに玄げん静せい心しんの言いつけを守って節制してるってのに、おまえが挑発してどうすんだ」

「わたしは別に、勝てない喧嘩を売る趣味はないのですが……」

「その意味の挑発と違うわ。おまえからべたべたされたら理性が飛ぶっつってんだ」

「な」

　べたべたなんて！　手を握っただけなのに！　と主張したいところだったが。

「役割が逆だったら、おまえ絶対に俺よりずっと派は手でに騒いだだろ？」

「…………ごもっともです」

　非常に的確な指摘に、今さらながら相当に恥ずかしいことをしてしまったのだと自覚させられ、顔が熱くなる。朧月は両手で頰を押さえた。……彼が鋼こう鉄てつ宮きゆうに行っている間にいろいろとあって参ったから、蒼刻さん補ほ充じゆうをしたいなあと思いついただけなのに。

（思えばその発想自体が……結構アレだったわ……）

　──思いがけない自分の大胆さに自分で驚いて混乱している朧月の赤い顔と、もどかしく撫でられた手を見下ろして、蒼刻が複雑な面持ちで「孫そん将軍に手入れしてもらっといてよかったのか……？」と小さくぼやいたのは、幸か不幸か彼女には聞こえなかった。

「そ、……それはさておき、ありがとうございました。これで気合いが補充されました。これから天てん狼ろうさまにお逢いしてこようと思います」

「天狼さま？」

「はい。そろそろ侍医の方もお帰りになったでしょうし、先ほどお師さまから不眠にきく護ご符ふの作り方を教わったので、提案してみようかなと」

「……おまえ、やる気はあるんだな。あいつも、わかりづらいが」

「ですね」

　名前を出さなくても理解できた。姿を隠しながら天狼を慮おもんぱかる、張ちよう角かくのことだ。

　やられる前にやれという合理主義なのは多少厄介だが、瑠る璃りに対して容赦がないのも、彼のわかりづらいやさしさと言い換えられなくもない。本人はもう一度死ぬほど嫌がりそうだけれど。

「天狼さまのためにも、蒼刻さんを娶めとるためにもがんばりたいのです」

「？　どういうことだ」

「蒼刻さんのご実家で温かく歓迎していただいて、すてきなご家族にもお逢いしてから、考えたんです。……こんな善よい方たちに大事に愛されて育った方なのだから、わたしは蒼刻さんとともにいるのにふさわしい人間にならないと、ご家族に申し訳が立たないなと」

「……へえ」

　まぶしそうに蒼刻が目を細めるのに、朧月ははっきりとうなずいた。

「そういうわけで、紅こう梅ばい宮きゆうの事件では湘しよう雲うん公主さまを、そして今度は第一皇子殿下をお助けした、あの！　黒こく烏う州刺し史しの妹の引きこもりです！　と胸を張れる肩書も得られたら一いつ石せき二に鳥ちようだなあという下心を抱いてきた次第」

「前半かっこよかったのに、引きこもり要素を入れて胸を張るなよ。そこは抜け」

　一気に白しらけた顔になった蒼刻に、額ひたいをこづかれた。

「そこを抜いたら、わたしはただの後ろ向きの小娘ですゆえ……」

「後ろ向きで引きこもりな小娘のほうが倍は駄だ目めじゃねえか」

「前向きなら引きこもりませんよ」

「屁へ理り屈くつこねてる場合か。躾しつけだこの野郎」

「ひゃー」

「──って張さん、星彩、どうした？」

　朧月の頰や頭をわしゃわしゃ揉みながら、蒼刻がふと意外そうな声を上げる。

　え、と思った朧月が顔を上げると、敷物と同化してしまったかのように横たわって動かない白虎と友人の姿があった。

　と、おもむろに張さんが首をもたげる。まさに敵の接近に気づいた虎の動きである。

「むう。供く物もつで身体が温かくなったので、すっかり熟じゆく睡すいしてしまったのう」

「あたしも右に同じっす。よく寝ちゃいましたぁ」

「妙にじっとしてるから、何事だと思っただろ……。紛まぎらわしいな」

　蒼刻がぼやくのに、星彩が唇を尖とがらせると、めずらしくきっぱりと抗議した。

「いや、そちらさんにあきれられたくないですよ～。徐々に大胆になってません？　武官さんだけじゃなくて朧月ちゃんまで。あたしたちも日に日に『見ないふり』の技能を上げてるのに追いつきませんよぅ」

「…………」

　ぐうの音も出ず、朧月は蒼刻と肩を並べて反省したようにうつむいた。

「──めずらしく教育的指導が入ったのか」

　そこにふと、頭上から冷水を浴あびせるような声が落ちてくる。

　はっとして振り仰げば、案あんの定じよう、白衣裳の幽鬼が忽こつ然ぜんと現れていた。

「お師さま。あ、天狼さまに何かありましたか？」

「侍医が去ってからは、別段、何もない。今、あの男は手紙を書いている。顔に似合わず意外と癖くせ字じだな」

　……その情報はあまり欲しくなかった。朧月は思わず半はん眼がんになる。

「あの……あなたは天狼さまとは──」

「あの男の前に姿をさらすような愚を、私が犯おかすと思うのか？」

　持ち前の皮肉っぽさを、最大限に発揮した言い方だった。琥珀色の瞳には感情を強いて削そぎ落とした静けさだけがある。

　二人の交わりそうにない関係を改めて思い知らされた気がして、思わず言葉をなくした朧月たちに、張角はひたすら事務的に告げた。

「それより、玄静心が訪ねてきているぞ。君たちに用があるんだろう」

　──朧月たちの元に、来客を告げる女官が現れたのは、そのすぐ後である。
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　黄こう華か宮きゆうの接客用の部屋は、天てん狼ろうをはじめ住人が寝起きする正せい殿でんに隣接した、秀しゆう玉ぎよく軒けんという名の建物に用意されている。壁で隔へだてられた三間のうちのひとつは、女官たちが茶や食事の支度をする場で、今も専属の三人のうち一人がてきぱきと働いていた。

　蒼そう刻こくが朧ろう月げつたちを引き連れて顔を出したときには、静せい心しんは出された薔薇茶を半分ほど飲み終えたところだった。

　艶つややかな黒髪、氷の瞳。

　……平素は、黒髪以外には異母妹いもうとと似たところが見当たらない青年刺史だが、今のやや青白くて疲れが浮いた表情は、端整な顔立ちを繊せん細さいな翳りで飾っており、朧月の憂うれい顔と印象がきれいに重なる。

「久しぶり──というほどでもないか。元気か？」

「問題ない。貴き殿でんが元気そうで失望したが」

　声をかけると、静心はたちどころに跳はね返すような口調で言った。

　小心者で頼りない異母妹とは違い、彼の冷静な物腰はいつもと変わりない。

　見た目の華きや奢しやな印象に反して肝きもが据すわった強敵だと、蒼刻は改めて実感させられた。

「瀕死でいろってのか」

「虫の息ならば好都合。それならば私の腕でも、未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまに止とどめを刺せる」

　……殺意もあいかわらずだった。

　同じ円卓につく前から、ぽんぽんと物騒な言葉を投げ合う二人の間で、朧月が気の毒なくらい青ざめている。

「だったら、俺が死にかけてるときにでも出直してくれ」

「私は貴殿に用はあるが、貴殿に会うのに労力などかけたくはない。刺史の仕事も忙しいのでな。よって死んでくれ」

「いきなりかよ！」

「間違えた。話だけでも聞いてもらいたい」

「間違えたって絶対に噓うそだろ!?」

　殺さつ伐ばつとした掛け合いをさすがに見かねたのか、星せい彩さいが「まあまあ落ち着いてくださいよ刺史さん」と静心の肩などを揉みはじめた。

「お忙しいのに黒こく烏う州から出てらしたのは、武官さんに喧嘩売るためじゃないでしょ？」

「星彩。おまえは本当に軽薄なようでいて計算高い女だな」

「やだ、褒められちゃった★」

　……白しら々じらしいほどに浮かれたノリで星彩は笑うが、おかげで剣吞とした空気の大半が霧む散さんしたのも事実だった。静心の言うとおり、これをきっちり計算して行動していそうなのが、この美しい幽鬼が胸とお色気とお茶目だけの存在ではないと実感させる。

　白虎も巧たくみにその流れに乗り、気さくな口ぶりで静心へと語りかけた。

「まだ旅の疲れもあるだろうが、おぬしも用件は手早く済ませたい性分じゃろう？　さ、薔薇茶でも飲みながら、平和的に話してはくれぬか。こちらも存外にいろいろな動向が目白押しなのでな。報告し合おうではないか」

「…………」

　張ちようさんの独特の低い美声が頭の芯しんにしみたかのように、つかのま目を伏せて。

　やや切り口上にも聴こえる口ぶりで、静心は話を始めた。

「曹そう緋ひ鷹おうとは、すでに話をしたのだろう」

「朧月がな」

　異母妹と蒼刻、ついでに星彩と張さんの顔まで順繰りに見渡して、ほぼ同じ情報を共有していることを察すると、静心はほろ苦いため息をついた。

　改めて蒼刻を見み据すえた瞳には、何事かをすでに決意してきた者の強い光がある。

「貴殿には我が妹と、名目だけの表向きだけの仮かり初そめの実態は伴ともなわない婚約をしてもらえないかと思っている」

「……なんだって？」

　動転して茶にむせた朧月の隣の席で、蒼刻はとっさに身み構がまえる。

　朧月との婚約という、彼女の過保護な異母兄なら空から槍やりが降ってきても絶対に口にしないような言葉に、驚くよりも先に強烈な疑いを持って周囲をきょろきょろと見回す。

「本当に玄げん静心か？　実は天てん祥しようさまの命で変装した走そう影えいで、ひと芝居打って俺をからかおうとしているんじゃないのか」

　静心が白けた顔になった。

「貴殿は一体、太子殿下とどういう交流の仕方をしているのだ」

「……友人であり忠臣でもありたいと思ってるんだが、俺の考える友情とあちらの考える楽しい関係の定義がずいぶん違ってて困ってる」

「同情はしないぞ」

　念押しするように言ったのは、婚約を持ちかけたからといって、蒼刻に気を許したわけではないという主張か。

　ちらりと見れば、星彩に背をさすられながら口元を手しゆ巾きんで押さえた朧月も、婚約という単語にそれほど浮き足立ってはいない。彼女もまた蒼刻と同様に、静心がなにゆえにその唐とう突とつな提案をしたのか即座に理解したのだろう。

「婚約で、緋鷹を牽けん制せいでもするのか」

「一度断っただけで完全にあきらめてくれるかどうかは未知数な上に、はっきりとした形にならないうちに、我が妹と貴殿との関係を裂さこうとしないとも限らない。私個人としては裂こうが断とうが構わないと言いたいところだが、これの落ちこむ姿を見るのも、緋鷹のなすがままにされるのも業ごう腹はらだ」

　そこで朧月が、はっとしたように顔を上げた。

　ひそかな疑問が解決したという表情に見えたが、それについて訊たずねる前に、静心が言葉を続けた。

「加えて、こちらは質もとられている。緋鷹は黒こく烏う州が紅こう英えい州から借り入れた金きん子すを、我が妹を渡せば帳消しにすると提案してきた。……今後、やろうと思えば利子を引き上げるなどして、こちらの首を真ま綿わたで絞しめる真似もできるかもしれない」

「その借しやく財ざい──」

「劉りゆう家で肩代わりする、とは言ってくれるなよ。そこまで依い存そんする気はない」

　それは黒烏州刺史としての矜持なのか、早急に返済できる自信がある証拠なのか。

　──両方だろうと、蒼刻は静心の様子から見当をつけた。毅然としたたたずまいには、無駄な意地を張っている痛々しさはない。

「ひとまず、朧月だけでも完全に俺と劉家の庇ひ護ご下かに入れてほしいということか」

「そういうことだ」

「見返りは？」

「どの口が言う？」

　凄すごむような声を聴かせた静心は、じとりとした非難がましい視線で蒼刻を突き刺す。

　他ひ人と様さまの大切な家族をしょっちゅう無断で構い倒しておいしい想いをしているだろうがこの助すけ平べいが調子に乗るなよと、吹雪ふぶきの音が聴こえそうなほど冷たい静心の表情にはっきりと書かれている。これ以上、冗じよう談だんめいたことは口にしないほうが得策か。

「……婚約か」

　先日には故郷で許嫁いいなずけ候補だった姫と逢ったくせに、朧月との間にその言葉を思い浮かべると奇妙に新鮮で、蒼刻はしみじみとつぶやいてしまった。

「そういう段階があるのを忘れかけてたな。すでに娶ったような気分でいたからっておい本気で殴なぐりかかってくるなよ！」

「貴殿はやはり一度根性を叩たたき直したほうがいい。最近、調子に乗りすぎている」

「叩き直される前に撲ぼく殺さつされそうなんだが、痛いてってぇよみぞおちはよせ！」

「私は非力なので、えぐるなら内臓が効果的だろう」

「えげつないにも程があるわ!!」

　周りの調度に当たったらどうするんだと説得して、椅子をぶんぶんと振り回すのはやめさせたが、小こ刻きざみに脇わき腹ばらに突撃してくるのがまた恐ろしい。

　いつも静心の暴走を止めている彼の執しつ事じの不在を恨うらめしく思いながら、蒼刻はいったん間合いをとった。

　武人が相手なら、受けて立つ！　と言うところだが、多少武術の心得がある程度の文人にそんな真似はできない。たとえ相手がどれほど殺やる気満々でも、蒼刻は素手で息の根を止められる程度には鍛きたえているからだ。

「とりあえず本題に戻れ！　──結局、曹緋鷹はなんで急にあんたを訪ねてきたのかわからないのか？」

「それ自体は、別に急でもない。あの男は昔から、気まぐれに私との会話を望む」

　椅子を手から離さぬまま、静心が不本意そうに椅子に戻る。

　虚きよをつかれて、蒼刻は眉をひそめた。

「あんた、意外なやつと友達なんだな」

「友人になった覚えはない。治世者としての能力は認めているがな」

「緋鷹は、州民にはやさしいのか」

「領主としては理想的だろう。──以前、試すつもりで我が州の問題について意見を求めてみたこともあったが、あやつは的確に州民の好感度を勝ち得る施し策さくをさらりと提案してきた。叔お父じである刺史が失脚した後は、代行として州内の問題を片端から処理している。遊興にうつつを抜かしていた放ほう蕩とう息子むすこという評判を真まに受けていた者は、さぞかし度ど肝ぎもを抜かれたであろうよ」

「……あんたが人を褒めることもあるんだな」

　蒼刻以外の人間に対しては、不当な悪口を言うような性格ではないのは知っているが、これはほぼ絶賛である。……正直おもしろくないのは、そんな評価を受けた男が、朧月を横どりしにきたせいだろう。

「そういえば朧月、なんでおまえは緋鷹との面識がないんだ？」

「え」

　面食らったように朧月は瞬き、それから気まずげに頭をかいた。

「胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗忽で弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりなわたしに、お客さまのお相手などという高度なお役目が務まるわけがありません」

「開き直るなよ。……ってことは、緋鷹がたまたま幽ゆう鬼き院いんで見かけたこいつを見み初そめたという可能性はないんだな」

「これは見目は悪くないが、部屋から出るときは必ず被ひ布ふ代わりに薄手の毛布をかぶり、まるで布の塊かたまりのようになって邸てい内ないを彷徨さまよう娘だぞ？　たとえ目撃しても──いくらあの男でも、恋になぞ落ちるとは思えぬ」

「…………」

　こてんぱんな言われようだが、朧月はもちろん反論できなかった。

　蒼刻は「そんな珍獣が大事な俺は一体」「というか兄馬鹿のおまえが言うな」という感想をあからさまに顔に出したが、静心はまるで意に介さなかった。

「第一、これを見初めたと言うのなら、養女という選せん択たく肢しを示す必要がない」

「……それもそうか」

「先ほどの繰り返しになるが──曹緋鷹はたしかに面倒くさい性格の上に暇を持て余している放蕩息子だが、無む垢くな娘をいたずらに弄もてあそぶような屑くずでもない。それだけに、我が妹を要求してきた意い図とが読めないのだ」

　静心は改まって顔を上げる。

　異母妹へのひたむきな愛情がこめられた淡い水色の瞳を、蒼刻は瞬間的に、素直だとさえ思ってしまった。いつもそういう視線を朧月にそそいでいれば、彼女が異母兄には迷惑ばかりかけて云うん々ぬんと落ちこみ、静心の愛情を誤解せずに済むのにとも思ったが。

「だが、何と引き換えにしても渡す気はない。協力してくれ」

　──断る理由は、なかった。
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　天てん狼ろうさま──

　呼ばれた気がして振り返ると、開いた窓の外に本当に人影があったので、天狼は虚きよをつかれた顔になった。

「お久しぶりです第一皇おう子じ殿でん下か。ちゃんと寝て食って笑ってますか？」

「……君の敬語には違和感しかないな、戴たい青せい」

　筆を置いて書机から離れる。

　書斎の窓から、しかも旅装で軽かろやかに部屋に飛びこんできた知人の動きは、何か野生動物を連想させる。

　ここは皇こう宮きゆうでもほとんど中ちゆう枢すう部ぶで、皇帝陛へい下かが日常の政務をとる宮も近くにある。

　だというのに、戴青が十と重え二は十た重えの警護を悠ゆう然ぜんとくぐり抜けてきたことに、驚きはしなかった。この男ならやるだろう、くらいの感想だ。

　傾いた陽ひの光を背にして、戴青は肩をそびやかす。刃やいばの破は片へんのように鋭するどい青の瞳ひとみは六年前と変わらないが、全身を眺ながめると以前とは微び妙みように違ったところもある気がした。

　戴青はにんまりと笑った。

「敬語というほどのものでもないぞ。──で、俺様の質問へのお答えは？」

「ちゃんと眠れてはいないが食事はとっている。自分では多少笑っているつもりだが、余人にはそうと気づかれていないようだ」

「なるほどね。殿下には引きこもり生活が合ってなさそうだな」

「いや、これはこれで些さ末まつ事ごとにわずらわされる場面が減って悪くはないし、気に入っているのだがな。似合わないか？」

「会議はもちろん、国軍にまで顔を出して剣の鍛たん錬れんに参加していた姿が、俺の記憶には印象的だったからな。そうそう、こっちには特に大きな変化はないぞ」

　布を巻きつけて押さえた銀ぎん髪ぱつや使いこまれた外がい套とうを見れば、戴青が長らく旅の空の下にあることは天狼にも想像できた。戦いの場では弱点のない男だが、散髪は苦手なので、毛先がだいぶ散っている──
















「すまなかった。助けてやれなくて」

　なつかしい記憶を探さぐっていた天狼は、戴青がふと沈痛な面おも持もちで目を伏せたのに驚き、眉まゆをひそめた。

「仕方のないことだ。いくら君が強いとは言っても、私が異界で幽ゆう閉へいされていたというのを知るのは至し難なんの業わざだろう」

「俺が放浪中に、黄こう巾きん賊ぞくをさっさと根ね絶だやしにしておけばよかった。あんたが黄こう魔まに目をつけられたときに、その近くに飛んでいければよかった。あんなくそったれな異界なんぞ一いつ刀とう両りよう断だんに壊す力があればよかった。翼つばさが生えた虎とらとして生まれればよかった」

「何を──」

　突とつ飛ぴなことを、と苦笑いしかけた天狼だったが。

　ふいにこちらを見た青年が、尊大そうなのに奇妙にやさしげでもある笑みを一瞬浮かべたのを見て、戴青が悪ふざけをしているのではないと察した。

「殿下。あんたが抱かかえてる後こう悔かいってのは、そのくらい埒らちもない話だ」

「…………」

　なるほど。それを伝えたかったのかと思えば、感動めいたもので心が温まる。

　戴青は言いたいことを先に言ってすっきりしたような顔をすると、本当に最低限の物しかない書斎を眺め渡した。

「こんな病人の静養室みたく殺さつ風ぷう景けいな部屋にいるから、気持ちが内側に向いちまうんじゃないのか？　花か動物でも置いたらどうなんだ」

「犬は裏庭にいる。そのうち猫も来る。それと、動物ではないが──」

　たまに現れる子供の幽ゆう鬼きと、相方に珍ちん獣じゆう呼ばわりされている娘が同時に天狼の頭に浮かんだ。娘のほうはそういえば目の前の男の、弟と関係が深い。珍妙な縁えんだと感じた。

「まあ、次第ににぎやかになりつつある。おかげで多少は気が紛まぎれた」

「弟君とは？」

「君と蒼そう刻こくよりは平和的な関係だ。と思う」

「ま、皇位に関しては心配してないが──まじめすぎて自分を滅ほろぼさないでくれよ？」

「まじめな君に言われると、複雑な気分になるな」

　この場に劉りゆう蒼刻がいたら、思いっきり力をこめて「はあ!?」と声を上げていたかもしれない会話だったが、二人は特に違和感もないように言葉を交かわしつづける。

「俺だってたいしてまじめじゃない。自分が楽しめなければ、こんな旅はしてないさ」

「そうか。君なりに楽しめているのなら、私も少しは安心というものだ」

「安心はいいが、油断してくれるなよ。皇こう宮きゆうの厄やつ介かいな事情はあらかた把は握あくしているが、本来のあんたなら回かい避ひできる障害のはずだぞ」

「前向きに善ぜん処しよしよう」

　どこまで見抜いているのだろうと思案しながら、天狼は視線をよそに流した。

　寝しん台だいの脇の卓てい子しの上は、この部屋でもっとも雑然とした場所だ。侍じゆう医いが肉にく桂けいや玉ぎよく竹ちくなどを煎せんじた薬のほかに、来らい将軍が用意した魔ま除よけの護ご符ふや、あるじの不眠を察した女によ官かんがそれとなく運んできた小さな香こう炉ろや一輪挿ざしまでひしめいている。

　ふと彼の弟がこの離宮に戻ってきていることに思い及び、天狼はうながすように言った。

「蒼刻には逢っていかないのか。それとたしか、曹そう流りゆう霞かとも知り合いだったのでは？」

「弟にはそのうち突撃しに行くかな。流霞のほうは、知り合いというより──」

　ふいに語尾が途切れる。だれか来たようだ。専属の警護の武官は若くはないが、職業的な直感で、この離宮にいるべきではない者の存在をかぎつけたのかもしれない。

「行くのか」

「ああ。こう見えても俺も用事が多いしな。次は酒でも酌くみ交わせるといいんだが」

「私は下げ戸こだぞ」

「たまには酔よい潰つぶれてみるのも一いつ興きようだぜ」

　去り際ぎわに、戴青は旅路で覚えた異国のまじないでも唱となえるような口く調ちようで付け足した。

「次に逢うときは、もっと元気になっているように。せいぜい死ぬなよ、第一皇子殿下」

　もちろんだと即答しない天狼に、複雑な視線をそそぐと、それきり二度と振り返らずに戴青は去った。永遠の別れの覚かく悟ごを決めた顔にも見えて、縁起でもないなと思った。







　戴青の気配が完全に遠のき、天狼がその痕こん跡せきをほかの者には隠したがるように窓を閉めると、扉とびらの外から「天狼さま」と呼ぶ細い声がした。

　夢の中でも現実でもよく呼びかけられる日だと思いながら扉を開けると、案あんの定じよう、翡ひ翠すい色いろの瞳でこちらを見上げる小さな娘がいた。借りてきた猫のような様を見ると、無意識に頰ほおがゆるみかける。……とある人の昔を思い起こさせるのだ、この姚よう朧ろう月げつという娘は。

「天狼さまが侍医の方とお逢いになっている間に、兄が来て去っていきまして……。ごあいさつで殿下をわずらわせることもない、と兄は申しておりましたが、一応報告だけはと思い参りました」

「黒こく烏う州の刺し史しどのだったな。自分の役目を大事にしているのだな」

　異母妹いもうとが第一皇子のそばに置かれたのを好機とみて、関係を深め、中枢に進出しようと考えるたちの人間ではないのか。それだけで漠ばく然ぜんとした好感を持ちそうになる。

「兄君はなんの話を──」

「！」

　言いさした途端に、部屋に招き入れた朧月が何もないところで転んだ。

　びっくりして助け起こせば、うつむき顔をおおいかけた指の隙すき間まから見える娘の頰が、紅べにを散らしたように赤い。朧月はしどろもどろに答えた。

「……も、申し訳ございません。その、いろいろと──そう、いろいろとありまして」

　基本的に野や次じ馬うま根こん性じようのない天狼でもさすがに彼女が盛大に動揺する「いろいろ」の内容は気になったが、それ以上に、桃もものような頰に指先が呼び寄せられるのを自制するのに意識をそそぐ必要があった。とりあえず視線をずらすと。

　──兄さま……

　嗚お咽えつまじりの声が耳を刺した。ゆるみかけた思し考こうに冷水を浴あびせられた心地ここちだった。

　糸で引かれるようにして振り返ると、書机のそばに小さな青白い影があった。

　──瑠る璃り。

　幽ゆう明めいの境がぼやける黄昏たそがれ時だからだろうか。天狼の目にも、一時その姿が見えた。

　書机の角に額ひたいをこすりつけた子供の横顔は、明らかに普通の状態ではなかった。発ほつ作さ的てきな不調に耐たえるような表情が、繊せん細さいな造ぞう作さくをゆがめている。

　双そう界かいの瞳を持つ娘には、そんな幽鬼の姿が、天狼よりもはっきりと見えたに違いない。

「あ……」

　とっさに駆かけ寄ろうとした娘が、三歩と進まぬうちに立ち止まる。

　天狼にも見えた。瑠璃がずるずると床ゆかにうずくまり、そして消えてしまったのが。

「……消えたのか？」

「気配は消えました。魂こん魄ぱくが消滅したり、冥めい府ふに降りてしまった様子ではないと思うのですが……」

　心配そうに言いながら、朧月はなぜか瑠璃が消えた床や書机の周辺ではなく、天てん井じよう近くをしきりに視線で探っている。──彼女は張ちよう角かくが瑠璃に何かしたのかと不安にかられていたのだが、もちろん天狼にはそうとわからなかった。

「……そうか。では君が瑠璃を見つけたら、私を呼んでもらえるか」

「天狼さまを？」

「ああ。急に人の出入りが増えたから、気持ちが不安定なのかもしれない。私には多少は心を開いているふうだし、慰なぐさめてやりたい」

　わかりましたとうなずく娘は、意外なほどしっかりして見えた。
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　翌日。朧ろう月げつは天てん狼ろうからの手紙をたずさえ、蒼そう刻こくとともに太たい子し殿下にあいさつをしてくることになった。張ちようさんもついてきてくれたので、八割方なじみの面子メンツである。

　なにげに手をつながれて、昨日の衝しよう撃げきが身体からだに甦よみがえる。

　異母兄あに曰いわく──「名目だけの表向きだけの仮かり初そめの実態は伴ともなわない婚約」。

　聞いた当座は頭が真っ白になったし、今でも思い浮かべるだけで手頃な大きさの衣い裳しよう櫃びつにでも入りたくなる。というか実際に異母兄が帰った後にこもって悶もん絶ぜつして、蒼刻に「珍獣が奇行に走るな」と引きずり出されたものだ。

　と、蒼刻がこちらを見た。

「そういえば、張ちよう角かくはどうした。一応消えてはいないんだよな？」

「黄こう華か宮きゆうで留る守す番ばんです。やはり瑠る璃りが気になるので、見張っておくとか……。わたしはそんなお師さまが瑠璃にご無体をしないように星せい彩さいに見張っておいてもらいました」

「面倒くさい見張り合いだな。……大丈夫なのか？」

　今蒼刻が案じたのは、張角と天狼の関係のことだろう。朧月は正直に答えた。

「わかりません」

「あっさり投げるなよ」

「いえ、投げたつもりはないのですが……。引きこもりのわたしには、天狼さまの苦悩に対して言えるような言葉がなくて」

　自然な流れのように視線が合う。

　朧月よりは、戦場を経験した武官である蒼刻のほうが、天狼の立場とまだしも重なる部分がありそうに思われた。が、彼は難しい顔をする。

「俺だって別に、迅じんを亡なくした戦いくさの記憶を乗り越えたわけじゃねえからな。天狼さまの苦悩を解決しろと言われても困るぞ」

「え……」

「どこかの珍獣と一緒に、殭屍キヨンシーとして操られてたあいつや黄こう魔まと向き合ってるうちに、自分の中で勝手に折り合いをつけただけだ。うまく言えないが──相手がもう死んでしまってる以上、こういうのはどこか身勝手に割り切らないとやってけないんだと思うな。天狼さまは身勝手さとは無縁で、本来はそこが理想的な御お方かたなんだが」

「…………」

　蒼刻の焦しよう点てんが遠のいた目に、朧月は何も言えず、ぎゅっと彼の手を握り返していた。

　その後はあまり話さずに、第二皇子にして太子の天てん祥しようが住まう離宮──綺き霞か宮きゆうへとたどりついた。

　こちらは黄華宮とは異なる、だがあるじには似合いの、清せい楚そだが優美な装飾がほどこされた建物だ。雪をもあざむく白しろ漆しつ喰くいの壁が、四季を通して色とりどりの花に満たされるという庭園の中で、洗われたばかりのように美しく映はえる。

「久しぶりだね、二人とも」

　昨日まで公務で忙しかった天祥は、朧月たちを大歓迎してくれた。彼独特のやり方で。

「月げつ蝕しよく領りようから天狼兄上を助けてくれて、本当にありがとう。──その後は、蒼刻の実家にごあいさつに行ったんだって？　私も一度行ってみたいと思っていたのに、ずるいな。でも婚約とかはしていないんだろう？　するときは私を呼ぶように。ぜひ混ざりたいから」

「う」

　ごく自然に手を握られてしまった朧月は、身体を引くことができず、完かん璧ぺきな笑顔を前にして固まる。怒ど濤とうの勢いで無茶ぶりを連発されたせいで、早くも冷や汗をかきそうだ。

「そ、そのように一度に言われましても……。わたしは胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりなので、困ってしまいます」

「深く考える必要はないよ。はい、とうなずくだけでいい」

「うう……」

　完全に勢い負けしている珍獣を見かねた蒼刻が、横からつっこみを入れた。

「天祥さま。さらっと暗示だか詐さ欺ぎだかわからないことをしないでください」

「蒼刻、君も返事は『はい』か『わかりました』のどちらかでいいよ」

「選せん択たく肢しの意味がない!?」

　……これが天祥のおもてなしである。

　どこまでが本ほん音ねでどこからが冗じよう談だんなのか境目のわからない性格に、出逢った当初よりは慣れたつもりだったが、あいかわらず気の休まる暇ひまがない。

「天祥さま、御お髪ぐしを束たばねられているのはめずらしいですね？」

　ふと目についたので指摘すると、天祥は意外そうに瞬しばたたいた。解とくのを忘れていたのか、耳の高さにある飾り紐ひもに触れると微苦笑する。

「書類仕事が多いときはこうしているんだ。蒼刻のような三つ編みもいいけど、私の髪はちょっと癖くせがつきやすいから、走そう影えいには編むなと言われてしまってるんだ」

「俺のこれを三つ編みと言われると、若じやつ干かん抵抗があるんですが……」

　蒼刻が複雑そうにぼやく。

「そうかい？　私は君が毎朝自分でその髪を編んでいるのだと思うと、なんだかとても微笑ほほえましい気分になるよ」

「は!?」

「あ、わかります天祥さま」

「共感するなよ珍獣！」

　騒さわがしい会話の合間に、走影が「やれやれ、私がなんでこんなことまで……」と愚ぐ痴ちをこぼしながら、茶と菓か子しを運んできてくれた。ついでに面倒くさそうに言う。

「天祥さま、とっとと天狼さまのお手紙を読んだほうがいいんじゃないですか？」

「内容が気になるのかい？　走影」

「返事を届けに行くのは私だから、早いとこ片づけていただきたいだけですよ」

「そういう君だから雑用を押しつけてしまうのに」

　──走影なら下へ手たに情報を売ったりしない、ということだろう。なんとなくわかる。

　お戯たわむれはいつもどおりだったが、天祥の周りにも、兄の帰き還かんに伴ってさまざまな変化があったようだ。

「私よりも兄上が次代皇帝のほうがいい、という派は閥ばつも動きだして厄介だよ。男が好きなのか両刀なのか混乱させる行動をして后きさき候補すらのらりくらりと選ばない私と違って、兄上は必要だと言われれば見合いくらいには応じる理性派だし──」

　最高の名案を思いついた、というように、天祥が晴れやかな表情で手を打った。

「そうだ。いっそ兄上を私の後宮に入れてしまうというのはどうかな。男女のきょうだいと違って実害はないし」

「おお、その手がありましたか」

「ねえよ張さん！」「ありませんよ！」

　思わず、蒼刻のつっこみに朧月まで参加してしまった。

　時に茶目っけを発はつ揮きしすぎる白びやつ虎こは、爪でぽりぽりと頭をかいて「冗談じゃよ。二人ともノリがいいのう」と言う。

　が、天祥はまだ本気で検討しているようだ。

「駄だ目めかな？　君たち二人を寵ちよう姫き扱いできるくらい、うちの後宮制度ってゆるいのに」

「ゆるすぎなんですよ……。あのときはもうつっこむのも面倒になってましたけど、よく考えなくても俺が寵姫とか冗談きつすぎるでしょう」

「たしかに、武官の戦せん袍ぽうのまま後宮につっこむのは乱暴だったね。今度はちゃんと女装の用意をしておくよ。以前に着たのよりは、君に似合うものを」

「!!」

「以前……とは？」

　茶ちや碗わんを落っことしかけた蒼刻の隣で、まさかという気持ちで朧月は聞き返したのだが。

「国軍の恒例行事なんだ。護ご国こく学がく院いんでの修錬を終えた者は、女装で鋼こう鉄てつ宮きゆうの敷地内を三周走って速さを競う。もちろん蒼刻は一位だったよ。一刻も早く苦行を終えたくて本気を出したようだけれど、一位だとすごく目立つということに気づいていなかったのが微笑ましかった」

　実に楽しげに思い出を──おそらく天祥にとっては最高で、蒼刻にとっては最低の──語られてしまい、朧月はどういう表情をしたらいいのかわからなくなった。

「それは……耐えがたい恥ち辱じよくに耐える精神を養う鍛たん錬れんとか何かですか？」

「いやいや」

　頭を抱えている蒼刻の肩をぽむと励ますように肉球で叩き、白虎が口を挟んでくる。

「天てん災さいや事故の際に民を救助するのも、国軍の大切なお役目だからのう。女によ人にんの衣裳がいかに大変か身をもって体験し、弱者の気持ちを配慮して行動できるようになれ、という目的があるそうじゃ」

「なるほど……。珍妙なお祭り騒ぎかと見せかけて、深い意味があるのですね」

「ま、実はお祭り騒ぎのほうが本命、という気もするがな。開催場所への入場券はかなり売れ行きがよく、国軍の臨時収入になっているそうじゃ」

　朧月は引っくり返りそうになった。

「売ってしまうのですか!?」

「なんでも国軍の人気とりと商売にしてしまう人がいるからね。私としてはお祭りが増えて楽しいけれど」

　思った以上に本気で沈んでいる蒼刻を横目で気にかけながら、朧月は言った。

「わたしも、蒼刻さんには可か愛わいらしいところがあると常々思っていますが……でも、そういう可愛さではないような……」

「女装というのは、似合っても似合わなくても楽しいものだよ？　蒼刻の見たら殺す言いふらしたら殺すというどす黒い空気の女装は、とても独特でおもしろかった」

「……慰めたいのか追い討うちをかけたいのか、どっちなんですか」

　頭痛をこらえるように額を押さえたまま、ようやっと蒼刻が声を発する。

　天祥はさわやかに即答した。

「両方に決まってるじゃないか」

「…………」

　顔を半なかばおおった手の陰で、蒼刻は、太子殿下でなかったら跳とび蹴げりくらい喰くらわせていそうな顔になった。

　彼が耐えがたきを耐えているのを察し、朧月はこれ以上この場でいじめるのはやめてさしあげようと思った。

「それはそれとして──天祥さまは、天狼さまと争うつもりは少しもないのですね？」

「あると思ったのかい？」

　虹にじの青を思わせる瞳に、試すような光がよぎる。朧月はゆるやかに首を振った。

「いいえ。ですが、天祥さまの御声で聞いて安心いたしました」

「……君は私を信じてくれてるんだね。うれしいよ」

「えッ。あ、あの、近いです天祥さま」

「君の近くに行かないと、ご褒ほう美びの口づけもできないだろう？」

「!!」

　ただちに蒼刻が復活して、朧月と天祥の間に割って入った。

「ああ──そういえば天祥さま。曹そう緋ひ鷹おうが皇都に来ていることはご存知ですか？」

「走影に聞いたよ。兄上のお見舞いに行ったそうだね」

「はい。昨日、それとなく水を向けてみたのですが、天狼さまは『普通にあいさつをしただけだ』とだけで……」

　緋鷹が何を考えて、放ほう蕩とう息子むすこをやめて、意味深な動きや言葉で関係者を惑わせるのか。そこにはまだ深い霧きりがかかっている。

　女性の扱いに慣れていそうな優雅な指先をおとがいにあて、天祥は言った。

「あの兄上だからね。和わ気き藹あい々あいと会話をするとか仲よく城下町にお忍びに出かけるとかいう、私と蒼刻のように普通の友人らしいことはしていなかったと思う」

「天祥さま、つっこみどころを一気に大量に出すのは勘かん弁べんしてください」

　いつ和気藹々だったんだとか普通は友人に寵姫のふりなんてさせないとか、言いたいことがありすぎて、蒼刻はしまいには天を仰あおいでしまう。

　先ほどから胃痛にならないのが不思議なくらいの同い年の友人の背を、あやすように軽く叩いてやりながら、天祥はさらりと続けた。

「印象に残っているのは、天狼兄上が昔たった一度だけ私の意見を求めたのが、曹緋鷹についてだったからだ」

「それは、どのような……」

「人間に生まれておきながら、金にも名誉にも娯楽にも愛にも喜びを見出せないということはあるのだろうか？　と言っていた」

　不思議な問いかけだと、そのときは思った。

　ずっと後になって思い及んでみれば、その言葉は実に的確に、曹緋鷹という男の中心を表していたのだけれど。

　蒼刻へと視線を置いて天祥は言った。

「私は公務に戻るけれど、君に逢いたいという人が来ているので逢ってもらえるかな？」
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　天てん狼ろうへの返事をたずさえ早めに黄こう華か宮きゆうに戻る朧ろう月げつたちとは別れ、白虎を連れて裏庭の四阿あずまやで待っていると、天てん祥しようの言う蒼そう刻こくに「逢いたいという人」は間もなく現れた。

「おう少年、久しぶり」

「──だれだよ!?」

　ほとんど反射的につっこみが出た。

　気さくに声をかけてきた相手──衛えい万ばん里りは、心外そうに眉をひそめる。

「うわ、ひでぇな。色いろ眼鏡めがねとっただけで、生死までともにした友達の顔を忘れるかよ」

「色眼鏡だけじゃなくて、髪型と服装まで完全に変えてるじゃねえか……」

「逆に言えば、そこだけしか変えてないんだぜ？」

「十分すぎるわ」

　孫そん将軍の男子改造講座を頭のてっぺんから爪つま先さきまで受けたのか？　と言いたくなる。

　もともと〈恋する情報屋〉などという胡う散さんくさい肩書を自称するわりには、どこか世話焼きでまめな好男子ぶりではあった。

　だがこうして黒髪を八割方後ろに流して、まっすぐな眉や切れ長の目、色眼鏡を支えていた通った高い鼻び梁りようをすっきりと見せ、おまけに襟えり元もとの詰まった謹きん厳げんな衣裳で長身を包むと、びっくりするほど印象が様変わりする。

　白虎もほほうと感心したようにうなずいた。

「そうじゃな。一体どこの貴族の二男坊かと思ったぞ」

「張ちようさんは世せ辞じがうまいなぁ。──ま、本当に貴族の二男坊ならよかったんだがね」

　肩をそびやかし、万里は世せ知ち辛がらそうにぼやく。

　四阿の柱に背をあてた姿を見て、蒼刻はこの男が恋する云うん々ぬんと自称していた理由にようやく思い及んだ。

　万里は昔、亡母が皇帝陛下に嫁とついだので公こう主しゆの肩書を得る前の史し湘しよう雲うんと縁があり、その頃から焦こがれる想いを捨てきれずにいた。先日蒼刻と結構な目に遭あった際、生きて帰れたら想いを告げる！　と勢いこんでいたのだが──

「天祥さまに頼みこんでこっそり逢わせてもらって、俺の嫁よめになってくださいと言ったら頰をはたかれた」

「……俺の予想以上に真まっ向こう勝負に出てんな、あんた」

　まさか本当に、そこまで堂々と突撃していたとは。驚きと、めずらしい生き物を見るような感情が入り混じった目を万里に向けてしまった蒼刻である。

「いくら相手が雲の上の公主さまでも、俺を婿むこにしてくださいってのは、微妙にかっこよくないだろ。お兄さんなりにがんばったんだぜ？」

「まあかっこいいが、そこにこだわる問題でもない気がするぞ。で、玉ぎよく砕さいか」

　万里はふっと視線を庭の緑へとずらした。

「少年。あの人な、俺の姿を見たとたん、子供みたいにぽろぽろ涙を流したんだ」

「まあ……逢えてうれしかったんだろうな」

「で、告白したら余計に泣きそうになって、それをごまかすみたいに頰を張られた」

「…………」

　蒼刻は思わず張さんと顔を見合わせた。

　色恋沙ざ汰たが別に得意ではない彼と、口く説どき慣れた白虎の意見は、同じようだった。

「なるほどのう。だからあきらめも悪く、ここに留とどまっておるのか」

「まあな。十年近く溜ためこんでた想いが無駄じゃなかったんだぜ？　ここは男として踏ん張りどころだろ」

　ほくそ笑むような口調で言いながら、万里は四阿を囲む石製の手すりに腰を預ける。

　にんまりと公主殿下の反応を思い返す顔は、どこか悪い男じみている。彼が湘雲の昔なじみだと知らなかったら、蒼刻はこの場でふん縛じばっていたかもしれない。

「こう見えても金と伝つ手てはあるし、どこぞの没落貴族の養子にでもおさまってひと旗揚げたいところなんだが」

「それは格かつ好こう悪くないのかよ」

「公主さまを頂ちよう戴だいしようってんだから、使えるものは親でも使うさ」

　……したたかだ。

　そういう覚悟の仕方には、蒼刻も覚えがあった。情報屋をしていた頃にはあえて浮つかせていた足元を、毅き然ぜんとして踏みしめたことで生じる強さが、今の万里にはある。

「まあ俺は今後もあんたの恋路に協力しよう。で、その代わり、というわけじゃないが、ひとつ頼まれてくれないか？」

　そう切り出して黄華宮でのことを端たん的てきに説明すると──

「子供の幽鬼の素す姓じようねえ」

　万里は情報屋時代と変わらない、切れ味のある眼光を見せた。

「灰かい白はくの髪に瑠る璃り色いろの瞳で、十歳程度。それが享きよう年ねんってことでいいのかい？」

「おそらくな。朧月によれば、子供は死んだときの歳のまま、大人おとなは自分が死んだときの姿か、人生でもっとも印象深い記憶があるときの姿で現れることが多いそうだ。瑠璃に関しては彼が残した文章なんかも手掛かりになるだろうから、後で届ける」

　張さんの幽鬼のときの姿は、死亡時のものだ。

　では星せい彩さいはどうなのだろう──と気になりもしたが、本人や朧月に訊たずねる気は起こらなかった。あの姉のように世話焼きで楽しげに第二の人生を送っている幽鬼が、自分から話すのでない限り、知る必要はないと思われた。

「俺の遣つかいだと言えば、鋼こう鉄てつ宮きゆうの史書室あたりは自由に出入りできるはずだが」

　蒼刻が調べてもいいのだが、平素ほとんど利用しない施設で、整理が行き届いているとは言いがたいので、時間がかかるだろうなと思っていた。その点、万里は調べるコツを体得していそうだと期待したのだが、彼はゆるやかに首を横に振った。

「そいつはありがたいが、俺たちは本来こっち方面の情報収集が専門だから、あまり利用しないかもしれねぇな」

「……俺『たち』？」

　頼り甲斐はあるが、想定していなかった妙な言い回しに面食らう。

　蒼刻と張さんからまじまじと凝ぎよう視しされると、万里は自じ嘲ちようぎみに口の端をゆがめた。

「俺が情報屋として使ってる網あみはな、ちょいと特殊なのよ」

「破落戸ごろつきとかそういう方面ではなさそうだな」

「少年、聡さといな。たしかにそっちじゃないぜ」

　黒い瞳に一瞬だけ、複雑そうな翳かげりがかすめた。

「天祥さまの護ご衛えいの、走そう影えいくん？　ある意味では彼よりも面倒な一族の生まれなのさ」

　あの人が俺の手元に素直に飛びこんできてくれないのは、そこらへんも絡からんでいるんだろうなとぼやき、万里は苦い顔でため息をついた。
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　一方、黄こう華か宮きゆうに戻って、天てん祥しようからの手紙と土産みやげを届けた朧ろう月げつたちは──

「これは私の人生には今までなかったものだな」

「…………」

　そりゃそうですよと、朧月が物もの怖おじしない人間だったらつっこみを入れていた。

　なにしろ天てん狼ろうが書斎で大まじめに吟ぎん味みしているのは、化粧品の詰まった箱である。

「天祥の手紙によれば、目の下の隈くまを隠すのにいいそうだ」

　……朧月はおうちに帰りたくなった。太子位を巡る臣下の動きについて真しん摯しに悩んでいるかと思ったらこれだ。もともと勉学にも武芸にも熱心だという第一皇子の興味は、今、化粧品の宣伝文句へと向けられている。

「『接近戦も恐おそるるにあたわず！　清せい楚そ肌はだに湿しつ潤じゆんと煌きらめきあれ！』──ほう。昨今の女性は接近戦で化粧品を武器にするのか。たしかに相手の意表は突けるだろうが、一度の攻撃に金がかかりすぎないか？」

「……おそらく、本来の意味の接近戦ではないと思います。意中の殿方に至近距離から見つめられても大丈夫、という遠回しな表現かと」

　朧月は仕方なしなし、長なが椅い子すの空いた場所に腰を下ろした。非常にやりづらい。

「なるほど、言い得て妙だな。こちらは『麗うるわしの美肌を死守せよ！　敵は乾燥にあり！』か。なかなか勇ましい」

（勘弁してください天狼さま）

　いい声で真剣に朗読されると、どこにつっこんでいいのか判断がつかない。

　朧月は星せい彩さいとつかのま顔を見合わせようとして──

　腹を押さえて笑っている佳か人じんの横に、ふと白しろ衣い裳しようの道どう士しが姿を現したのに気づく。天狼を見張るのは陰からだったのだろうが、不ふ肖しようの弟で子しが帰ってきたのを見にきたのかもしれない。思いがけず天狼と張ちよう角かくに挟まれる格好になって頭が真っ白になった朧月をよそに、すぐに踵を返そうとする。

「張角！」

　なぜか行かせてはいけないという直感に突き上げられ、とっさに声が出てしまった。

「──……張角？」

　しまったと頰をこわばらせた朧月の横で、忘れるはずのない名に、虚をつかれた様子で天狼が手を止めた。あわててごまかそうとする朧月をじっと見つめ、真顔で言う。

「張角は冥府に降りたと聞いたが、そうではなかったのか。まあ彼はだれが相手でも遠えん慮りよのない男だからな……もしや黄こう魔まの件で冥府の閻えん王おうや獄ごく卒そつにきつい皮肉でも言って、門前払いを喰らったのか？　それも無理のない性格のようだったが」

　至って大まじめに天狼がつぶやくのに、毒気を抜かれた。

　結構なことを言っているが、天狼に悪意がかけらもないのは実直な表情でわかる。

　おまけに。

「おい不肖の弟子。この失礼な男に君から説明するか、誤解を解く機会を私に与えろ」

「…………」

　当の張角が朧月の頭越しに、まだ彼の声を認識できていない様子の天狼に喧けん嘩かを売るようなことを言いはじめた。名を呼ばれてすぐに、ある種の覚悟を決めたのだろうか。それまで天狼を避けていたとは思えない、堂々とした態度だ。

　……そんな張角に影響されたわけではないが。

　眩暈めまいがしそうな狼ろう狽ばいに襲おそわれながらも、一方で朧月は、火事場の馬鹿力のように自分の中に奇妙に毅然とした意思が固まっていくのを感じた。この状況を招いたのは自分のうっかりだ。選べる道は、この場の責任をどうにかしてとることだけ。

　一度しっかり深呼吸をすると、朧月は天狼に頭を下げた。

「──今までお話しせずいたことを、どうかお許しください。実は張角は現世に留まり、わたしに憑ついております。いずれ新しい名を考えねばとは思っているのですが」

「名を？」

「はい。……黄こう巾きん賊ぞくを連想させる名のままでは、はばかりがあるかと思いまして」

　事情を明かしてしまえば、硬いかさぶたが自然と落ちたような清すが々すがしさがあった。

　緊張に息を詰める朧月の前で、天狼はつかのま考えこんだ。

「なるほど。今日まで見せてもらえなかったということは、私が憎しみで張角をもう一度殺すとでも思われたのだろうか」

「そこまで具体的な危き惧ぐはしてはおりませんが──……たとえお逢いになっても、楽しい語らいはできないのではと、勝手に配慮してしまいました」

「そうか」

　天狼は、長いため息に似た声を聞かせた。

「君がまだこの世に残っているとはな、張角」

「……天狼さま、張角はこちらです」

　まだ声が聞ける程度なのか、天狼の視線はどうも幽鬼の居場所からズレたところに行きやすい。肝かん心じんの張角も、遠慮も畏い敬けいもなしに「なんだこの男」と書いてありそうな顔で、天狼を眺めている。

　面倒を避けようと思った朧月が、小さな手を差し出すと、天狼は一瞬動きを止めた。

「どうなさいました？」

「恋人のいる女性にふれていいものかどうか迷った」

「！　こ、こ……こ」

「君は鶏にわとりか」

　ほとんど「馬鹿か」と言うのと同じ調子で、張角は朧月の狼狽ぶりを一いつ刀とう両りよう断だんする。

　やがて朧月とそっと指先だけをふれ合わせ、張角と星彩の姿を初めて目にした天狼は、ちょっと驚いたように瞬いた。

「華か天狼。この娘をそのネタでつつくのはよせ。いちいち反応が大きくて面倒だ」

「面倒だろうか。ぷるぷると震ふるえて、毛を刈かられた後の羊に似て愛らしいと思うが」

　愛らしいとは言われたが、照れるべきかどうか迷う比ひ喩ゆがくっついてきた。

　どこか間抜けな応おう酬しゆうを経へて、天狼はふと真顔になり、張角を見上げた。

「張角。こうなったからには、君にひとつ言いたいことがある」

「──なんだ」

「私のことは、ただの『天狼』でいい。いちいち苗みよう字じもつけるのは仰ぎよう々ぎようしいだろう？」

　悟ったように静かな表情から察するに、罵ば倒とうや恨うらみ言ごとでも浴びせられる覚悟を決めていたのだろう。だというのに他愛たわいない提案をされた結果、張角は啞あ然ぜんとしていた。

「おまえはどこか壊れているのか」

「！　お、お師さまちょっと……ッ」

　泡を吹いて朧月は怖こわいもの知らずの幽鬼を止めようとするが、天狼は動じていない。

　まっすぐで、ある種の興味すら感じさせる目で、かつて敵対していた青年を見上げる。

「私のどのあたりを見て、君はそう思った？」

「改めて説明させる気か」

　苛いら立だちが、火花のように張角の面おもてをかすめる。

「私は私の父とともに、君の人生と、君が率いていた兵士の仇かたきにも等しい存在だぞ。そんな相手に、名だけで呼べと言いだすおまえの考えが理解できない」

「考えか。まあ、単純な理屈だ。──私が君の立場でも、同じ選択をしていたと思う。だから私は君を責めようとは思わない。君がもし私の立場だとしたら、君は私を恨むか？」

「…………」

　特に気負った様子でもなく、天狼は問いを重ねる。

　あっけにとられたような張角の沈ちん黙もくは、恨まない、という回答にほかならない。

　……こうして強引に合わせてみれば、なんだ似た者同士だったのかという、勝手でのんきな感想が胸の中に浮かんだ。

　じわりと緊張が緩和されるのにつれ、朧月はへにゃりと脱力した笑みを浮かべた。

「出たとこ勝負、という言葉をあまり信じてはいなかったのですが……。今ので少しだけ信じてみたくなりました」

「言っておくが、出たとこ勝負をさせられたのは君ではなく、私と華天狼だぞ」

　張角の視線がなかなかに痛い。

　彼は強く光る冷ややかな目を、朧月となにげにふれた指先をなんとも言えない顔で見ていた天狼へと向けた。皮肉屋な性格をまるで隠さない口ぶりで言う。

「華天狼。なかなかためになる説教の礼に、私からもひとつ言っておこう。──逆に考えて、おまえが自分で死なせたと認識する千人の兵士の立場だったとして、おまえは指揮官を恨むのか。延えん々えんと引きずってほしいと思うのか」

　天狼が動きを止める。朧月も青ざめて凍こおりついた。

　いち早く我われに返った星彩が、うちの子が無礼ですみませんと謝る母親のような半笑いを浮かべて、張角の口を手でふさごうとしたときだ。

「──そうだな」

　どこか晴れ晴れとした声音でつぶやき、天狼が肩からふっと力を抜いたのは。

「君に説教できた義理でもなかったな。すまない」

「まったくだ」

　張角はといえば、第一皇子に謝罪させても当然のように尊大に腕を組む。

　空気は奇妙に和なごやかなのだが──果たして彼らはこれでよかったのかどうなのかと、困惑のうちに朧月は星彩と視線を交えたのだった。
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　凱がい旋せんとは言えぬ、たった一人の生せい還かんを果はたしたその人を見て、たまらなくなって。だというのに決行する日までひと月以上の間を置いたのには、さまざまな意味があった。

　予想外の帰還に文武百官が驚き怪しむ中、その人の周囲がいったん静かになるまで。その人の日々の暮らしの中にある、小さな隙すきを探さぐるため。その人の周りに仕える者が、何もない毎日に油断をするようになるまで。太たい子し位いをどちらに、という彼女にとってはどうでもよい話で揉もめている人々が、膠こう着ちやく状態になるまで。

　今その人は夕食を終え、侍じ医いの勧すすめた煎せんじ薬を飲み、早めの眠りについたはずだ。……ひそかに混ぜ物をされていることなど、想像もせずに。

　女によ官かんたちは、最後の仕事を終えて簡単な掃そう除じをしている。さよなら、ごめんなさい、という言葉が頭の中で明めい滅めつしたが、口にしたら泣き崩れてしまいそうな自分に気づいていたので、結局無言を通した。そうして控えの間で、腰帯の内側に細い懐ふところ刀がたなを隠す。

　抵抗されずに心臓を刺せるのか。毒を盛ればよかったか。……いや、皇族の方は下しも々じもが予想もつかない毒物にまで耐たい性せいをつけているそうだから、単純で鋭するどい刃やいばがいいのだ。

　だれの目にもつかぬよう、薄暗くなった廊ろうを用心深く進んで、奥の一室にたどりつく。

　緊張で張り詰めた彼女が天狼の寝室に入ってくるのを、すでに薄暗がりになっている書机の陰から見つめる瑠る璃り色いろの瞳ひとみになど、気づく由よしもなかった。
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　夕食後。張ちよう角かくを除いたいつもの顔ぶれが、朧ろう月げつの部屋に集まっていた。

　生前の瑠る璃りらしき人物の記録を探し出した、と〈恋する情報屋〉からの報しらせが届いたのは、蒼そう刻こくが依頼した二日後のことだ。

　神しん華か国でもっとも交通や手紙の便がいい皇こう都ととはいえ仕事が早く、瑠璃を捜しながらの長期戦を予想していた朧月は、拍ひよう子し抜ぬけするやら自分よりも万ばん里りのほうが役に立つのに、果たしてわたしが黄こう華か宮きゆうにいていいのかと考えこんでしまった。

　が、蒼刻はあっさり一いつ蹴しゆうした。

「おまえが幻げん視しして描いた絵が下へ手たくそだったら、こう簡単にはいかないぞ」

「……そうだとよいのですが」

「だがまあ、本人が得意分野と言い切っただけのことはあるのう？」

　数枚の紙をまとめた「報告書」を器用につまんだ張ちようさんが、見直したといった顔つきでうなずく。

　万里はほかにも情報収集の仕事を頼まれているそうで、それだけ渡して朧月にあいさつをすると、あっさり帰ってしまったのである。曰いわく「俺は第一皇子殿下にはあんまりご縁えんがないから気まずいし」。

（皇都に来てから、服装が様変わりしていたのには驚いたけど……）

　根のところは以前のどこか飄ひよう々ひようとした、物もの怖おじしない青年と同じで、胸を撫なで下ろした朧月である。万里は蒼刻と月げつ蝕しよく領りようで命運をともにした後から、どこか様子が変わったというか、半なかば生まれ変わったようにも見えていたのだ。

　白びやつ虎この背中の上に寝そべりつつ、星せい彩さいが肩をすくめた。

「ま、早いとこ調べがついて何よりですよ。あたしも物ぶつ騒そうな道どう士しさんをなだめつつ、瑠璃ちゃん捜しをするのは忙しかったですから」

「……その節は本当にありがとう、星彩」

　天てん狼ろうとはそこはかとなく溝みぞの埋うまった気がしなくもない張角だが、瑠璃に対してはあいかわらず警けい戒かい心しんを解といていない。だが、彼なりに憑つかれた天狼を慮おもんぱかっているのだと思えば、大人おとなげないと一いつ笑しように付ふすことはできなかった。

　張さんも恋人の肩のあたりに額ひたいをこすりつけながら、甘あまいいたわりの声を発した。

「あの方の容よう赦しやない性格では世話をかけたな、我わが姫。ご褒ほう美びは欲しいかな？」

「殿との方がたからそうして申し出てくださったのに、お断りする理由はありませんね」

「では、おぬしは何を望む？」

「あら、ここで言うのは恥はずかしいですよぅ」

「…………」

　つっこむべきか、下手に妄もう想そうしないよう聞き流すべきなのか。

　つかのま真顔で考えてしまったが、ともかく瑠璃について把は握あくするのが先決だ。

　長なが椅い子すで蒼刻の隣におさまった朧月は、彼の手の中で開かれる書かき付つけを見つめ──

　急激な寒さむ気けに背骨を鷲わしづかみにされたのに、びくりと肩を揺ゆらした。同時に悲ひ鳴めいを聞いたような気がして顔を上げる。

　蒼刻たちも、朧月に一いつ拍ぱく遅れて異様な空気を察したようだ。

　──この感覚。

　肌はだに骨に刻きざまれた記憶。凶きよう宅たくと化した紅こう梅ばい宮きゆうで味わったのと同じ寒気。

　明らかに幽ゆう鬼きの影響で現実にまで変化が起きてしまった兆ちよう候こうに、即座に立ち上がった。







　庭園には篝かがり火び。月光が、黄華宮を鬱う金こん色いろの光と闇やみで縁ふちどっている。

　朧月にあてがわれた客間から、奥の間である天狼の寝室までは、蒼刻が「夫婦者じゃあるまいし近すぎないか」と一時危あやぶんだほどたいして距離がない。朧月はもちろん何も思っていなかったが。

　だがこうして皆で廊を急いでいるのに、なかなか奥の間にたどりつけない。まるで暗い海の底を全身でもがきながら微び々びたる距離を稼かせいでいるかのようだ。こればかりは朧月に致ち命めい的てきに運動神経が欠けているせいではなく、空間が幽鬼の影響を受けているのだ。

　時間が奇妙に引き延ばされたような薄気味悪い感覚の中で、ようやく天狼が寝起きする部屋へとたどりつくと、室内は異様な雰ふん囲い気きに満ちていた。

「天狼……さま？」

　灯ともし火びの置かれた窓辺を除いて部屋は薄暗いが、体格のいい第一皇子の姿は、すぐに寝しん台だいのそばに見つけることができた。

　彼は困惑の表情で一点を見つめており、その右手がなぜか血に濡ぬれている。足元には、白髪しらが交まじりの女官が倒れていた。

　以前においしい梅湯を用意してくれた人だ。気を失っているのだろうか。

（ん？　……天狼さまは、侍医のお薬で早めに休まれたはずなのに）

　なぜ女官を呼んだのだろう。また魘うなされていたのだろうか。

　胸むな騒さわぎだけが先走って視線を泳がせかけたとき、天狼の心配そうな声が聴こえた。

「瑠璃──」

　天狼がしっかりと見み据すえる先には、瑠璃がいた。局地的に瘴しよう気きが濃こくなったために、彼にも幽鬼が認識できたのか。

　幽鬼など見慣れている朧月はつい、天狼の流血のほうに気をとられていたが、子供のほうも様子がおかしかった。

　瑠璃は床ゆかにうずくまり、両手で狂くるおしく頭をかきむしっていた。

「ごめんなさい……ぼくは、ぼくが、ぼくがいたから、兄さまが──」

　瑠璃の声はもつれ絡からみ立て続けに放たれ、まるで彼が残した文章そのものだ。

　──これは。

　このままではさらなる瘴気を巻き起こし、紅梅宮よりもなお厄やつ介かいな事態を招きかねないと直感しながらも、朧月は怖こわさよりも先に罪ざい悪あく感かんが生じている胸の内に気づき、棘とげまみれの花の種を吞のみこんだような心地ここちを味わう。

　──わたしは、この事態をたちどころに鎮しずめる最終手段をいつでも振りかざせる。

　けれども瑠璃の事情を知らないのに冥めい府ふに送ることは、天狼が眠れぬ夜に彼を案じてくれた子供を何かと気にかけていたのを考えると、ためらわれた。前に出るべきかを迷い、朧月の膝ひざが不安定に揺れる。

　そのとき瑠璃の周囲の闇が、ぞわりと大きく揺らいだように見えた。

「……！」

　渦うず巻まく瘴気の中、瑠璃の姿は、明け方の月か鬼おに火びかという青白い燐りん光こうをまとっている。

　その燐光に惹ひかれるかのように、虚こ空くうにふいにしみのような黒い靄もやが現れた。それもひとつや二つではない。ぼとり、ぼとりと熟うれすぎた実のように地面に落ちて、巨大な蟲むしのように這はいずりながら天狼や女官に襲おそいかかろうとする。

「天狼さまッ」

　その間に、蒼刻が刀を抜き払いながら走った。突然鼻先に現れた銀ぎん髪ぱつの武官の姿に、黒い靄が怯ひるんだように輪りん郭かくを揺らがせる。直後に、ぞん、と藁わら束たばを一いつ刀とう両りよう断だんしたときのような音が聴こえた。蒼刻の刀で真半分に断ち切られた黒い靄が、たちまち霧む散さんしていく。

　この部屋でもっとも弱いのは、意識のない女官だとでも判断したらしく、黒い靄は次々にそちらににじり寄っていく。どれも動きはさして俊しゆん敏びんではないので、蒼刻の敵ですらないらしいが、どこから湧わいてくるのか集まってくるので気が抜けない。

「そのおけがは、まさか」

「いや、これは瑠璃のせいではない」

　蒼刻のはっとしたような問いかけに、右手の傷をもう一方の手で押さえていた天狼が素早く首を振る。そうして朧月たちの存在を確かめると、ほっとした様子で言った。

「よかった、私では何もできないところだった。瑠璃を助けてやってくれ。おそらく自分ではどうにもならないようだから──」

「──被害者はおまえだけなのに、どこまでお人よしだ」

　自分のけがなどどうでもよさそうな天狼の語尾にかぶせるように、冷たい声が響ひびく。

　白虎の背後にかばわれていた朧月の頭ず上じように、白しろ衣い裳しようの道どう士しが現れていた。

「不ふ肖しようの弟で子し。手伝え」

「え？　で、でも何をすれば──」

「瑠璃に向かって手を伸ばせ」

　手？　とわけもわからぬまま、舞い降りる雪でも受け止めるかのようにてのひらを上にしてさしのべる。手の上に、張角の男性にしては骨細な手が重なるのを感じた。冷静な声が何事かを唱となえ、朧月はいきなり虚きよ脱だつ感かんに襲われる。
















　直後に室内にうぞうぞと出現していた黒い靄たちが大きく身をよじる。

　──爽そう快かいな風のようなものが流れ、温かな夜気に溶とけた後には、黒い靄は消え、床の上には瑠璃だけが倒れていた。

　星彩が瑠璃を助け起こすのを見ながら、軽い眩暈めまいのした朧月は頭を押さえて足を踏ふん張りつつ、白衣裳の姿を振り仰あおいだ。

「……お師さま、何をしたのですか？」

「私は凡ぼん庸ようなので得意分野は多くない。今のは黄こう魔まを封じる術の派は生せいだ」

　黄魔を地の下に封じるのとは異なり、一時的に瑠璃の意識を封じただけだという。

　何かの箍たがが外はずれて瘴気や意思の希薄な悪あつ鬼きを呼び寄せてしまったようだから、その力さえ封じれば霊障はおさまるというわけだ。

　的確な判断だと、朧月は神しん妙みような顔つきでうなずいてしまう。

　その傍らで白虎が微妙な顔をした。

「しかし姫の顔色が……。儂わしの霊力を利用してくださってもよかったのに」

「獣けものの身体からだは気の流れが人間とは違ってやりづらい」

　元配下の提案をにべもなく一蹴する張角へと、朧月は率直に感謝した。

「ありがとうございます。わたしでは……こういう器用なことはできませんから」

「修行不足なだけだ」

「…………」

「だが、君の霊力を借りたから術の威い力りよくが増した。そこは誇ほこってもいい」

「ああ、道理で何かごっそり吸いとられたような脱力感が……」

「一人ではロクな術も行使できないなら、せめて燃料代わりになってもらうしかない」

「たしかに」

　自分だけでは何もできないしと、あっさり認めてうなずいた朧月の額を、張角は無言で拳こぶしで突いてきた。ここは悔くやしがるところだろうと言いたかったらしい。
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　白髪交じりの女官は、黄こう華か宮きゆうの警けい護ごの武官によって身み柄がらを確保された後、ぼんやりした様子でまず天てん狼ろうの無事を訊たずねたという。

　なぜと聞けば、六年前に天狼とともに異界に吞みこまれ、黒い煤すすと化して絶命した兵士の一人が、彼女の息子だったのだそうだ。行方ゆくえ知れずなだけで生きている可能性もあるのではないかと一いち縷るの望みをつないでいた彼女は、天狼の帰還と同時に息子の末路を教えられることとなり、絶望と行き場のない理不尽な怒りにかられた。

「なぜ、あの方だけが……。わたしには息子の遺い品ひんさえないのにと、そう思ったのです」

　女官としての経験は長く職場での信頼も厚かったため、黄華宮への専属を申し出ても、彼女が私情のために刃を手にすると危き惧ぐする者はいなかったらしい。息子が命をかけてお仕えした御お方かたを支えたい、という彼女の噓うそは、同情的に受け入れられてしまった。

　そうして彼女は、黄華宮で働きながら、機会をうかがっていた。気力喪そう失しつに近い状態の天狼を観察しながら。

　──『もしやあなたは、李り武官の母はは御ごか』

　が、天狼は眠りに導く効能のある薬には、あまり依い存そんしようとはしなかった。これは朧月が不眠治療を手伝う約束をしたせいでもあるようだ。

　天狼が浅い眠りから醒さめたときには、刃は鼻先にあった。

　濡れた瞳で懐剣を握にぎりしめた女官を見上げて、天狼はたちどころに事情を理解した。

　その嵐あらしの夜を思わせる暗い青の瞳に、李武官──彼女の亡なくなった息子の面おも影かげを思い出して苦悩する色が見えたところで、身体中の力を失ったのだそうだ。

　この人は何ひとつ、新兵の一人に過ぎなかった彼女の息子さえ忘れることなく背負って苦悩している。そんな人を身勝手な復ふく讐しゆうでは殺せない、殺してはいけないと悟さとった。

　天狼の手を汚した血は、とっさに思い詰めて自害を図はかった女官を止める際に、懐剣にふれて手に傷を負ったものだ。

「わたくしが間違っておりました。罰ばつはなんなりとお受けいたします」

　語り終えた女官は、毅き然ぜんとしたような意思さえ感じさせる態度で頭こうべを垂たれたそうだ。

　──と。

　警護の武官から話を聞いてきた蒼刻に説明され、朧月の口から思わず沈痛な声が出た。

「わたしたちの知らないところで、そのようなことがあったのですね……」

「俺も双璧から天狼さまの身辺に注意しろと言われていたが、仇かたき討うちは想定してなかった」

　強大な敵とわかっても、仇討ちの想いは黄魔という敵にしか向けていなかった青年武官であり、彼をそばで見てきた娘である。さらに言えば、黄魔相手に天狼一人で立ち向かうのは無理だと知っていたからこその、発想の穴か。

　黄魔の脅きよう威いを知らない者にとっては、なぜ、という想いをぶつけられるのは天狼だけだったのか。

　張さんも心もち髭ひげの張りがない。

「……ま、あの女官どのが悪いわけでも、いわんや天狼さまが悪いわけでもないがな」

「…………」

　そこに、星彩がひょっこり壁から生えたみたいに上半身を出してきた。

「瑠璃ちゃんはとりあえず、天狼さまの寝室に休ませときましたけど。あたし、そっちを見守っててもいいですかね？」

「ええ、是ぜ非ひお願い。何かあったら報せてね」

「合がつ点てんですよ～」

　お安い御用だと片方の目を瞑つぶって、星彩は元来た壁をすり抜けて──

　行こうとした手前で、思い出したようにこちらを振り返った。

「あ、皇子殿下も手のけがを介かい抱ほうしてもらったから、すぐこっちに来るようですよ」

　張角が頰ほおをこわばらせた。

「一度殴なぐりたくなるほどお人よしの第一皇子殿下のおでましか」

　白虎がさすがに見かねたように「張角さま、目を三角にしすぎです」ととりなした。
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　客間に戻って待つことしばし。張ちよう角かくがお人よしと吐き捨てるように言った理由は、すぐにわかった。

　先ほどの女官の助命と軽い懲ちよう罰ばつで済ますことを、彼女の苦悩に巻きこまれた天てん狼ろう自身が望んだせいだった。

「無罪放免までするとほかの者にも示しがつかないだろうが、こういうことは厳しい処罰を下せばよいとは限らない。ほどほどの仕置きにして、人生をやり直してもらうほうが将来的にはよかろう」

「いいんですか？」

　蒼そう刻こくが控えめに言葉を挟む。天てん狼ろうは淡たん々たんとうなずいた。

「太子位の行方に関係して私を襲撃しようとしたなら話は別だが、これは彼女の個人的な復讐に過ぎない。事を荒立てるよりは、私の胸むね三さん寸ずんにおさめておくのが、彼女に息子を帰してやれなかった私なりの償つぐないにもなると思う」

「……まさか皇子殿下、復讐をされても受けるつもりでしたか？」

　張ちようさんの声が低められる。

「さすがに刃まで心臓に迎え入れるほど、私も自じ虐ぎやく的てきな性格ではない。……が、恨うらみ節ぶし程度は聞き届けねばとは思っていた」

「それがお人よしだと言っている」

「お師さま落ち着いてください」

　不ふ機き嫌げんそうにぼやく道士をなだめるのは、異母兄あにに同じことをするのと似た手ごたえがあった。

　瑠る璃りの素す姓じようについての報告書は、それからようやく開いた。

「瑠璃本人がまだ思い出せていない以上、あくまでも推測に過ぎないのですが──」

　前肢で器用に紙をつまんだ張さんが、そう言って話を始めた。

　第一皇子殿下に講こう釈しやくを垂れるようなことは、なんとなく偉えらそうでやりづらいという蒼刻の代理の神しん獣じゆうさまである。

「諡おくりなは霊れい帝てい。つまり、三国時代以前の皇帝陛下ではないかと」

　生来あまり身体が強くはなく、次代皇帝には腹違いの兄が有力候補とされていた。

　しかし、聡そう明めいな皇帝を望まない一派に後押しされた瑠璃の母である皇こう后ごうは、なさぬ仲の子であるその兄皇子をあっさりと毒殺。巧たくみに自殺と見せかけたらしく、記録にも自みずから毒をあおったという説明がなされているが、瑠璃はそうではないと気づいていた。

　白虎は静かに補足した。

「……先ほどの瑠璃の混乱は、天狼さまの流血を見て、己おのれの兄の死を思い出したのかもしれませぬ」

　かくして瑠璃は皇位についたが、彼の精神はじわじわと病やんでいった。兄の死は瑠璃の繊せん細さいな心に決定的な傷をつけ、錯さく乱らんなどの危うさを見せると同時に体調まで崩していった。傀かい儡らいの皇帝を望んだ当時の最大勢力は、これをむしろ好都合とし、幼よう帝ていを案じたのは彼の母である皇こう太たい后ごうだけだった。

　そうして皇太后の指示で、当時は寿じゆ命みようを延ばす秘薬だと思われていた水銀などの毒を含む薬を処方された結果、瑠璃の病状が却かえって急速に悪化して死亡──

　皇太后はその衝撃で身を投げて死んだという一文が、あまりに簡かん潔けつな締めくくりとして書かれていた。

　歴史書はそういうものだ。皇帝として特に功こう績せきを残したわけでもない者は、官かん僚りようの専横がひどくなり神しん華か国の求心力が弱くなりはじめた流れの中の小さな一いつ滴てきとして、冷ややかに見過ごされていく。朧ろう月げつたちにしても、こうして幽鬼として憐あわれをもよおさざるを得ない一面を見なければ、その人に興味を持つこともなかっただろう。

　霊帝。

　深い水の底に落ちるようなやり切れなさに朧月は何を言うこともできず、ぼんやりと口にしたのは我われながら非常にどうでもよいことだった。

「……医術の発達していない頃は、こうした死もめずらしくなかったのでしょうか」

「これが真実だとしたら、暗殺されるよりはマシかもしれんが、やり切れんな」

　朧月の痛々しい声に、蒼刻もため息を重ねる。

　おまけに瑠璃は死後も、母が彼の兄を殺して皇位についたことを引きずっている。

　彼自身が望んでそうしたわけでもないのに、と傍はた目めにはもどかしくなるが、母も異母兄も天てん秤びんの左右に載のせられないほど大切であったからこその苦悩だ。

　ひと通りの話を聞き終えると、天狼は軽く握にぎり合わせた手の上から額を離した。

「瑠璃を冥府に送らなかったのか」

「……はい」

　そうか、と天狼はほっとしたような、痛々しいような口く調ちようでつぶやいた。

「たとえば私がこの先、天てん祥しようを推おそうとする者に殺されることがあるとしても……弟だけは恨みたくないと思う。あれは私と同類、同じ立場だ。瑠璃の兄もそういう気持ちだったのだと」

「…………」

「叶かなうなら今すぐにでも代わってやりたくはあるが、天祥は望まないだろう」

　嘆たん息そく。

　──『君は、頭上に糸で刃が吊つられているような場所で生きるべきではない』

　瑠璃の兄が口にした言葉が思い出される。あれは玉ぎよく座ざのことだったのだ。弟には、そのようなものとは無縁に、平穏に生きてほしいという……。

「……私が救えなかった兵士たちも、生きながらえている人間には同じように思えたのだろうか」

　独白めいた天狼の言葉に蒼刻も自然と目を伏せた。

「俺も迅じんに限らず、同じ戦場で戦っていたのに死なせてしまった兵のことは、忘れられません。顔や名前だけでなく、生まれ故こ郷きようや好物、使っていた武器も。……兵の個性を把は握あくしておくのは犠ぎ牲せいを減らす判断をするための基本だと、双そう璧へきに習ったのもありますが──どうしたって、心に刻みついて離れないものです」

「……そうか」

　慈じ愛あいの感じられる瞳で年下の武官を見つめ、天狼がゆっくりとうなずく。

「君も双そう界かいの瞳があるからには、箱庭の姫君にしては、その歳としでさまざまな『死』にふれてきたのだろうな」

　天狼に水を向けられて、朧月は遠えん慮りよがちにうなずいた。

「わたしは……。冥府に送ってさしあげた幽鬼のことでしたら、やはり細かいところまで覚えています。皆、わたしにとっては大切な友達や家族ですゆえ……」

　張さんはやや自じ嘲ちよう気ぎ味みに口の端を吊り上げた。

「儂も結局のところ、死者に対してできるのは忘れないことだけ。後は何につけ自己満足の領域ではないかと思います」

「そうか。──三人とも、そうか」

　天狼はしみじみと声を発する。

　しばしの沈ちん黙もくののち、蒼刻がふと思い出したように言った。

「瑠璃はどうしますか？」

「……君は霊帝か、と訊ねてしまうのはまずいだろうか」

　天狼の問いかけは、朧月に向けてのものだった。

「訊きき方によると思いますが……わたしはどうも、瑠璃本人も半ば思い出しかけているのではないかと感じます」

　過去をつづる大量の文章を書いていた。自分のせいで兄が死んだ、と考えるのは、ある意味ではとても論理的な考え方であり、瑠璃は普段は、負ふの情念に囚とらわれて狂うという最悪の段階には至いたっていなかったと考えられる。

　危ういところで踏みとどまっていたのが、天狼の流血で決壊してしまったのかもしれない。

「では今後も憑かせておいて、私から折を見て素姓を探るか。名や過去がはっきりしたほうが存在が安定するのだろう？」

「そのとおりですが……天狼さまは、それでよろしいのですか？　また今宵こよいのようなことが起こるかもしれませんのに」

「こう言ってはなんだが──今回の件のように、身近で気を許した相手でも、完全に味方とは限らないのが世の常だ。此こ度たびの女官も根は善良で愛情豊かな方だった。私を殺す時機を見ながらも、私の不調時にはおいしい梅湯を用意してくれていただろう？」

　だから危険があってもそばに置くことは構わないのだと、天狼はちょっと一般的ではない寛かん大だいさを示した。

　よい考えだとは思ったが不安は解消できずにいると、ふと閃ひらめいた。

「あ。ではお師さまが、天狼さまの守護幽鬼になるとか──……いえなんでもないです」

「二度と言うな」

　突とつ拍ぴよう子しもない発想だとにべもなく切り捨てられ、朧月はしょんぼりとしたのだった。
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　夜や半はん。念のためにと、天てん狼ろうは薬棚などを完備した静養室に留とどめられていた。

　包帯を巻く前に傷口にこってりと塗ぬられた薬の独特のにおいに、ようやく鼻が慣れてきたところで、天狼はぽつりと虚こ空くうに呼びかけた。

「張ちよう角かく。いるか？」

「──何用だ」

　天狼の横たわっている寝台の傍かたわらに、張角はすぐに現れた。

　幽鬼を祓はらうために灯ともされた明めい角かく燈とうによる、夜明けのような明るさをものともせずに。

「話し相手なら朧ろう月げつを呼べ」

「いや、そうじゃない」

　天狼はゆっくりと首を横に振った。

「君の新しい名を考えたのに、提案していないことを思い出した。いろいろと案が──」

「待て、真顔で壁と会話をするな。私はおまえの右みぎ斜ななめ前にいる」

「ここか」

「もう少し右──そのあたりだな」

　見えないので仕方ないが、顔と顔を突き合わせても、視線は微妙にずれて交まじわらない。

　額のあたりを妙にまっすぐ見つめられている気がして、張角は若じやつ干かんやりづらかった。

　天狼はお構いなしに言った。

「──峰みねに桜さくらと書いて、峰ほう桜おうというのはどうだろう」

「なに？」

「君の新しい名だ」

「それは聞いた。私が今疑問に思ったのは、おまえの正気だ。何を考えて、そんなやたらと優ゆう雅がな名を私に授さずけようとする」

　張角の棘しかない言いようにも、天狼はわずかに肩をすくめただけだ。

「君は月げつ蝕しよく領りようという山奥の秘境とあの狂い咲きの桜を体現したような人間だ。そのあたりを名に組み入れるべきかと考えた。加えて『峰』には山の頂いただきという意味のほかに、刃の背という意味もある。君の切れ味にも通じないことはない」

「…………」

　地面の穴からぽんっと顔を出した珍種の動物と目が合ってしまったかのように、張角はしばし固まっていた。

　だれが、名前の意味を解説しろと言ったのか。

　……わかっていてとぼけていられるのも怖いが、これが本気でも厄介だ。

　黙だまって天狼に言われたことを脳内で反はん芻すうしてから、張角は長い長いため息をついた。

「己おのが子よりも先に、私の名づけなどしてどうする」

「それはいけないことなのか」

「いや……」

　駄だ目めだろう愚おろか者めが、とは言えなかった。嵐の夜を思わせる深い青色の瞳には、純粋な好意しかないので。

「──ある意味では、おまえらしいのかもしれないな」

　何かに負けた心地で、張角はかつては敵対に近い状態にあった第一皇子へと答える。

　天狼は驚いたように何度か瞬まばたきをした。

「君は、そんなふうに笑えたのか」

「！」

　あるかなしかの微苦笑がたちまち消え、張角は愕がく然ぜんとした顔になる。

　せっかくめずらしいものが見られたのだから、もう少し後で明かせばよかった。などと天狼はひそかに思っていたのだが、幸いにも張角には見抜かれずに済んだ。悟られていたら、彼は今以上に険のある視線を向けられたことだろう。

　張角は低くうなるがごとき声こわ音ねで言った。

「華か天狼……おまえはいつから、私が見えるようになっていたんだ？」

「一昨日おとついあたりから、ぼんやりと。最初は白い影のように、だが次第次第に、手や足や顔の一部が見えるようになった。今は君の身体の八割くらいは確認できる」

「なぜ隠していた」

　叶うならば呪のろい殺したいという眼光でにらんでくる張角へと、天狼はどこまでも真顔で答えた。

「朧月が言っていた。君はきっと、だれも見ていないところで泣いたり笑ったりする種類の人間だと」

「…………」

「私もそう思った。君は私だ、とまでは言わないが、私たちはよく似ている。君もそう思っているのだろう？」

「…………」

「で。君の新しい名は、峰桜で構わないのか？」

「……よかろう」

　不ふ承しよう不ぶ承しようにうなずく張角を見て、天狼はゆるやかにうなずいた。

　上うわ掛がけに投げ出していた右手を、握手を求めるかのようにもたげる。

「では、峰桜。これからもよろしく頼む。瑠璃とともに」

「あの面倒くさい子供の世話にまで私を巻きこむな」

　──ため息が出る。

　おまえもそんなふうに笑えたのかと言い返してやりたい心地で、張角は天狼のわずかに和なごんだ目元を見つめながら、差し出された右手にどう応こたえるべきか悩んでいた。
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　小さな山をひとつだけ越えた。そんな心地ここちで朧ろう月げつは夕食後、蒼そう刻こくに誘われて庭園に出た。正せい殿でんとは秋しゆ灯とう榭しやを挟んで反対側に、ちょっとくつろげる四阿あずまやがあるとのことだ。

　黄こう華か宮きゆうから見える月は真円には少し足りないが、皓こう々こうと輝きすぎていないところは妙みように今の気持ちに合って安らぐ。

　陽光よりも月光が好きだと、温かな夜風の中で改めて感じた。

　昼間ほど無む闇やみにそわつかずに蒼刻の隣に腰を下ろし、こんなことも切り出せる。

「あの……名目だけの表向きだけの仮かり初そめの実態は伴ともなわない婚約のことなのですが」

「なんでおまえはそういう言葉は妙に流りゆう暢ちように言えるんだ。胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりとか。血筋か？」

「そこはあまりよく……。ともかくですね、名目だけの表向きだけの仮初めの実態は伴わない婚約とはいえ、わたしなりにけじめと言いますか──たいへん今さらという気もしてしまうのですが、蒼刻さんに言っておかねばと思ったことがありまして」

　我われ知らず早口になったのは、自分で自分に弾はずみをつけたいという、無意識の反応だったようだ。だというのに朧月の妙な勢いは、蒼刻のきっぱりとした声こわ音ねで断ち切られた。

「今はよせ。俺が言ってないんだから、おまえもまだ言うな」

「え」

　思ってもみない制止だった。普段は四の五の言わずに行動までしてしまう人なのに。

　目を点にした朧月に、蒼刻はやや決まり悪そうに言った。

「おまえと正面からそういうことを言い合ったら、俺は玄げん静せい心しんに殺されるような真ま似ねをしないという自信がない」

「蒼刻さんの背中に向かって言うのはアリですか？」

「閃ひらめいた！　みたいな顔をするな」

　朧月の額ひたいに手しゆ刀とうを軽くぶつけ、蒼刻はなだめるように言った。

「まあ、今はまだ声には出してくれるなよ。たぶんおまえの声で聞いたら俺は駄だ目めだ」

「駄目って……何が駄目なんですか？」

「──抑えがきかなくなる」

　吐と息いきまじりの告白には、どきりとするほど男っぽい艶つやがにじんでいた。蒼刻は意識してそういう声を作ったふうではないのが、余計に朧月を惑わせる。

「俺の自惚うぬぼれかもしれないが、おまえっていざとなれば俺に何もかも許しそうだからな。調子に乗って甘あまえそうになる」

　苦いものを含んだ蒼刻の言いように、朧月はつかのま思し案あんした。

「……う、浮気だけはご勘かん弁べんください」

「泣きそうな顔していきなり何言いだすんだ」

「あ、でも、天てん祥しようさまなら仕方ないの……かも？」

「おい勝手に許容範囲を見出みいだすなよ。なんで俺が天祥さまと浮気するんだ」

「浮気以外でしたら……し、躾しつけには慣れましたが、痛いことや縛しばるのは勘弁していただきたいです」

「今度はなんで特殊嗜し好こうの話に突き進んでるんだ!?」

　まったくもうと低くうなりながら、銀ぎん髪ぱつをかき乱した蒼刻が、鋭するどい視線を向けてくる。

「許すってそうじゃねえだろ。たとえば──」

　そして、もう一方の手をゆっくりと彼女に伸ばした。

　人差し指の背が、彼女の唇くちびるにそっと押しつけられる。行為の暗示というには直ちよく截さい的てきで露ろ骨こつなそれは、蒼刻らしい表現ではあったが、朧月の心臓には強烈な衝しよう撃げきを与えた。軽口でも叩たたいて紛まぎらわせないと、意識が遠のきそうなほどに。

「……紅こう梅ばい宮きゆうでは、その──してしまったのですよね？」

「ぶ」

　今度は蒼刻がむせた。予想以上に狼ろう狽ばいさせたのか、怒ったような口ぶりになる。

「あれはおまえ、緊急事態だったんだから数のうちに入れるなよ。俺だって味とかよく覚えてねえんだし」

「あ、味!?　なんて生なま々なましいことを言いだすんですか蒼刻さん!?」

「たしかに俺の表現も悪かったが、言っとくが話題を出したのはおまえのほうだぞ!?」

　人が来ないのが不思議なほどの声を上げに上げてしまったところで、二人ともはたと理性をとり戻した。互いに興奮しすぎてしまった。

「こういうのを痴ち話わ喧げん嘩かっていうのか」

「……またしみじみと何を仰おつしやるんですか、蒼刻さん」

「だって紅梅宮の事件のために出で逢あった頃のおまえは、そんな元気じゃなかっただろ？」

　褒ほめるように朧月の髪を撫なぜた手が、そのまま下に降り、朧月の膝ひざの上の手を捕らえる。

　どこかに連れていったり導いたりしてくれるのではなく、ふれ合うためだけに手を重ねることは、そういえばあまりない。先日、気合い補充のためと称して朧月が彼の手を誘惑的に弄もてあそんだ──と後で言われた──ことの仕返しだろうか。

　ちっとも嫌いやではないけれど。
















「おまえ、何考えてる？」

　月光が頼りの暗さの中でも、青く燃える左目を間近に見つめて、朧月はしみじみと言った。

「……蒼刻さんが浮気をしたら、あなたを殺してわたしも死のうかな、とか」

「なんで頰ほお染めながら血みどろな方向に妄もう想そうを暴走させるんだ」

「もちろん、浮気されない努力はいたします。まあ……わたしの蒼刻さんをお婿むこにとるための修業は、まだ始まったばかりですけれど」

「それがおまえの花はな嫁よめ修業ってか」

「婚約修業……でしょうか？」

　朧月は首をひねった。

「……といっても、許嫁いいなずけのふるまいも、婚約式のこともわからないのですが」

　異母兄あにに命じられたら、どこへなりと嫁に行かされるのだろうと想像しながらも、何か自分には無む縁えんのことという意識が強かったのだ。

「正直、俺も別に詳しくはないけどな」

　つかのま考えていた蒼刻は、秘密の打ち明け話でもするように声量を絞しぼる。

「それに玄静心の口ぶりじゃ、きちんと式までしなくてもいい感じだったが──せっかくだから、練習くらいはしてみるか？」

　それまでとは打って変わって軽快な口く調ちようは、まるで遊びに誘うかのよう。

　めずらしく年相応な悪戯いたずらっぽい笑みに、次第に速くなる鼓こ動どうを感じながら、朧月がうなずこうとしたときだ。

「──すまない」

　ふいに響ひびいた声に二人して固まる。同時に振り返ったのは、正せい殿でんの見える方角。

「邪じや魔まをさせてもらうぞ。蒼刻、姫」

　張ちようさんだった。

　木々の織り成す影から月光の下に現れた白びやつ虎こには、神しん獣じゆうの威い風ふうがただよっている。

　彼の感情を削そぎとった低音は、さながら無慈悲な託たく宣せんのように夜の空気に響き渡った。

「皇帝陛へい下かが、何者かに襲撃された」











〈了〉













あとがき






　こんにちは。仕事が遅い上に脱文の多い文章担当です。……本当に申し訳ないので、今こそこそしながらこれを書いています。関係者の皆様には本当にお世話になりました。

　ようやっと皇こう宮きゆうが舞台になりました中華風幽ゆう明めいファンタジー、生きてるのも死んでるのもキャラが増え、くまの先生にお世話になりどおしです。温ぬくもりを感じるキャラデザやいきいきした動きや表情が毎回悶もん絶ぜつするほど好みです、ありがとうございます！　紅こう梅ばい宮きゆうの件など初期の内容を振り返る際には、是非あまさかえで先生の漫画版『双そう界かい』でお楽しみください。指先まで物語をすくい上げてくださる緻ち密みつで丁寧な描写が大好きなのです。

　本編は親世代・兄世代・子世代という分類ができそうな双界のキャラの中でも、今回は黄こう魔ま篇へん（仮）後は何してるの？　な天てん狼ろう周辺がクローズアップといった具合です。スタイリッシュ筋肉プロデューサーや個人的に難産だったお子様等、新顔も楽しんでいただければ幸いです。護ご花か七しち将しよう軍ぐんの残り＋双そう璧へきが出るまで男祭りになりそうですが……。

　この本を読んでくださった皆様が穏おだやかに冬を過ごされるよう、お祈いのり申し上げます。
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